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この作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差異が認められることがあります。




一部の漢字が簡略字で表示されていることがあります。
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☆ウェディン（残り時間十五時間二十二分）








　深夜に猛スピードの少女達が走り回るという傍はた迷めい惑わくな鬼ごっこは、廃工場の中から現れた四人の魔法少女によって中断させられた。

　バブルの頃に潰れた廃工場の前で合計九人もの少女が睨みあい、あるいはへらへらと笑っている。割れたままの街灯、ヒビが入ったアスファルト、捩よじれた金網等のうらぶれた風景が、華やかで美しい少女達には似つかわしくなかった。

　ウェディンは、穴から出てきた四人を見てぞっとした。今まで見てきた魔法少女とは決定的に違っていた。忍者に磔はりつけにされた時は、痛い目に合わされると思い震えていた。兎うさぎ耳みみに追いかけられている時は、捕まったらなにをされるかと考えるだけで気が滅め入いり、少しでも紛まぎらわせようとテプセケメイに大声を出していた。

　どちらもとても怖い魔法少女だった。ウェディンでは相手にならず、ウェディンより強いテプセケメイや繰くる々くる姫ひめでも一対一では敵かなわない。

　今出てきた四人を見て自分の勘違いを知った。兎耳や忍者に怯おびえていたのはただの臆病だ。本来怖がらなくていい相手に対し、必要以上に怯えていただけだ。兎耳も忍者も魔法少女というファンタジーの延長線上にいた。そこには生々しい暴力はない。

　この四人は違う。生々しい暴力の匂いしかない。対たい峙じしているだけで、その場にへたりこみたくなる。そうでなければ平へい伏ふくしてしまいたい。

　ウェディンは倒れそうになるのをこらえた。上から無理やり押さえても、あわよくば表に出たいと恐怖心が暴れている。それを懸命に宥なだめ、蓋をし、兎耳の様子を窺うかがった。兎耳の顔は強こわ張ばっている。援軍に向けるような表情ではない。

「なるだけ逆らわないことをお勧めしますよ。痛い目を見るのは嫌でしょう？」

　占い師が笑顔でそう告げる。兎耳の味方というわけでもないらしい。敵の敵も敵。状況は複雑だ。だが単純でないならまだやりようがあるかもしれない。

「ふざけんな！　馬鹿！」

　幼い罵ののしり言葉とともにグレースが斬りかかり、剣士が悠々と合わせて攻撃を受け止めた。海賊の持つ武骨な片刃剣カトラスと、剣士の振るう華麗な細剣レイピアが、真まっ向こうからぶつかり合い、狭い路地裏に金属音が木こ霊だまする。

　グレースはカトラスを押しつけて相手の腹を蹴りつけようとしたが、するりと外され体をかわされた。さらに捩れた金網を地面から引っこ抜いて相手に投げつけるが、剣士は細いレイピアで金網を切り裂き微み塵じんにした。まだグレースの攻撃は止まらない。ビルの壁を蹴って移動し、振り返ると同時にブロック塀を蹴り砕いて相手に浴びせ、剣士は破片の一つにとんと飛び乗って何気なく着地した。剣士に避けられたブロック片が散弾銃のようにビルの壁を破壊する。

　ウェディンは援護に向かおうとして取り止めた。グレースの動きは目で追うことすら難しく、敵も遜そん色しょくない速度で楽しそうに打ち合っている。あそこへ絡もうとすれば、ウェディンではどうにもできない危険が伴う。下手な介入は避けるべきだ。ウェディンは、どう動くべきか、どう動かすべきか、考えを巡めぐらせた。

　味方は動かない。いや、動けない、か。ファニートリックは血の気の引いた顔で震えている。テプセケメイは、それに比べると大分落ち着いていて、いつもと変わらない無表情で残る敵から目を離さないでいる。敵はにこにこと、あるいはにやにやとしながら戦いを見ていた。余裕がある。兎耳は──背中を見せて走り出した。

　占い師が剣士に対し何事かを囁き、剣士は鷹おう揚ように頷いた。

　ミュージシャンと占い師の二人がウェディン達の頭上を越え、ビルの壁を蹴って、所謂いわゆる三角飛びの形で兎耳を追いかけていく。

　勝負をかけるならここか。だが敵の人数が半分になってもまだ勝てる気がしない。戦闘で勝とうとしてはいけない。ならばグレースは邪魔になる。目まぐるしく切り替わる思考の果て、ウェディンは叫んだ。

「私を置いて敵から逃げろ！」

　いざという時はリーダーの命令を聞くように、と全員に承しょう諾だくさせている。たとえおざなりの約束だろうとウェディンの魔法は契約の不ふ履り行こうを許さない。

　グレースは敵にカトラスを向けながらビルの上へと跳んでいった。ファニートリックも跳んでいく。テプセケメイはほんの一瞬こちらに目を向け、しかし命令に逆らうことはできず天へ昇っていった。

　工場入口の前に陣取っていた最後の敵、継つぎ接はぎだらけの魔法少女が剣士に頷き、ビルの上に駆け上がっていく。剣士はそれを追わなかった。追わずに、ウェディンのいる方に向かってきた。グレースとの斬り合いを見るに、ウェディンでは相手にならないだろう。

　頭がくらくらする。意識してやらないと呼吸ができない。自分を保っていることが難しい。魔法少女に変身していれば寒さにも強くなるのに、背筋が冷たい。凍こごえてしまいそうだ。息を深く吐く。白い息が流れていき、ゆっくりと消える。

　剣士とグレースの斬り合いは生命の奪い合いだった。速過ぎるという理由で手出しをしなかったのは言い訳だ。獣同士がお互いの喉笛を噛み切ろうと縺もつれ合っているところに理性を持った人間が手を出せるわけがない。

　落ち着け、と自分にいい聞かせる。兎耳が二人連れていってくれたこともあり、分断は上手くいっている。継ぎ接ぎ一人で三人を追うのなら少なくとも二人は逃げ延びるはずだ。一人を犠牲にして、などというウェットな考え方はしない。計算に基づく。勝てない敵から逃げるのだから三人中二人が助かるだけでももうけものだ。

　それに自分は一対一で戦わなければならない。コスチュームのキャンドルがちりちりと音を立てて燃えている。

　──臆すな。堂々としろ。私がリーダーだ。負けてたまるか。

　剣士が近づいてくる。にこやかに笑っている。上品で、貴族的で、なのに死そのものに見えた。死ねばどうなる。あの世はあるのか。天国や地獄に選り分けられるのか。それとも死ねばそれでお仕舞いなのか。生命を失えば意識もないまま永遠に無があるだけなのか。

　死への恐怖が胃の奥から湧き上がってくる。奥歯を食いしばってそれを飲みこんだ。

　ウェディンは、結むすび屋や美み祢ねは、どこまでも自己中心的だ。損得勘定で動く。全体のプラスとマイナスを差し引きして皆を逃がした。遅い足で逃げるより思い切って残る方が得になると考えた。自己犠牲の心で生いけ贄にえとして残ったわけでは決してない。

　勝算はある。ウェディンは剣士に向けて両手を挙げた。強張ろうとする表情を柔らかく整え、相手に合わせてにっこりと笑う。

「私の負けです。降参します。これ以上は戦えません。どうか命だけはお助けください」

　剣士は不審げだ。そういえば剣士は外国語……早口で聞き取り難にくかったが、恐らくは英語で話していた。ウェディンは「サレンダー」といい直した。

　剣士は三メートルの距離で足を止めた。頭の羽飾りを指先で弾き、口の片端を持ち上げた。笑っているのだろうか。警戒しているようにも見えた。

　降参と口にしても緊張を解かない。ウェディンは心から投了して手を挙げたわけではないのだ。むしろここからが戦いだと思っている。

　グレースのように直接的にぶつかり合い、力を比べ合うだけが戦いではない。あえて敵に捕らえられるという戦い方だってある。ウェディンの魔法は約束の強制だ。約束の数は問わないし、こちらが一方的に破っても相手には約束を守らなければならないという義務だけが残る。

　捕まれば尋じん問もんをされるだろう。英会話には不安しかないが、通訳がいればきっと大丈夫だ。尋問を少しでも引き延ばす。拷ごう問もんに移行してしまわない範囲でめいっぱい引き延ばし、会話の機会を増やす。どんなにつまらないものであってもかまわないから少しずつ約束をする。どうせ口約束なんぞ守る必要がないと相手が思ってくれればしめたものだ。内側から真綿で絞め殺すようにして、少しずつ、少しずつ……。

　剣士は半歩先まで近づき、そこで二度ほど剣を閃ひらめかして鞘さやに収めた。

「そうかそうか。殊しゅ勝しょうな心がけだ」

　先ほどまで聞き取ることができなかった剣士の言葉が、今やはっきりと理解できる。日本語、ではない。引き続き英語をしゃべっている。それを不思議と思わず、自然に受け容れた。ウェディンは頭を下げた。

「ありがとうございます。寛大なご処置に感謝します」

「ところで」

　剣士は笑った。今度はしっかりと笑っていた。まるで警戒心が見えない。

「こう見えて監査官を務めていてね。当然だが我輩の前に出てくる人間には嘘うそ吐つきが多い」

　警戒心のないままなにげなく近寄ってきてウェディンの肩に手を置いた。

「そういった人間と何年何十年と顔を合わせる内に、だよ。顔を見ればある程度わかるようになってきた。これから不善を為なすであろう者、我輩に嘘を吐いている者、騙だまそうとしている者、謀はかりごとを巡らせている者、全て顔に出てくるのだよ」

　十年来の親友に対してそうするように、親しげに肩を抱き、鞘に差したレイピアを十センチほど抜いて刀身をウェディンに見せた。

「そうした不心得者にはこの剣を使う。この剣には魔法が込められていてだね。斬りつけられた相手は勘違いをしてしまうのだ」

「勘違い、ですか」

「そう、勘違い。ほんのちょっとした勘違いだ。たとえば、戦わねばならぬ敵のはずなのに、身しん命めいを賭として仕えるべき主であるという勘違い。ただの従者ではないぞ。我輩に仕えるためならどんなことでもするだろう。おっと、洗脳とは思ってくれるなよ。斬られた者にとっての現実が変わるのだ。よって、言葉の通じなかった相手であっても和なごやかに会話を楽しむことができようになる」

　パチンと剣を鞘に収めた。

「さて、まだまだ仕事は残っている……名前は？」

「ウェディンです」

「良い名だ。では手伝ってくれたまえ」

　颯さっ爽そうと走るプキンの背を追いかけていそいそとついていく。プキンはウェディンの十年来の憧れだった。プキンの命令ならなんでも従ってきたし、プキンについていけば間違いはなかった。そのためなら仲間を売ろうと後悔はない。プキンは全てに優先するのだ。






☆キャプテン・グレース（残り時間十五時間十五分）








　意思に反して逃げ続ける自分の身体に苛いら立だち、逃げることができてほっとしている自分の心には腸はらわたが煮えくり返った。ビルを超え、屋根を抜け、走り、跳び、街灯もない真っ暗な裏道を駆け、それでも敵の気配は離れずについてくる。




　戦いの場において、どう動くべきか迷ったのは生まれて初めての経験だったかもしれない。芝しば原はら海うみが戦いの場で迷うことなど無かった。すべきことは常に決まっていた。殴るのでもいい、蹴るのでもいい、組みついてから投げるのでもいい、とにかく戦おうという思いを失わずに身体が命じるまま暴力を実行すればいい。

　チンピラに絡まれて動けないでいる一般人を馬鹿にしていた。勝てるなら戦えばいい。勝てないなら逃げればいい。どちらもせずに奪われるがままでいるなんて馬鹿だな、と。

　四人が現れた時、動けなかったわけではない。ただ逡しゅん巡じゅんした。

　工場の入口を破って現れた四人は強かった。ギターを背負った魔法少女と水晶玉を持った魔法少女は兎耳や忍者とタメを張るくらい強い。剣を持った魔法少女と継ぎ接ぎだらけの魔法少女はもっと強い。アパートの前で戦った黒いなにかと比べてもまだ強い。同じ目線で睨み合っているのに見下ろされているような感覚がある。

　状況が悪い。兎耳と挟み撃ちにされた形でグレースが戦うとして、他はどうするのか。テプセケメイは空に逃げればいいとしても、ファニートリックやウェディンに敵の矛ほこ先さきが向いた時、グレースにはそれを防ぐだけの余力があるとは思えない。

　その考え方はまるで言い訳じみていて腹が立ち、自分の弱気を振り払う気持ちを込めて斬りかかった。

　まずは一撃で一人目を切り伏せて相手を飲む、という目もく論ろ見みだったが、あっさりと受け流された。少し強い力で叩けば折れてしまいそうな細い剣が、驚くべきしなやかさで斬撃を受け流す。四人の魔法少女は笑っていた。戦っている剣士も、周りで見ている三人も、グレースを面白がっている。

　馬鹿にされていた。煮立った頭が沸点を超える。グレースが防御を捨てて渾こん身しんの一撃を叩きこもうとした時、ウェディンが撤退命令を出した。




　ウェディンの魔法のせいで、逃げたくもないのに逃げている。忌々しいが、多少はクールダウンできた。冷静さを取り戻したふりくらいはできている。

　追いかけてきているのは一人。剣を持った魔法少女ではなく、継ぎ接ぎの魔法少女だ。なにを期待しているのかキラキラと瞳を光らせ十メートルほど後方につけている。

　私を置いて逃げろ、と命じたからにはウェディンは残ったのだろう。そこに最低一人敵がついているはずだ。ウェディンが声をかける前に兎耳が逃げ出し、それを水晶玉とギターが追いかけていくのまでは確認していた。差し引きしていくとファニートリックを追いかけている敵は誰もいないということになる。

　ファニートリックが誰にも追いかけられず逃げている、という推測はグレースを安心させ、プレッシャーを減じた。相棒の生命はとりあえず無事らしい。

　小学一年生時、根ね村むら佳か代よはクラスで一番勉強ができる女の子だったが、声をかけた理由は勉強の出来不出来にはない。「図書カードの履歴を調べることで似た趣味の持ち主を探す」というアニメから学んだやり方を用いて同好の士を探し出した。それが佳代だった。昼休みの図書室で「大どろぼうホッツェンプロッツ」を読む彼女の顔を横から覗きこむと、まるで自分が冒険の真っ只中にいる必死な形相で頁を捲めくっていた。人差し指でつんと頬を突いてみても、まるで気づく様子がなく本に集中している。佳代のほっぺたは柔らかかった。

　海は佳代のことが気に入った。それ以降、積極的に絡むようになった。ルールやマナーを省かえりみず相手の領域に踏み込んでいくのは海の得意とするところだ。

　小四の夏休みに本州を縦断した時も二人一緒だった。

　小五で入門した空手道場で師し範はんをやっつけた時も一緒だった。

　中一で暴走族「羅武雷斧」とモメた時も海の傍かたわらには佳代がいた。

　前に進もう、先へ行こうとする海を落ち着かせ、窘たしなめるのが佳代の役目だった。「ここで一度退いた方がいい」と理性で判断していても、感情が足を動かしてしまうのが芝原海の生き方だ。一人でいればどこまでも暴走し爆走する。佳代という軍師がいてこそ自分は最大限の力を発揮できるのだ、と思っていた。気恥ずかしいから口には出さないが。

　そこで感じ取った。後方から迫りくる敵に加え、もう一人並走している者がいる。新たな敵か、とそちらに目を向けると見知った魔法少女が走っていた。キャプテン・グレースは罵ののしり文句を飲みこんだ。ファニートリックだ。キャプテン・グレースと敵と等距離を置き、三角を描く形でついてきている。

　金魚の糞ふんでもあるまいしなにを考えてついてきているのか。人数ではこちらが勝っているのだから、バラバラにさえ逃げてさえおけば、最低でも一人なり二人なりは無事に逃げおおせることができるのに。今回の相手が滅茶苦茶に強いとわかっているのか。と走りながら憤いきどおり、ついてきてくれたことは少しだけ嬉しく唇の端を歪ゆがめて笑った。ファニートリックが戦う気でいたのは、相手の力量を計ることができなかったせいだ、とは考えない。ここはさすが相棒と褒ほめておくことにする。

　キャプテン・グレースは、屋根瓦がわらの上を走りながら足元に力を入れて瓦を踏み割った。踏み割った瓦を爪先で掻かき出すようにして後ろに送る。敵は割れ瓦を物ともせず、速度を落とさないまま追いすがってくる。怪我を負った様子はなく、怯ひるんでさえいない。

　瓦が全く効果無しだったことにはがっかりした。だが瓦を後ろへ飛ばすという攻撃的な行為が可能で、それを確かめただけでも意味があった。ウェディンの魔法は逃走を強制してくるが、逃走の形態についてはある程度こちらの裁量で選択できる。

　試しに速度を落としてみた。僅わずかに足の動きを緩めただけで敵との距離が縮む。全力で逃げなければならない、というわけでもないらしい。海賊船の備え付けロープにフック鉤かぎを括くくりつけた。海兵や水夫風の縛りにしたいところだが、生あい憎にくと縛り方は詳しくない。とりあえず解ほどけなければいいだろうと固く結わえる。

　グレースはビルの屋上から飛び降り、フック付きのロープを投げて高架に引っかけ、バイパス上に移動した。敵はまだついてくる。だがグレースと違って道具がない。数メートルでしかなかったが、距離を稼いだ。

　時間帯もあってバイパスには車の通りがない。これならいける。

　グレースを追ってバイパスによじ登った敵に対し、上空からなにかが飛んだ。立て続けに路面へ着弾し、破壊音を響かせる。グレースは上空を見た。テプセケメイが、敵がいたのとは逆方向へ飛行しながら攻撃していた。

　グレース以外は全員逃げながら戦うつもりだったらしい。愉快な気持ちになり、グレースは声に出して笑った。敵に遅れてファニートリックが高架上へ上がってきたのが見えた。

　空気の弾丸がさらに飛び、破壊音、パラパラとコンクリートの散る音がそれに続く。

　グレースは走りながら後ろを振り返った。当然速度は落ちる。敵は近づく。継ぎ接ぎだらけの衣装を着た魔法少女が嬉しそうに笑っている。獲物を仕留める直前に肉食動物が口を開けるのと同じだ。これから牙を突き立ててやれると喜んでいる。
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　させてたまるか、と掌を開き両手を前に出した。

　安全な距離ではない。ある程度のダメージを覚悟する。キャプテン・グレースは敵の、そして自分の眼前に海賊船を出現させた。

　質量保存の法則を完全に無視して突如出現した物体は、走っていた敵を踏み潰し、近くにいたグレースを吹き飛ばし、道路を割った。

　グレースは吹き飛ばされ、転がりながら快かい哉さいを叫んだ。敵は避けられなかった。それだけの感触があった。

　ファニートリックが足を緩め、テプセケメイがゆっくり降りてきた。もう敵はいなくなった。これ以上逃げる必要はない。

「よし、それじゃ──」

　いいかけ、中断した。粉塵を割り、船の舳へ先さきから黒い靄もやの塊が飛び出した。

　木造船とはいえ魔法の船だ。亜音速で水上を進み、物理法則を超越した耐久性能によって空気や水の抵抗に耐える、らしい。魔法少女が蹴ったり殴ったりしたくらいで簡単に壊れるようなやわな造りではない。

　その船に、キャプテン・グレース自慢の海賊船に、無残な大穴が口を開けている。ぐずぐずとした黒い染しみのような浸食が船を食い破り、全く速度を落とさないままで走る敵が飛び出した。それはすれ違いざま、肩をぶつけるようにしてテプセケメイに触れ、触れられた部分は黒い靄になって消し飛んだ。テプセケメイはいつもの無表情を崩し、信じられない物を見る目で、あるべき部位を失った半身を見詰めていた。

　継ぎ接ぎだらけの魔法少女は一跳びでグレースとの距離を詰め、こちらに向かって手を伸ばした。グレースはそれを小剣で迎げい撃げきし、しかし小剣は何物にも触れた感触もないまま黒い靄に削り取られ、魔法少女はグレースの顔をすっと撫なで、視界の全てが黒一色になった。

　目が見えない。視界ゼロで戦った経験は数えるほどしかない。しかも相手は兎耳や黒い球体を上回る超強敵だ。

　なんという冒険だろうか。キャプテン・グレースの冒険譚たんが書籍化された暁あかつきには、一番盛り上がる頁に持ってこなければならないだろう。相棒であるファニートリックには、記録係として見ておいてもらわなければならない。記録係とはなんとも地味な役やく所どころだが、このような形でついてきたのなら義務みたいなものだ。

　──あの子って本当に要領悪いのよね。

　だからこそグレースが守ってあげなければならない。輝かしい未来を想像しながらキャプテン・グレースの意識は闇の底へと落ちていった。






☆ピティ・フレデリカ（残り時間十五時間十五分）








　兎耳の足は恐ろしく速い。トットポップもフレデリカもついていくのが精一杯だ。

　魔法少女の外見というやつは、子供騙しのようでいて意外と馬鹿にならない。羽が生えていればそれで飛ぶことができるし、長い尻尾で物を掴み取ったり、武器を持っていればそれを振るうことができる。こうしたわかりやすい特徴だけでなく、全体的なモチーフが本人の性質を象徴していたりといったことは珍しくない。

　つまり、兎をモチーフとしている魔法少女は、占い師や音楽家をモチーフとした魔法少女よりも足が速かろうということだ。「兎は飛ぶように走るから一羽二羽と数えられていた」というエピソードは伊だ達てではない。両手両足を地面につけ、本物の兎のように走っている。徐々にではあるが引き離されていく。

「まずいねマスター。これ逃げられるコースかも」

「ここで逃げられたら役立たずの烙らく印いんを押されることは必至ですねぇ」

「それは嫌」

「私も嫌ですよ。師弟共々精一杯頑張って役に立つところを見せましょう」

　フレデリカは記憶を検索する。兎の耳に着物。監査部門にそんな魔法少女がいたはずだ。名前は下げ克こく上じょう羽は菜な。あの場に居た中では唯一捜査班所属と断定できる魔法少女で、だからこそ人質としての価値があった。殺さずに捕まえろというミッションに不向きなソニアやプキンに追いかけさせるわけにはいかず、トットポップを連れて二人で追いかけることにしたが、走力面での差は如何いかんともし難がたい。

「下克上さん！」

　呼びかけてみた。長い耳がびくっと震えた。反応があるのは良いことだ。下克上羽菜本人であるという証あかしのようなものでもあり、本人がそれなりに素直な性情の持ち主だということもでもある。

　フレデリカはトットポップに教えてやった。情報は共有しておくに限る。

「下克上羽菜。魔法は感覚の鋭敏化。近寄ると感覚を操作されます。注意するように」

「流石さすがはマスター、魔法少女マニアだけあって詳しいのね」

「監査部門所属で内部犯罪の摘発を担当している。感覚を鋭くすることで索敵の役割を果たしますが、それ以上に殴ったり蹴ったりが得意の武闘派です。見た目に騙され、戦闘に持ちこめば勝てるなどとけして思わないよう」

「ほいほい了解ね」

　フレデリカは下克上羽菜についてさらに知識の掘り起しを進めた。

「下克上さん！　マナさんはお元気ですか！」

　長い耳が左右に揺れ、羽菜は次第に上体を起こし、やがて足を止めて振り返った。フレデリカも足を止め、前へ行こうとするトットポップを右手で制した。和やかな笑顔を浮かべ、羽菜を見た。羽菜の表情は不信感でいっぱいだ。

　フレデリカは素早く位置を確認した。距離は十メートル。場所はドブ川沿いの狭い路地。すぐそこにはどこに流れているとも知れない暗あん渠きょも見える。あそこに逃げられれば追いかけることは困難だろう。そこまで計算して足を止めたはずだ。敵は強したたかだ。

「外から支援に参りました。敵の数が多いということでお困りでしょう」

「騙されないよ」

　斬りつけるように返された。

「騙す？　なんのことです？」

「さっき私のこと話してたでしょ。こっちは耳がいいから全部聞こえてんの」

「……それは凄いですねぇ」

「聞こえてなくたって騙されはしないけどね、有名人。ピティ・フレデリカの顔と名前を知らない捜査員なんてモグリだよ」

「いやあ……それはそれは……しまったなあ」

　照れ笑いを浮かべてみせた。つられて笑ってくれないかと期待していたが、羽菜の表情は硬いままだ。両腕をだらんと下げ、リラックスしたように見える姿勢でいても、すぐさま逃げに入れることは見ればわかる。隙がない。やはり強かだ。

「ならばどうして足を止めて私の話を聞いてくれたのですか？」

「なんでマナさんが班長をやっていると知っている？　お前が収監されたのはマナさんが班長として赴ふ任にんする以前だったはずだ」

　フレデリカは様々な場所を覗き見ていた。それは極秘文書の内容だったり、会議での決定だったりする。後々監査部門に就任しそうな者を頭の中でピックアップし、その名前を順繰りに出していけばどこかで引っかかるだろうと思っていた。一人目でビンゴだったのは監査部門の人事が予定通りに進んでいるだけに過ぎない。

　フレデリカの目的である「羽菜の足を止める」ことさえできればなんでもよかった。

「私とマナさんにはちょっとした関係がありましてね」

　いかにもな「これから事情をお話ししますよ」風ふうを装い、話しながら自然な仕草で左手を水晶玉の中に入れ、外に出した。

「は……？」

　羽菜の疑問が解消される前に、手の中の手しゅ榴りゅう弾だん三つを投げた。ピンはすでに抜いてある。羽菜の頭上を越え、背後に転がっていく。それに合わせてトットポップがギターを掻き鳴らした。激しい音とともに大小の音符が奔ほん流りゅうとなって羽菜を襲う。

　前方で手榴弾が爆発した。コンクリ片が四方へ飛び、爆風に煽あおられフレデリカの髪が跳ねる。フレデリカはぐっと足を踏ん張り、左手をもう一度水晶玉の中に入れた。

　右の人差し指に巻きつけてある髪は、トットポップの部下の中で最も美しい髪を持っていた彼女からもらった一本だ。水晶玉には彼女がいる武器庫の様子が映っており、フレデリカの魔法なら必要に応じて好きな武器を取り出すことができる。「魔法の国」の魔法の武器に巻きこまれれば、魔法少女であってもただでは済まない。

　羽菜は後ろへ逃げることができない。手榴弾が転がっていった場所に進めば、大怪我を負うか死ぬかどちらかしかない。

　羽菜はこちらに真っ直ぐ向かってくることもできない。フレデリカが手榴弾を投げたのと同じタイミングでトットポップがギターを掻き鳴らし、実体を持った音符が溢れ出た。音符というファンシーな武器であっても直撃すれば手榴弾以上に大怪我必至だ。

　羽菜が選んだのは三番目の選択肢だった。爆風を背に受けながら羽菜は跳んだ。ブロック塀を蹴り、電柱を蹴り、前後ではなく上に逃げようとした。だが、それはフレデリカが選んでほしかった選択肢でもあった。

　羽菜の逃げ道は読んでいた。すかさず水晶玉のチャンネルを変える。左の中指にはトットポップの髪が巻いてあり、水晶玉にはトットポップとフレデリカ、羽菜を含んだこの付近の空間が映し出された。フレデリカは水晶玉に左手を差し入れ、羽菜の逃げる先にその手を出現させた。

　空中で羽菜の足首を掴んで引っ張り、バランスを崩させ地面に落とした。羽菜が空中で三回転してから降り立った場所にはトットポップの音符第二陣が殺到しつつあった。

　音符の奔流は無防備な背を乱打し、トットポップはギャリギャリと弾き、コンクリ塀に当たった八分音符が四分音符になって跳ね返り、羽菜の身体を四方八方から責め苛さいなむ。フレデリカが「もういいですよ」と止めるまで音符は羽菜を打ちょう擲ちゃくし続けた。最後の音符がカツン、と路面に落ちて溶けるようにすっと消えると、フレデリカはトットポップの頭をよしよしと撫でた。

「合図を出さなくてもこちらの意図を察してくれる良い弟子を持ちました」

「そりゃね。一番弟子だもの、マスターの考えてることはわかるから」

　愉快そうに笑ってそういった。

　トットポップにギターを構えさせたまま、フレデリカは蹲うずくまった羽菜に近寄り、爪先で脇腹を蹴り上げてひっくり返した。羽菜は両腕を抱いた形で横たわっている。意識は失っているようだ。それでも変身を解除していないあたり評価を上方修正しなければならない。

　フレデリカは羽菜の首筋を鷲わし掴づかみにして水晶玉の中に放り入れた。






☆魔王パム（残り時間十四時間五十三分）








　廃工場前には戦いの痕こん跡せきのみが残っていた。敵も味方も誰もいなかった。

　魔王パムは親指の爪を噛んだ。アパート襲撃からこっち全て後手に回っている。




　ふらふらと空を飛び、アラビア風の踊り子が助けを求めてやってきた。敵と味方を探しながら町を歩く魔王パム他二名の前に警戒も緊張もなく降りてきた。こちらは身構えているのに全くお構いなしで平然としている。

　見覚えのある相手だった。空の上で戦って、逃げられてしまった相手だ。アラビア風の踊り子は、問い詰めようとする魔王パムを無視し、ポスタリィとレイン・ポゥのみに向かって「ウェディンが追いかけられているから助けに来て」と話し、いい加減にしろと肩を掴んで振り向かせようとしたら煙とともに消えてしまった。

　レイン・ポゥとポスタリィに、今来た魔法少女が彼女達二人の仲間であることを確認した。最終的には踊り子が来た方へ行ってみるという選択肢しか残されていなかった。

　四枚の羽の内二枚をポスタリィとレイン・ポゥのコートに使い、一枚は自分のコートにしているため、索敵にまわせる羽が一枚しかなく、やりくりが非常に厳しい。

　だからといって、二人を放置していくわけにはいかない。友軍と合流し、７な７な５こ３さんなりマナなりに預けておけばいいだろうが、魔法の端末が使用できない今は合流もなかなか難しかった。




　工場の入口には不自然な破壊の跡が残っていた。殴ったり溶かしたり焼いたりといったわかりやすい破壊行為ではない。腐食や酸化に近いが微妙に異なる。

「仲間内でこういった魔法を使う者はいるか？」

「……知りません」

「知りませんというのは話したくありませんということか？」

「ち、違います！　本当に知りません！」

　自白剤を使うまでもない。嘘は吐いていないようだ。

　破壊の跡をこそぎ取ってから指先で擦こすり合わせるとボロボロに崩れていく。魔法的ななにかであることは明白で、恐らくそれは極めて強い力を持っている。羽菜やリップルのような戦い慣れした魔法少女であっても厳しいかもしれない。

　アパートの時と同じだ。なにかが起きていることはわかっているのに、なにが起きているのかがわからない。おまけに連れの二人を持て余している。

　レイン・ポゥはまだ元気がありそうで、殴られてもすぐ立ち上がるが、ポスタリィの方は精神的に疲ひ弊へいしている。休み休み進むしかない。

　ふと後ろを見ると、ポスタリィとレイン・ポゥがひそひそ囁き合っていたので頬を張っておいた。いっそこの場に置いていけたらどれほど楽だろう。






☆トコ（残り十四時間三十二分）








　自分はレイン・ポゥの身体の一部分である、と念じてじっとしていた。もしここにいることが気づかれてしまえばそれだけで全てが終わってしまう。幸いにもポスタリィはトコが隠れていることを教えようとはしていない。




　魔王パムの名はトコでも知っている。最強の魔法少女は誰か、という議論が始まれば必ずこの名前が挙がる。魔王パムの魔法による破壊の規模は絶大と囁かれ、少なくとも犯人を捜し出して捕まえようというミッションで必要とされるとは思えない。警察官が応援を求めたら戦車がやってきた、といったところだろうか。

　──クソッ、殺す気満々だ。

　外交部門が強力な魔法少女を用意してくる、といった可能性は考慮してあった。こちらには外交部門の邪魔をしているという自覚があり、外交部門には邪魔者を消す力がある。だが一般人に被害を及ぼすような人材を派遣してくることまでは想定していなかった。「魔法の国」の外交部門を甘く見ていた。




　そう考えビクビクしていたが、どうも様子がおかしい。一般人に被害が出ないようにしているように見える。ポスタリィとレイン・ポゥも保護しようとしてはいるようだ。魔王パムはポスタリィとレイン・ポゥに多少の注意を払ってはいるが、敵としても捕虜としても扱ってはいない。身体検査も武装解除もないのがその証拠だ。

　ならばつけいる隙がある。

　善意や倫理につけいるのはトコの得意技だ。トコが教えを授さずけた相棒の得意技でもある。被害者のふりをし、ただの市民を装い、善人として振る舞って、最後にグサリといく。魔王パムクラスの魔法少女がそう何人も投入されているわけがない。魔王パムをやっつけてしまえば、語尾ににゃんがついている協力者が助け出してくれる。

　魔王パムはトコが今まで見てきた数多くの魔法少女の中でも群を抜いて強い。それは破壊規模だけでなく心の持ちようでもある。

　その通じない相手を倒さなければならないのだ。相棒ならきっとやれる。トコよりも狡ずるく、汚く、卑ひ劣れつで、卑ひ怯きょうで、計算高い。魔王パムの隙を突くチャンスをきっとものにする。






☆ピティ・フレデリカ（残り時間十四時間二十一分）








　パトカーのサイレンが風に乗ってここまで届いている。このマンションは潰れた町工場からかなり離れているはずだったが、魔法少女の知覚というものは人間より遥かに鋭敏だ。

　フレデリカは窓とカーテンを閉めて部屋の中に向き直った。

　冷蔵庫の食材の中でそのまま食べられる物はプキンとソニアが胃の中に片付けている。プキンは麦茶のボトルで食パンを流しこみ、ソニアはスナック菓子の袋を逆さまにして口に当てていた。

　トットポップはキッチンで働いている。調理が必要な食材は全て彼女に託した。イギリス人に食事を作らせるというジョークのネタのような状況を少しだけおかしく感じ、食べる方もイギリス人だったことを思い出して一人納得した。

　一人暮らしの長さは伊達じゃないんだと胸を叩いて請け負ってくれたトットポップは、少しだけ寂しそうでもあった。師匠としては、トットポップが良いパートナーを見つけることができればいいな、と思う。

　部屋の様子や食料、家具等から、家主の生活スタイル、社会的な地位、階級も伝わってくる。一人暮らしの中年男性で収入は平均より高く、そこそこに遊び、全体として快適に過ごしていたのだろう。今はソファーの陰に横たわっているため足首と流した血液くらいしか見えない。掃除は行き届き、食料の貯蔵も充分で、整理整頓もきちんとされている。男の一人暮らしで立派なものだ。ありがとうございますと両手を合わせた。

　後は三人。ステージマジシャン風の魔法少女はフローリングの上に転がされていた。ウェディングドレス風の魔法少女は、プキンの傍らで彼女が食事をとるのを幸せそうに眉尻を下げて眺めている。もう一人は皆から引き離され、一人だけ部屋の隅に投げ打たれていた。トットポップに散々痛めつけられたせいで顔は腫はれ上がり、そこかしこの骨が折れている。未だ確固たる意志の光を瞳に宿しているのがかえって痛々しさを増していた。

　ファニートリックと羽菜は両手両足をロープで縛られている。武器庫から持ってきたロープは、魔法少女の腕力であっても容易に引き千切ることはできない強度を持っていた。

「痛いのは嫌なんで拷問は勘弁です。聞きたいことがあるならいってください。なんだって答えてみせますから。上司にも『魔法の国』にも義理立てするほどの恩を受けたわけじゃないんです。給料安いし、その割にこき使われてるし」

　羽菜は聞かれていないことまで答えてくれそうな勢いで話した。頬が腫れ、折れている歯もありそうなのに発音はしっかりとしていて聞き取り易い。フレデリカは一いち言ごん一いっ句く余さずプキンに通訳し、プキンはナプキンで口元を拭ぬぐって立ち上がった。

「将軍。けして近づかれませんよう。やつめの魔法は触れずとも発動します」

「そんなことはわかっているとも……なあ、そこの兎」

　プキンは左手で小剣を抜き、三メートル半の距離を保ったまま羽菜に突きつけた。

「上司にも『魔法の国』にも義理立てする恩なんぞ受けていないとのたまう者にしては目に力がある。淀よどんで濁にごってどろどろに腐った無気力な官かん憲けんの眼まなこではない。キラキラと光る正しい魔法少女の美しい瞳だ。気に入らんな」

　フレデリカが通訳すると、

「目が綺麗なのはアイプチしてるおかげじゃないかな」

　フレデリカが訳すのを聞き、プキンは微かに眉を顰ひそめた。

　羽菜に協力する気がないというのはフレデリカも知っている。羽菜の魔法の端末はメールボックスが空からになっていた。なにかしらの取決めがあったはずで、緊急時の集合先等があるだろうと訊きいても「そんなものない」の一点張りから動かない。

「知ってることなら答えられる。知らないことは答えられない。そりゃそうでしょ、当たり前ですよ。アイプチの上手いやり方なら教えてあげられますけどさ」

　それを訳すなりプキンは物もいわずに左手を振るい、投げつけられた小剣が壁に突き立って刃を振るわせた。壁とプキンの間にあった兎の右耳は、半ばほどからずるりと落ち、羽菜は噛み殺した悲鳴を喉の奥から漏らした。フレデリカは「ああ、痛そうだ」と顔をしかめ、ステージマジシャン風の魔法少女が小さく「ひっ」と叫んだ。

「だから……痛いのは嫌なんですってば……」

「今、我輩を馬鹿にしたろう？　そういった侮ぶ辱じょくはけして看かん過かしない」

「あー……痛ったぁ……」

　プキンは右手でレイピアを抜き、先ほどと同じように投げつけた。空中に出現したフレデリカの左手がレイピアの柄を取ったことで羽菜の胸先五センチ手前で刃は止まった。

「将軍閣下、情報源を減らすのは早計では？」

「そいつは筋金入りの玄人くろうとだ。全て話すなどと殊勝なふりをしていてもその気はさらさらないだろうよ。三メートルという距離の制限を保ったままで情報を吐かせるのは不便と危険の方が大きい。それよりも見せしめに使って他から情報を引き出しやすくするのがいい。優れた拷ごう問もん吏りは情報源の数に拘こだわらないのだよ」

「なるほど……左様でしたか。差し出たことを申しました。ですが情報源にならずとも人質になるのではないかと。監査部門は身内同士の絆が強いと聞き及んでおります」

「ふん。まあいい。ならばそやつの処遇は任せておこう」

　静々と近づいて恭うやうやしくレイピアを手渡し、回れ右でプキンに背を見せ羽菜に目を向けた。目配せをすることで「プキンを怒らせないように」と注意する。羽菜は皮肉っぽく笑って小さく頷いた。

　扱いが面倒な人質であることは、プキンの癇かん癖ぺきを抜きにしても間違いない。プキンが心を操るにしても三メートル以内に入るわけにはいかず、先ほどのようにノックアウトしてから近づけばいいのだが、現時点で相当な重傷で、ここから殺さないように手加減をして昏倒させるというのは難しい。トットポップの音符は手加減に向いていない。

　ウェディンの魔法で強引に聞き出すという作戦は、羽菜がウェディン相手には歯切れの悪い物言いに終始したせいで上手くいかなかった。ウェディンがフレデリカ達と敵対していたのは羽菜も見ていたはずで、なのにわざわざウェディンのみに話させれば不自然にもなる。ウェディンの魔法を知らないはずの羽菜もその辺はしっかりと見抜いていた。筋金入りというプキンの見立てに間違いはない。

　残る魔法少女に目をやった。ステージマジシャン風の魔法少女は歯の根も噛み合わぬ様でガタガタと震えている。ウェディンの方はすでに聞くべきを聞いてある。プキンの信奉者と化した彼女は訊いてないことまで全て答えてくれた。

　彼女のおかげで、トコが中学生を魔法少女に仕立てたことがわかった。各人が持つ魔法と身体能力、それに人間時の本名までがノートに記されてあった。リーダーとしてメンバーを把握する必要があったのだといっていた。教師や理科室で飼われている亀まで魔法少女になったのだという。フレデリカとしても興味深いところだ。

　さらに興味深いのがウェディンを襲ったという忍者の魔法少女だ。こちらはウェディンが敵対していた相手ということで、個人情報まで手に入れるわけにはいかなかった。ただし外見はわかった。隻せき腕わん隻せき眼がんの忍者モチーフで、針の穴を通すようなコントロールとマシンガンのような連射性能でクナイと手裏剣を投げるという。ウェディンはアパートの屋上にコスチュームを縫いつけられて身動きできなくなってしまったとのこと。

　フレデリカの知る限り、そんな魔法少女は一人しかいない。フレデリカ最後の弟子、魔法少女「スノーホワイト」の友人、魔法少女「リップル」だ。リップルが結界の中にいる、と知った時、フレデリカの脊せき椎ついを歓喜が突き抜けた。ひょっとしたらリップルだけでなくスノーホワイトも一緒に来ているかもしれない、と思うと喜びで腰砕けになり膝ひざをついた。

　縁というものは不思議なものだ。魔法少女同士ではそれが顕著に表れる。

「そう思いませんか？」

「はあ」

　ウェディンの相槌に全く気持ちがこもっていないのは、彼女が魔法少女の機き微びを知らない新人だからか、それともプキンに操られているからか。

　海賊のキャプテン・グレースはソニアによって殺され、ランプの魔人のテプセケメイは半身を失ったまま上空に逃げていったという。単に生命力があるということではないだろう。風と同化することで失くした部位を補強したか、それとも風で構成されているため一部を失くしたくらいで致命傷にはならないのか。どちらだとしても、残る魔法少女の中では格段に手強そうではあった。

　ウェディンが教えてくれた元中学生の魔法少女達の中に暗殺者がいるのか。それとも彼女たちは単なる被害者なのか。

「とはいえ」

　プキンはレイピアをしゅんと振るった。空色のソファーに点々と血が飛んだ。

「我輩はほぼ任務を果たしたのではないかと考えているのだ」

「どういうことでしょうか？」

「諸君らが捕えんとしていた大犯罪人はすでに確保しているのではないかな。つまり、そこの」

　フレデリカはステージマジシャン風の魔法少女を横目で見た。ファニートリックは、全身を震わせ、精一杯身を縮め、玉のような汗が肌に浮き、気の毒なほど怯えている。

「彼女こそが、我々の求めていた暗殺者であると」

「我輩にも長年監察官として働いてきたという自負がある。人間を見る目がある」

「なるほど。それは確実性の高い根拠といえますね」

「海賊の娘がいただろう」

「ええ、そんな子がいましたね」

　ソニアに顔を撫でられて二目と見られない無残な死に方をした魔法少女のことだろう。

「そこの奇術師はだな」

　プキンはレイピアを鞘に戻し、血を踏まぬよう注意を払ってフローリングの上を歩き、壁に突き刺さっていた小剣を抜いて、こちらも鞘に収めた。

「海賊娘が倒れているのに取り縋っていたところをソニアが捕まえた」

　ソニアが顔を上げ、ふふんと得意げに鼻を鳴らし、すぐさま食事に戻った。

「で、合っているな？」

「ええ」

「我輩はソニアに引きずられてきたそやつをこの目でしかと見た。仲間が殺されたばかりで自みずからも死地にある奇術師の瞳の奥に光る微かな喜びの灯ともし火びを。仲間が殺されているのに喜ぶものなど普通はいまい。件の大犯罪人であれば、神をも恐れぬ愚か者だ。仲間を仲間とも考えず、その死を喜ぶことがあるかもしれない。我輩には理解できぬ感性だが、大犯罪人にはそういった異常者がいるものだ。経験則で知っている」

「はいはーいお待たせねー」

　仄ほのかに漂っていた肉の焼ける匂いが一気に濃密さを増し、湯気とともに訪れた。音符柄のエプロンを着たトットポップが両手で抱いた大皿にはハムだのバラ肉だのステーキだの、種類を問わない雑多な肉が焼かれ、積み上げられていた。匂いは良いが、盛り付けは雑だ。トットポップの人間性というものをある意味象徴しているような気がした。

　トットポップは醤油、練り山葵わさび、マヨネーズ、マスタード、ケチャップ、七味唐辛子、ウスターソース、焼肉のタレ、ドレッシング、等々をテーブルの上に並べた。

「ソースはお好みの物をどうぞー。そんじゃトットは追加分作ってくるね」

　途中、羽菜の片耳が切られているのを見て「うおっ」と小さく驚き、かといって疑問を口にすることもなく、トットポップは再びキッチンに戻っていった。

「ソニア、落ち着いて食べなさい。死んだ肉は逃げたりしない」

「あいっ」

　ソニアは素手で、プキンはナイフとフォークを見事に操り、黙々と食事を再開した。エネルギーの摂取というだけではなく食事を楽しんでいるように見える。

　フレデリカはステージマジシャン風の魔法少女に向き直った。

「一つお訊きしたいのですが」

　ステージマジシャン風の魔法少女は震えている。フレデリカはパンッと手を打った。魔法少女の目がフレデリカに向いた。

「海賊さんと貴女はどういう関係だったのですか？」

　相手にもわかるよう日本語で質問している。フレデリカはファニートリックをじっと見た。彼女の瞳は揺れている。拉致されて人質が一人耳を切られたという状況に怯えているというのもあるが、今の質問で心が揺れたというのもある、と感じた。

「そちらの将軍閣下によりますれば貴女は海賊嬢の死を喜んでいたということですが」

　ファニートリックは目玉が零こぼれ落ちそうなくらいに目を見開き、縄なわで縛られているのを忘れているのか床の上で身を捩らせて暴れた。

「違う！　違う！　そんなのじゃない！」

「しかし将軍閣下は確かだと」

「違う！　私は！　私は！」

　フレデリカに向けられた目はフレデリカを見ていない。自分の中を覗いているように見えた。自分の中を底そこ浚ざらいし、その中にある自分の心を探しているように見えた。

「私は……私は……私は……私は……」

　フレデリカは静かに見守った。彼女が激昂したのは真実と違うことを指摘されたからではない。故人との絆を汚されたからでもない。あれはいい当てられたくなかった真実を突きつけられた者の反応だ。見直し、推測し、その上で導き出された答えが嫌だと駄々をこねている。

「私はァァァ！」

「うるさい」

　プキンの投げた大皿がステージマジシャン風の魔法少女の顔面を直撃し、バラバラに割れ、絨じゅう毯たんの上に落ちた。少女は割れた皿の上にくずおれた。

「わけのわからん言葉でがなるな。我輩は食事中だ。少し黙っていろ」

「将軍閣下、その者は犯人だったのでは？」

　投げた物が皿だから死ななかった……いや皿でも当たり所によっては危なかったかもしれない。プキンは確かに殺意を込めて大皿を投げたはずだ。犯人は殺さずに捕らえてほしいということはすでに伝えてある。

「いや、違うな。今の反応を見て考えを改めた。君くん子しは豹ひょう変へんすという言葉を知っているかね？　我輩は情報が刷新される度、新しい情報を元に評価を変えるのだよ。その女は元々異常者だったのだろう。咎とが人にんではないただの異常者が連中の中に混ざっていたのだ。まったくもって紛まぎらわしいとは思わんか」

　プキンがどんな失敗をしでかしたとしても、もっともらしい言い訳で「自分は間違っていなかった」ということにするのだろう。放っておけば容疑者を皆殺しにしてしまう。

　ファニートリックは絨毯に伏せたままでぶるぶると震えている。なにを思い考えているのかを外から窺うかがい知ることはできない。

「フレデリカ。君はどう思う？」

「逃した中に目標がいたのではないかというご意見はもっともです」

　下克上羽菜は「魔法の国」の監査部門に所属していた優秀な捜査官だ。捜査、戦闘ともに高いレベルでこなす。この町にやって来た理由は犯罪摘発以外にない。目標はフレデリカ達と同じく暗殺者だろう。当然暗殺者本人であるわけがない。

　ファニートリックも違う。海賊とは人間関係の上で行き違いや軋あつ轢れき等があったのかもしれないが、それが犯人だという根拠になるわけがない。捕まった時の態度や仕草に演技と思われるものはなかった。だいたいにして冷血非道の暗殺者が死体に取り縋すがって捕まりましたなどという間抜けな顛てん末まつはありえない。

　キャプテン・グレースについてはなんともいえない。フレデリカが見た時は、ソニアに殺されて死体になっていた。戦闘能力は高かったらしいが、果たして暗殺者に相応しいものだろうか。ウェディンから聞かされた性格、校内でも有数の有名人という目立つ立ち位置、これらが暗殺者らしくないな、とは思う。

「うむ。我輩も君と同意見だ。逃した中に大犯罪人はいる。そして我々が奴やつ輩ばらめを捕えるのに必要なのは情報だ。情報を引き出すための道具を探しにいかねばなるまい」

「トコですね」

「うむ」

「閣下に剣を振るっていただければ、口を割るどころか味方が一人増えるでしょう」

　プキンの剣は斬りつけられた者に勘違いをさせる。味方がこちらであると勘違いしてもらえば目標の情報は割れる。

　ソニアとプキンは最後の肉に同時に手を伸ばし、二人の動きが止まり、ソニアがおずおずと手を引くとプキンが肉を二つに切り分けて片方をソニアの皿に載せた。

「人間相手の拷問は金をもらってやっていた。魔法少女相手の尋問も同じだ。我輩の技術への対価として『魔法の国』は金を払った。だがね。使い魔マスコット相手は違うのだよ。我輩は使い魔の妖精に尋問しなければならないという話を耳にすればすぐに駆けつけたさ。金は要らぬ、ただで情報を引き出してみせよう、だから我輩にその仕事をさせてくれ、と」

　プキンは半枚の肉を舌の上に載せ、ゆっくりと咀そ嚼しゃく、嚥えん下げし、口の端から肉にく汁じゅうを垂れ落として笑顔を浮かべた。フレデリカの送ってきた魔法少女生活の中で同種の笑顔を何度か見たことがある。暴力に酔った者のサディスティックな笑みだった。

「妖精相手の拷問ほど楽しいものはない。連中はとても良い声で鳴くし、後のお楽しみもある。獄ごくから救い出してくれた恩人であってもこの楽しみを奪うことは許さん」

「閣下から奪うなどということがどうしてできましょう」

「我輩の魔法を使えば手早く済むだろうに、と思っているだろう？」

「いえいえ滅相もございません」

「我輩の魔法とて万能ではない。使用できるのは一人に対してのみ。新たな対象に魔法を使えば、以前の魔法は解けてしまう」

　そういって傍らに傅かしずくウェディングドレスの少女の顎がっ下かを撫でた。少女は嬉しそうに喉を鳴らしてプキンにもたれかかった。三十分前まで敵対していた少女は、プキンのハーレム構成員として侍はべらされていた。ソニアと目が合う度に睨み合っている。

　プキンの楽しみを優先すると余分な時間がかかりそうではある。

　いっそのことＢ市内の容疑者を殲せん滅めつさせた方が早いだろうか。だが反体制派から求められているのは暗殺者の捕獲であって殺害ではない。最後まで反体制派にお仕えする、といった殊勝な気持ちを持ち合わせてはいないにしても、最初から大虐殺では依頼を遂行する気が無かったのだと思われるだろう。プキンをコントロールするためにはある程度の自由が必要で、程度を超えれば暴走になる。フレデリカの御ぎょし方次第だ。

　あまりにも面倒が多いようなら反体制派の利益を度外視してプキンに暴れさせ、どさくさで逃げてしまう、というのがいいかもしれない。その上でフレデリカも死んだように見せかけるのがベストではある。

「はーいおまっとさんねー」

　トットポップが追加の料理を運んできた。今度は焼き魚とサラダだ。野菜を適当に刻んで盛っただけというプリミティブなサラダをソニアが鷲掴みにし、プキンは自分の皿に干し秋刀魚さんまを二尾とった。

　燃費の悪さというのも個性の内だ。個性を活かすためにはそれなりの労力を割かねばならない。フレデリカはキッチンに入ってトットポップに声をかけた。

「お弁当を作っておきましょう。敵を目前にしてお二方が空腹で動けませんでした、では笑い話にもなりません」

「サンドウィッチでいいかね？」

「おにぎりをと考えていたんですが」

「ああ、米もいっぱいあるからそっちでもいいね。海の苔りは使わない方がいいかな。ありゃ好みがわかれるもの。あ、それと梅干しはなしね。あれは好みがわかれるとかそういう生なま易やさしいもんじゃないから」

　お弁当にも人それぞれ好みがある。どんなことでも人それぞれの好みはある。それを押し通すのはけして簡単ではない。
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☆ファニートリック（残り時間十三時間五十分）








　ファニートリック＝根ね村むら佳か代よは、物心ついた時から怪物の陰に隠れて生きてきた。

　佳代の幼馴染である海うみのことだ。芝しば原はら海は怪物だった。モンスターなどとあだ名されている姫ひめ野の希のぞみ先生よりよほどリアルモンスターだった。海は暴れ、破壊する。抵抗も拒否もできない。

　子供の内は腕っ節の強さで順列が決まる。芝原海の並外れた身体能力は表立って逆らうことを許さず、彼女への不満は陰口となって佳代に注がれることとなった。虎の威いを借る狐、強い者に諂へつらうおべっか使い、一人ではなにもできないくせに海のおかげで威張っている、等々。海は勿論だが、佳代のことを悪くいう者も、それはもう多かった。

　事実は違う。佳代は海と一緒にいて得をしたと思ったことなどない。できることなら一緒にはいたくなかった。逆らうことができずにつきまとわれていただけだ。海に逆らうということは暴力に晒さらされるということであり、そんなことは真まっ平ぴらだった。癇かん癪しゃくで校庭の登り棒を蹴ってへし曲げてしまったり、一番大きな鉄棒で五分間も大車輪を続けるような膂りょ力りょく体力の持ち主に殴られたり蹴られたりなど想像したくもない。

　せめて自分も力を手に入れれば違うかもしれない。

　そう思い、絶対に頑張るからと親にねだって空手教室に通ったこともあった。

　空手教室の師範は「腕力だけでは強い人とはいえない。心の強さこそが大切なのだ」と教えてくれ、佳代は自分の境遇も相あい俟まって泣けるほど感銘を受けた。

　そうだ、腕力だけで強いとはいえない。穏やかで強い心を持てば、海に悩まされたりすることもないはずだ。海のように暴力だけで生きているような無法者につきあっていたらこちらの身がもたない。この人こそ師事すべき人だ。

　思えばあれが佳代の初恋だったのかもしれない。相手は不ふ惑わくを超えた年齢で、こちらはまだ小学生でしかなかったが、それでも佳代の心は燃えていた。この人にならついていける、この人は海とは違う、この人と一緒にいたい。

　そんな佳代の思いは海によって粉砕された。今日の放課後は空手道場があるから一緒に遊べない、と断りを入れた佳代を不満げな顔で見ていた海は、その日の内に空手道場にやってきてコーチも師範もボコボコに叩きのめし道場の看板を奪って意気揚々と立ち去った。本物の無法者であってももう少し手段を選ぶのではないだろうか。翌日以降、道場には「売り家」の看板が打ちつけられ、佳代の絶望は深まった。

　とにかく海と離れるしかない、その思いを強くした佳代は勉強に打ちこんだ。このまま公立の中学校に進めば、中学卒業まで延々海に纏まとわりつかれる。別の学校に通うようになれば、人間関係が隔絶する。社会はその学校内で構築されていく。自然と付き合いも薄れ、フェードアウトしていくはずだ。

　佳代は一念発起し一生懸命勉強に励はげんだ。私立を受験することは親と教師以外は誰にもいわず、面接の練習等でも他の生徒と顔を合わせないように気を配り、また他の誰にもいわないよう親と教師に念押しし、海の「冒険」に付き合わされながら睡眠時間を削って受験勉強をした。元々暗記は得意で、そこに海と別れたいという強いモチベーションが加わり、全く苦にならず励んだ。

　佳代はやれるだけのことを全てやってから受験に臨のぞんだ。健康面にもでき得る限りの配慮をし、栄養たっぷりの食事と予防接種で病を避けた。試験会場となった波なみ山やま中学には同じ学校の生徒が何人かいて、受験を伏せていた佳代がここにいたことに驚き、それ以上に海がいたことに驚いていた。佳代も驚いた。なぜか海がいた。

　試験会場で顔を合わせた時は悪い冗談としか思えなかった。誰にもいっていなかったはずなのに、なぜか海は佳代の受験を知っていて、二人一緒に受験することが当然であるかのように振る舞っている。

　佳代は激しく左右に頭を振って我を取り戻さんとした。

　海の成績はせいぜい並だ。ろくに勉強もしていなかったはずで、佳代の受験をどこかで知り、じゃあ自分もと挑戦したところで思うような結果が出るわけがない。波山中学は県内でも三指に入る進学校だ。塾にも通わず、受験勉強もせず、遊び呆ほうけてきた海は落ちる。佳代は一人合格する。それでなにも問題はない。

　結果、二人とも合格した。海は三日間徹夜で頭に詰めこんだのだと自慢していたが、果たしてそれだけで合格できたのか。芝原家はこの辺でも有数の土地持ちで、学校にも多額の寄付を納めている、という噂は入学後に知った。

　もはや入学を辞退することもできない。入学を辞退したとしても、それでも海が追いかけてきそうな気しかしなかった。なぜここまで気に入られているのかわからない。暴力を好むわけでもなく、とびきり威勢がいいというわけでもない。身体能力もごく普通だ。海のように片手で大人の手首を握り締めて骨にヒビを入れたりはできない。

　どう足あ掻がいても逃げられない。佳代は諦あきらめ、受け入れた。

　海に逆らうことはできない。全てが海が望むようになる。魔法少女という本来ならあるはずのないものにもなってしまう。それは海が望んだからだ。佳代がどれだけ否定し、こんなものあるわけがないんだと主張しても、誰も聞き入れてはくれない。力を合わせて悪い魔法使いをやっつけよう、と海がアジれば皆がそちらについていく。学級委員だろうと先生だろうと力を授さずけてくれた妖精だろうと海には関係ない。権威だろうと恩人だろうと気に食わなければぶん殴って先へ行くガキ大将だった。




　魔法少女になって少しは変わるかと思った。でもそんなことはなかった。

　魔法少女の中にあっても海……キャプテン・グレースの強さは頭一つ分上にあった。

　まず、身体能力に優れている。魔法少女の中でも確実に能力差はあり、佳代が変身したファニートリックもけして弱いわけではない。キャプテン・グレースを抜きにすれば一番かもしれない。それでもキャプテン・グレースがいれば、けして一位にはならない。さらには今日手に取ったばかりの武器を存分に振り回し、「魔法の海賊船」やその備品をも使いこなしてみせる。

　長年の暴力沙ざ汰たで培つちかってきた戦闘経験と喧嘩根性は、魔法少女になった後でもキャプテン・グレースの役に立っていた。常に先頭に立って敵と戦い、あの恐るべき兎耳の魔法少女を相手にしても全く臆することなく立ち向かい、負傷による出血を物ともせず、逃げる兎耳を単身追いかけていった。その姿を見送り、佳代は諦てい念ねんをより強くした。あれはもうどうしようもない生き物だ。魔法の力を与えられても本質が変わるわけではない。むしろ本質が強く表に出てきている気がする。

　キャプテン・グレースはその後も謎の黒い球体と交戦し、やっつけた。攻撃を受けて出血し、脚や手やそこかしこから血を滴したたらせていて、ファニートリックの援護がなければ危なかった。それはきっと楽勝と呼べる戦いではなかったはずなのに、本人が楽しそうで全く疲れた様子を見せず、すぐに次の戦いへ行こうとしていたのを見て、きっと死ぬまで動き続けているんだろうと呆れた。

　魔法少女の優れた耐久力故ゆえか。それとも優れた回復力故か。あるいは単なる本人の生まれついての性情故か。怪我を怪我とも思わず、唾つばをつけておけばそれで治るという勢いでキャプテン・グレースはさらなる敵を探して彷ほう徨こうした。

　そして、キャプテン・グレースは殺された。

　理解できなかった。外国語で会話をする敵について理解できなかった。黒く腐食させるなにかによって侵され、前頭部の大半を削られて倒れる海が理解できなかった。どうしてこんなことになってしまったのか理解できなかった。

　呆ぼう然ぜんとしたまま引っ括くくられて連れていかれた先で、海を殺した魔法少女の仲間から「お前は海賊の死を喜んでいただろう」といわれた。

　全く働こうとしていなかった脳に瞬まばたき一つする間もなく熱が入った。脳を焼き焦こがすほどの高熱がファニートリックを責め苛さいなみ、叫び、否定した。

　喜んでいたわけではない。嬉しくてそこにいたわけではない。動くことができなかった。いなくなって欲しいと願い続けていた芝原海が、目の前であっさりと死に、その事実を受け止めることができずに海の手を握っていた。

　海がここで死ぬわけがない。あの怪物がこんなところでくたばってたまるか。

　佳代は叫び、わめき、剣士から皿を投げつけられて口を噤つぐんだ。

　心の中は荒れ狂い、同時に一つの所へ収しゅう束そくしようとしていた。この魔法少女達を絶対に許しはしない。相応の報むくいを受けさせてやる。やつらは佳代のこれまでの人生全てを侮辱した。なにをするにもそこには海がいた。邪魔で鬱うっ陶とうしくて面倒臭くてこいつさえいなければと何度も思った。危険な場所に連れていかれ、危険な目に遭わされ、それでも悪びれず「面白かったわね」と海が笑う。海とつるむ佳代はパシリ程度にしか思われず、海の付き人、付属品として扱われ、陰口を叩く者もいて、そういった相手は海が暴力で黙らせ、やがて陰口を叩く命知らずはいなくなったが、海以外に佳代と付き合おうとする者もいなくなった。海さえいなければ友達もたくさんいたのでは、と思う毎日だった。

　傍ぼう若じゃく無ぶ人じんで暴君で自分が楽しければそれでいいという自分中心主義者だった。大嫌いで、いなくなればいいと思っていて、でも心のどこかで確かに憧れていた。

　ファニートリックは強く奥歯を噛み締めた。海は殺された。こいつらに。

　継ぎ接ぎだらけの魔法少女が美味しそうにハムを食べている。

　剣士は外国語で占い師と話していた。傍らにはウェディンが傅いている。

　占い師は剣士を窘たしなめようとしているようだ。

　台所の方で油が跳ねる音を立てているのはギタリストだろう。

　誰もファニートリックを見てはいない。注意を払っているのはファニートリックではなく同じように縛られ転がされている兎耳の方だ。剣士も占い師も兎耳は「油断ならぬ相手」としてある種の敬意をもって接している。ファニートリックはそれに比べればどうでもいい存在だ。放っておいても別に問題はないと思われている。

　海は普段から「敵がこっちをナメてるっていうなら好都合よね。余裕こいてる馬鹿相手なら顔面にストレート決めやすくなるでしょ」といっていた。ファニートリックは喉を鳴らして唾だ液えきを飲みこんだ。侮あなどられているなら仕事はしやすくなる。はずだ。

　魔法少女の外見は本人の能力や性質と無関係ではない。これまで見てきた何人かの魔法少女に例外は無かった。兎は機敏で足が速い。剣士と海賊は剣を振るって戦うのが得意。ランプの魔人は空を飛ぶ。

　ではステージマジシャンにはなにができる？

　ファニートリックは誰にも注意を払われていないことをもう一度確認してからぐっと背を反らせた。縛られた腕の間に頭を通し、逆ぎゃく海え老びの形で手首と足首を接触させ、ぐぐっと元に戻し、今度は逆に腰を曲げて手首と足首を接触させた。手首を捻ひねってみる。固くきつく縛り上げられていたが、僅かに緩みがあった。ほんの少しだけ手首を動かす余裕ができている。
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　ファニートリックは素早く姿勢を戻し、床に投げ出された無気力な姿勢へ戻った。継ぎ接ぎは食事に熱中し、剣士と占い師は話しこみ、ギタリストは戻ってきておらず、ウェディンはぼうっとしている。誰もこちらを見てはいない。

　ステージマジシャンなら縄抜けくらいできて当然だ。ファニートリックの関節は柔軟で自在性が高い。

　だが、ここで逃げても先は無い。すぐに捕まってしまうだろう。どこかタイミングを狙い、敵にとって致命的な結果を残す。

　かつて海がいっていた「ピンチの時にこそ大チャンスが転がっているのよ」という言葉を思い出し、ファニートリックは小さく身み動じろぎをした。






☆ピティ・フレデリカ（残り時間十三時間三十分）








　個人情報を手に入れる難易度はそれほど高くない。法を無視し、ちょっとした手間を惜おしまず、アクセントとして暴力を使えば、驚くほど簡単に手に入ってしまう。

　まずはウェディンに案内させ、波山中学に出向いて押し入った。ウェディンとプキンは校門前に停めた車の中で待たせ、トットポップをお目付け役として残し、残るソニアとフレデリカが向かった。ソニアが職員玄関の鍵を壊し、フレデリカが見取り図に従ってロッカーと職員室を漁あさる。宿直の教師が見廻りをしていなくても警備会社と契約をしているはずで、何者かが侵入しているということは既に知られていると考えていい。警備員の十人や二十人、フレデリカ一人でもお釣りが出るくらいだが、騒ぎは小さい方がいい。

　ソニアは元々強盗が本職で必要な物を見定めて手早く集めることに慣れている。フレデリカには髪の毛を蒐集しゅうするため空き巣をしてきた経験があった。ソニアはそれらしい書類を集めて抱え、フレデリカは落ちている髪の毛を目につく限り集めた。二人の玄人は五分で仕事を終えると正門前の車に戻って発進した。

　二年Ａ組の担任は繰くる々くる姫ひめである姫野希だ。生徒よりもリサーチしやすいであろう教師から狙う。

　姫野希の髪の毛が手に入れば一番楽だったのだが、学校で手に入れた髪の毛に姫野希の物は無かった。二十数本の髪の毛を全て試して外れだったことを確認し、それでも一応懐紙に包んでしまっておく。

　ソニアの集めた資料には姫野希の自宅住所は無かった。だが連絡網かなにかだろうか。教員と思おぼしき名前と電話番号がプリントしてある紙があった。生徒の個人情報ほど教師の個人情報は守られていないのかもしれない。

　手に入れた姫野希の自宅電話番号を電話帳で調べ、そこから住所を探す。幸いにも姫野教諭宅の電話番号は電話帳に掲載されていた。

　ウェディンに住所を教え、道案内を頼む。学校にあった市内の地図と照らし合わせ、姫野希宅に到着、例の如くソニアに門を破らせ、中にいた初老の男は騒ぐ前に殺害した。後は漁るだけだ。

　ウェディンがいうには、姫野はまだ二十代の若手らしい。プキンが殺した男は、夫というには年齢差がある。姫野希の父親だろうか。家の中にあった髪の毛は二種類。この男の物と若い女の物だ。二人暮らしだったのだろう。

　女の髪だけ懐紙に包み、家を出た。この髪の毛があれば姫野が今どこにいるのか探すことができる。






☆リップル（残り十三時間十一分）








「これはどういう……」

「ああ、これはこうやって使うんだ」

　マナがリップルに背を向け壁の方へ向き直った。黒く塗られた木の棒を右手で掲げ、数語の呪文を呟き左手で印いんを組むと小さな炎が弾丸のように発射された。大きさは親指大で、シンクにぶつかって黒い焦げ跡を残した。威力速度ともに頼りになりそうではない。

　そんな感想を抱いて見ていると、マナが振り返った。唇を尖とがらせ不満そうだ。

「なんだこんなものかと思っただろう。これはあくまでも室内用に威力を絞ってあるだけだからな。威力最大なら魔法少女に火傷をさせるくらいはできる」

「……いえ」

　心の中を読まれてしまったのかと思ったが、そうではないらしい。態度にも出してはいなかったはずなので、マナの方にも「大したことのない武器」という自覚があり、先を読んでの言葉だったのだろう。

　リップルの友人、魔法少女「スノーホワイト」は心を読む。彼女との遣やり取りを思い出し、薄く微笑み、睨にらんでいるマナに気づいて表情を引き締めた。

「……失礼しました」

「ふん。別にいいさ。しょぼい武器っていうのは確かだ。お前ら魔法少女がただぽんと物を投げた方がよっぽど威力も射程も弾速も上だろう。だがな」

　マナは眼鏡の位置を整え、リップルをきっと睨んだ。

「馬鹿にするな」

「……はい」

「敬うやまえ」

「……はい」

「よし、では次の説明をするから聞いておけよ」




　今後の方針を決定するための相談は、詰めたり怒鳴ったり宥めたりお願いしたりでかなりの時間がかかり、その後の移動も人間並のマナに合わせて相応の時間を要し、結界解除までのタイムリミットがじりじりと迫ってくる。リップルは魔法の端末で時刻を確認した。魔法の端末にはもうこんな用途くらいしかない。

　リップル、マナ、７な７な５こ３さん、それに繰々姫を加えた四人は緊急時の集合場所としておいたビルの屋上から移動し、現在はビルから歩いて十分の廃屋風である個人住宅に潜伏している。五十坪程度の古い平屋で庭はない。車庫はあるが錆さびが酷く、手動シャッターを上げ下げするだけでも魔法少女の腕力が必要になる。屋内には青いビニールシートや即席麺の空きカップ、焼酎の空きビン等が転がっていて、饐すえた匂いが漂っていた。畳は恐らく腐っている。尻をのせると嫌な沈み方をした。

　合法か違法かはともかく住人はいるらしい。生活の跡は確認できたが存在はない。

「どうせ相手もまっとうな住人じゃないだろう。こっちの人数が多ければ顔を見せたりしないはずだ。それでも文句いってくるようなら適当に相手してやれ」

「……はい」

　７７５３によれば、プキンという魔法少女は心を操る魔法を使うのだという。その情報通ぶりに驚き、やはり有能な人なのだと感心した。小心を装いながら緊急時のこちらの行動を観察しているということも充分ありえる。気をつけておこうと思う。

　プキンの魔法で羽菜や魔王パムが心を操られれば、緊急集合時のビルの場所は敵に漏れる。敵の急襲をただぼうっと待つだけということになってしまうかもしれない。そのための本部移動だ。

　現在、マナが魔法の鞄から取り出した望遠鏡を７７５３が預かり、カーテンの隙間から緊急時の集合場所としてあったビル屋上を見張っている。そちらに羽菜が来たり、魔王パムが来たり、あまり考えたくないことではあったが敵が来たりした時に知らせが入る。




　繰々姫は変身を解除してこちらに背を向け自前のスマートフォンをいじっていた。繰々姫が本人のいう通りの魔法少女であるということは既に７７５３がゴーグルで確認してある。

　リップルはマナから所持品についての説明を受けている。リップルの魔法は投擲した武器を百パーセント命中させるというものだ。今はコスチュームの付属品であるクナイと手裏剣しか持っていない。他に魔法の武器があればさらに強く便利になる。マナが投げるに適した物を持っているのなら貸して欲しい、と頼んだからだ。

　マナは渋る様子を見せたが緊急時だからなと見せてくれた。

「この棒が炎の杖。印と呪文で炎の礫つぶてが飛ぶ」

　役に立ちそうにはない。

「透視もできる魔法の望遠鏡、魔力アップの魔法の帽子、甲かっ冑ちゅうより頑丈な魔法のマント、絶対に伝線しない魔法のストッキング、魔法学校の制服」

　望遠鏡やストッキングや制服はともかく、帽子とマントは強そうだ。帽子マントともに色は黒く、帽子は三角のとんがり帽子で白い帯と太陽をモチーフとした飾りがついている。所謂魔女の帽子というやつで、かつてリップルの相棒だった魔法少女が似たような帽子を被っていた。

「ああ、帽子もマントも魔法使い用で魔法少女が着ても飾りにしかならないから」

　やはり役には立たなかった。なぜわざわざ見せたのだろうか。

「持ち上げられるサイズの物ならいくらでも詰めこめて好きな時に取り出せる魔法の鞄」

　似たようなずた袋を持っている。直接的には非戦闘用のアイテムだが、投擲武器を詰めこんでおける、という点では役に立たなくもないか。

「ちょっとやそっとのダメージじゃ切れない魔法のロープ。お前ら魔法少女腕力でも引き千切るのは難しいはずだ」

　試しに引っ張ってみたが相当に硬い。少なくともリップルの腕力でこれを切るのは無理だ。長さは十五メートルほどで、編んで投と網あみにできるほどの長さではないが、重しをつければ足に絡める投擲用捕獲用具くらいにはなるだろう。

「それと、これ」

　コロコロと転がり出たのは直径五センチ程度のつるりとした球体で、レバーのような金具がついていた。リップルは似たような物を見たことがある。見たことがあるというか、投げつけられたことがあった。

「……手榴弾？」

「いや、煙幕弾だ。手榴弾なんて殺傷能力のある武器持ち出そうとしたら課長の許可がいる。班長権限で持ち出すなら煙幕弾が一番いい」

　リップルの魔法を効果的に使うためには、視線が通っていなければならない。だいたいの位置に投げてもそれなりの精度はあるが、所詮はそれなりでしかない。視界を塞いでしまう煙幕弾との相性は良くなかった。

　掌に煙幕弾を置き、じっと見ているリップルになにを思ったか、マナは唇を尖らせた。

「煙幕弾なんてつまらないと思っただろう」

「いえ、別にそんなことは……」

「お前はさっきからそうだ。武器のしょぼさを馬鹿にしている。現状ある物で工夫をしようという前向きさがない。不満ばっかりだ」

「いえ……」

「ただ煙出すわけじゃないんだぞ。着火する時小さく爆発するんだからな。手に持っていれば指が吹き飛ぶくらいの威力はあるんだ」

　見るからに「手榴弾でございます」という見た目の球を投げつけて、わざわざ手に取ってくれる親切な敵はリップルの知る限り存在しない。爆発するタイミングを見計らって相手に投げれば……しかし、今初めて見た武器の爆発するタイミングを見計らうというのも大変そうだ。下手をするとリップルの指が吹き飛ぶ。

「それと、これ」

　指が嵌はまる形のグリップがついた注射器が全部で十本。それと濃緑色の液体が詰まったアンプルが転がり、白く丸い錠剤が詰まったガラス瓶。

「錠剤の方は精神を安定させて肉体的な痛みを取り除く効果もある。アンプルは注射器とセットで使う。身体能力を一時的に増幅させる。多量に使えば副作用やら後遺症やらがある。どっちも魔法少女には使えない。『魔法少女のような身体能力、魔法少女のような精神の強さを得るための薬』だからな」

　注射器は医療器具であり、投げて刺すような想定を抜きに作られているはずだ。その耐久性を考えると戦闘で使用するのは難しいだろう。

「あとは車だな。今使ってる軽にも魔法がかかってる」

　車を投げるわけにはいかない。

「で、使えそうな物はあったか？」

「ロープをお願いします」

「煙幕弾は？」

「……ではそれも一つだけ」

　煙幕弾を袂たもとに入れるリップルを見るマナはなぜかとても得意そうだった。

　リップルは気分が暗くなった。マナが羽菜を心配する気持ちをなんとか誤魔化そうとしてリップルにアイテムを見せているのが丸わかりだったからだ。

　マナは勝気で、自尊心が強く、屈辱を与えた相手はけして許さず、敗北と死がイコールで結ばれていて、プライドの高さが職業倫理に繋がっている。馬鹿にされることは嫌で、そもそも人間が嫌いだけど生きていくために仕方なく他人と付き合う。我慢できない事態が起きるとつい手が出てしまうが、後々それを後悔して手を出してしまった相手に形ばかり親切にしてやったりといった気まぐれもある。自分の中では「屈辱を与えた相手に屈辱を返してなんの問題があろうか」と理由づけている。

　数年前のリップルがまさにこんな感じだった。昔の自分を見せつけられているようでやり切れない気持ちにさせられる。ただ、羽菜に対する感情の表し方を見るに数年前のリップルよりはまだ素直なのではないだろうか。それだけに羽菜が無事に戻ってくることを願う。７７５３によれば脱獄囚は並々ならぬ相手で、その中にはかつてリップルが敵対した魔法少女もいる。

　ピティ・フレデリカ。

　ただそこに通りかかったというだけの一般人を虐ぎゃく殺さつした魔法少女「カラミティ・メアリ」が「クズな悪党」、型通りの試験に対し抱いた不満をなにも知らぬ受験生にぶつけた魔法少女「森の音楽家クラムベリー」が「災さい厄やくのようなクズ」だとすれば、ピティ・フレデリカは「最低のクズ」だ。二度と会いたくない相手だった。「魔法の国」の魔法少女に対する監視体制が緩いのは承知していたが、せめて監獄くらいはしっかりとしてもらわなければ困る。あんなクズが再び世に放たれてしまうようでは監獄など無い方がいい。一発アウトの死刑で充分だ。

　リップルはピティなどに捕まったり、あまつさえ殺されたりしないようにと羽菜の無事を願い、少しだけ間を置いてから魔王パムの無事も祈った。

　少しだけ間を置いてしまったのは、魔王パムがとても強い魔法少女だと聞いているからだろう、と心の中で考え、まるで誰かに言い訳をしているようだと自じ嘲ちょうした。魔王パムはクラムベリーの師匠だったらしい。リップルはクラムベリーと直接顔を合わせたことはないが、好きなわけはなかった。クラムベリーのせいで何人も死んだ。生き残ったリップルも片腕と片目を失い、スノーホワイトは身体を欠けっ損そんしたリップルよりも傷ついた。

　師匠だからと責めるのはお門違いではないかとも思い、もっとしっかり教育してくれていれば違った未来があったのではないかとも思う。クラムベリーはどんな魔法少女だったのか教えてもらいたいとも思うし、そんなことを聞いてなにが変わるんだとも思う。

　腐った畳に指を這はわせて毛け羽ば立だった部分を引き抜き、ふっと息で飛ばした。ひどく中途半はん端ぱなことを考えているような気がして、もう一度羽菜と魔王パムの無事を祈った。






☆繰々姫（残り時間十二時間十分）








　一つ思いついたことがあった。

　魔法の端末がなぜか使用できない。リップル達の物も使用できなくなっているという。では普通の携帯電話はどうかというと、こちらは使用できる。変身を解除し、姫野希に戻ってコートのポケットからスマートフォンを取り出した。試しにと時報へかけてみるとしっかり時間を教えてくれた。

　携帯電話は使用できる。携帯電話同士でなら連絡ができる。

　リップル達はそもそも魔法の端末以外の連絡手段を用意していなかったらしい。しかし十数時間前まで魔法の端末など名前も知らなかった希達は違う。携帯電話、スマートフォンの学校への持ちこみ禁止という校則は有名無実で、多数の生徒がこっそりと持ってきている。教師でさえ知っている公然の秘密だった。そんな相手になら連絡ができる。

　伝えなければならないことはたくさんあった。

　無事であること。

　トコが胡う散さん臭くさいということ。

　敵として戦っていた相手がどうも悪い人達ではなさそうだ、ということ。いきなりリップルが胸倉を掴まれた時はなにが起きているのかと固まってしまった。しかし話してみればけして悪い人ではない、むしろ悪い人を取り締まる側のようだった。マナは怒りっぽく、７７５３はビクビクしていて、リップルは不愛想だったが、生徒達を人質にとってやるかやらないかとせっつく妖精よりよほど信頼できそうだった。

　監獄に収監されていたという凶悪犯が脱獄して市内に潜伏しているのだということ。

　それに今居る場所も伝えたい。まずは合流しておきたかった。

　逆に伝えて欲しいこともある。なによりも無事であるということを知りたい。

　携帯電話は使用できる。ただし相手のナンバーがわからない。どうすれば知ることができるかを考え、知り合いの知り合いに聞く、ということを思いついた。生徒達には友人がいるはずだ。その友人なら彼女達のナンバーを知っているだろう。

　二年Ａ組生徒の住所録を手に入れる。それなら自宅にある。そこからＡ組の生徒に連絡を入れ、Ｄ組の結むすび屋や美み弥ねやＢ組の根村佳代、芝原海、一年生の酒さか己き達たつ子こと三にのつぎ香か織おりの携帯番号を知る者がいないか探していく。常識的に考えて電話をかけていい時間ではなかったが、遠慮していい場合ではなかった。生徒達と自分の命が懸かっている。

　希は自宅へ電話をかけた。そろそろ空が白み始めてきている。

　指先が震えて数字を押すことができず、胸を押さえた。畳の上にスマートフォンを置き、右手を左手で押さえて震えを止め、一つ一つ丁寧にナンバーを押す。かかった。

　マナもリップルもこちらを見ている。７７５３は望遠鏡を置いて振り返り、マナに睨まれすぐ元の態勢に戻った。希はコール音を数え、十五鳴ったところで留守番電話サービスに繋がり、切った。もう一度かけ直すが同じように留守番電話サービスに繋がる。

　出ない。家には父がいる。この時間なら寝ているが、けして眠りの深い性た質ちではない。震度二くらいの地震で目を覚まし、いぎたなく眠り続ける希の部屋をノックしたことも一度や二度ではない。深夜の地震の度、ちょっとやそっとじゃ目を覚まさない希を心配していた。震動だけでなく物音にも敏感だ。就寝時間中にかかってきた緊急の電話は父がとることになっている。希は起きないからだ。

　ナンバーを押し間違えたのか、と思った。今の希は精神的に穏やかとはいい難がたい状態にある。市外局番合わせて十桁もある番号を押し間違えても不思議ではない。そうだ。わざわざ番号を押さなくても登録してある。家に電話をかける時は毎回そうしているのに、なぜ押さなくてもいい番号を押したのか。

　胸が苦しかった。内側から爆発してしまいそうだ。上から押さえても大人しくなってくれない。吐き気さえこみ上げる。希はスマートフォンから手を離して魔法少女に変身した。鼓動が静かになっていく。苦しくて仕方なかった心臓が落ち着いていく。魔法少女になれば心が強くなる、というトコの説明には間違いはないようだ。

　繰々姫は登録されたナンバーリストの中から「実家」を選択し、押した。十五回コール音を繰り返し、留守番電話サービスに繋がった。スマートフォンを胸に抱いた。なぜ父が電話に出てくれないのかわからない。不安感だけが募つのる。

　唐突に衝撃を感じた。胸にぶつかり、押し倒され、背中を打った。リップルが希を押し倒した。なにをされたのか理解ができず、リボンを繰り出す前にリップルが振り返ってクナイを投げた。空中に浮いた「手」はクナイが到達する直前で消え、目標を見失ったクナイは天井に突き立ってボロボロと埃ほこりが落ちてきた。

「ピティ・フレデリカの魔法です！　誰かの髪の毛が敵に入手されている！」

　リップルが叫び、震える７７５３の声が後に続いた。

「赤い車が真っ直ぐこちらへ向かってきています！」






☆ピティ・フレデリカ（残り時間十一時間五十分）








　リップルの存在を失念していた。

　リップルはフレデリカの魔法を知っている。フレデリカと交戦したこともある。なにがなくとも室内では注意を怠おこたらず、突如出現した「手」に即座に反応してみせた。

　後ろから見下ろした繰々姫の髪が思わず手を出してしまいたくなるくらいに美しかったのがよくなかった。名前の通りにくるくると可愛らしく纏まとまった巻き髪はボロ家の中にあっても大層美しく、フレデリカの煩ぼん悩のうを刺激した。

　それでも一度目は耐えた。部屋の中と人数を確認し、人事部門所属の７７５３と羽菜のいっていた通りのマナを見つけ、さらにリップルを見た時は顔がにやけた。魔法少女は外見年齢が変わらないはずなのに、精悍さが増したように見えた。以前あった甘さが、いい感じに抜けている。無意味なプライドや意地が見えない。融ゆう通づうが利きく。敵から逃れて廃はい屋おくに詰めているという状況でも気負いを持たず、行動がしなやかで柔らかい。

　二度目に見た時も耐えた。窓の外に背の高いビルが見えることをウェディンに話し、大おお凡よそどこそこの辺りではないかという意見をもらい、自動車をそちらに走らせた。

　三度目は耐えられなかった。窓の外に見える案内標識と和菓子屋の看板から潜んでいる廃屋の場所を割出し、さあもう着くぞというところで手を出した。リップルは即座に反応し、フレデリカは危ういところで串刺しを避けた。遠隔操縦をしている最中に手首を串刺しにされると戻すこともできず大変に不自由する。以前やられた時は、それに加えて足首に重傷を負い、文字通り手も足も出ずに叩きのめされてしまった。

　──あの時の二の舞はしませんとも。

　少し悩んだが、正直にいっておくべきだと判断をした。

「申し訳ありません。攻撃を試みたのですが失敗しました」

「ほう。敵も中々侮あなどれぬな」

「あれを」

　ウェディンが前方を指差す。車庫のシャッターを突き破り軽自動車が発車した。窓の中は灰色一色で見通すことができない。フィルム等が張ってあるのではなく、なにかが車内に充満している。軽自動車はドリフトに近い急カーブで曲がり、通りを真っ直ぐに逃げていく。

　フレデリカは水晶玉に目をやった。視界が灰一色で塞がれている。煙幕のような物が立ちこめているようだ。恐らくはリップルが指示して視界を封じたのだろう。しかしこれでは煙幕の中にいる者も往生するだろうに、とフレデリカはほくそ笑んだ。フレデリカの水晶玉は音声を感知することだけはできなかったが、そこかしこから咳きこむ声が聞こえてきそうだ。リップルはきっと痩せ我慢をするだろう。

「それでは追いかけっことまいりましょうか」

　フレデリカの発言を受けてプキンが笑った。

「カーチェイスと洒落しゃれこむのも悪くないな！　一度やってみたいと思っていたのだ！」

　わざわざ車で追いかけっこしなくてもよかろうに、とは思う。だがなるだけプキンのやりたいようにやらせてやった方が、とも思う。特にフレデリカはたった今やらかしてしまったという失点があった。ここで反対すればプキンも気を悪くするだろう。

「カーチェイス、できますか？」

「はっはっは、トットはこういうの苦手じゃないからね」

　一見楽しそうなカーチェイスに問題があるとしたらどこかを考える。リップルの投擲武器でタイヤでも攻撃されれば回避は難しいだろう。

「いざとなればいつでも車を捨てられるようにしておいてください。車は我々ほど頑丈ではありません。直接攻撃を受ければもたないでしょう」

「いいだろう」

「あい」

「オッケーねー」

　軽自動車の窓の隙間からは灰色の煙が立ち上っていた。中はそれ以上の煙が立ちこめ、リアウィンドウから中の様子を窺うことはできない。フレデリカに見られないということを優先するあまりかえってやりにくくなっているのではないか。

　一苦労、はこちらも同じだった。フレデリカは右の中指をコメカミに当て、トントンとノックした。他に考えるべきはなにか。プキンの酔狂に付き合うのは面白いが、それだけ余計に考えなければならないことが多くなる。

　腕前については心配する必要がない。トットポップは──スピードを出し過ぎることを除けば──良い運転をする。自動車の性能はどうだろう。軽自動車が相手なら年代物とはいえフューリーの足が勝る。ただし積載量は相当なものだ。

　運転席にトットポップ、助手席にはフレデリカ、後部座席中央にプキンがどんと座り、そこにウェディンがしなだれかかる。

　そして、簀す巻まきにされ目隠しに耳当てまでされた羽菜を抱いて座るソニア。羽菜の魔法は対象の大体の位置を掴んでいれば使えてしまう。光を通さない魔法の目隠し、音を通さない魔法の耳当て、ここまでしてようやく連れ歩ける。それに加え、ソニアには「羽菜が妙な真似をしたら即始末しろ」といい含め、羽菜にも聞かせておいた。羽菜の魔法は、相手を無力化できてもトドメには向いていない。根本的な状況を解決できないままソニア一人に魔法を使っても無駄死にになるぞ、と教えておいたということだ。

　捜査班に対する人質としてはこれだけする価値がある。連中は身内意識が強く、それだけに仲間を大切に扱う。

　後部座席の足元には、ファニートリックが転がされている。こちらは後うしろ手でに縛っているだけと扱いがぞんざいだ。素人と玄人に対する処遇の違いが如にょ実じつにあらわれていた。

　合計七名。いかに大型車とはいえ、これだけ乗っていると狭苦しい。魔法少女達の息、仄かに甘い香り、それらが混じり合って車中を満たしている。フレデリカは鼻から深く息を吸い、肺の中を車中の空気と幸福感で満たし、ゆっくりと息を吐き出した。

　軽自動車との距離はじりじりと縮まりつつあった。小回りや燃費で勝負することにならなければ普通に追いつけるだろう。相手は路地に入るわけでもなく、大きな道を選んで進んでいるようだ。

　──大きな道を？　わざわざ選んで？

　逃げるならもっとやりようがあるのではないか、と思った時だった。四車線の真ん中を百キロ超の速度で走っていた軽自動車がいきなり潰れた。

　なにが起きたのかと考える前に身体が動いた。プキン、ソニア、フレデリカが一斉に動き、ドアを蹴破り、あるいは窓ガラスを内から割り、外に飛び出した。運転席でギリギリまでハンドルを握っていたトットポップは他より遅れて動いた。

　フューリーは潰れた軽自動車を避けて路肩に突っこみ、電柱に正面衝突してへし折り、自販機を踏み潰し、太い門柱に横っ腹を当てようやく止まった。アメリカ車というやつはとかく頑丈にできているものだ。これだけやってもきちんと原型をとどめている。

　トットポップ以外の魔法少女は横に飛び出し無事だった。トットポップは車が横を向いてから飛び出したため軽自動車の方に飛んだ。ギターを自分と軽自動車の間に挟み、見えないなにかにガツンとぶつかり弾かれた。ここでようやく思い出した。結界だ。

　フレデリカは水晶玉をスカートの内側にしまってトットポップに近寄った。両脇に手を入れて抱き起こす。どうやら怪我はないようだ。

「大丈夫ですか？」

「ギリギリセーフ……かね」

　ふらついてはいたが、支えてやらずとも自力で立つことができた。トットポップはギターの汚れを叩いて落とし、ため息を吐いてぼやいた。

「酷い目に遭ったね」

　ソニアが羽菜を路上に放り、軽自動車の残骸に近寄った。ボディーに手を当て、黒く腐食させ剥はぎ取った。煙が出てくるばかりで中には誰もいない。

「……遠隔操縦？」

「マスター。これ誘い出されたんじゃないの」

　プキンもこちらに来た。傍らにはウェディンがいる。どうやら脱出した時襟えり首くびでも掴むかして一緒に逃げたようだ。

「どういうことだこれは」

　表情から窺えるプキンの機嫌は芳しくない。そもそもの原因はプキンの趣味でカーチェイスを選択したことだったが、それを指摘すればただでさえよくない機嫌はさらに悪くなるだろう。なるだけ申し訳なさそうな声音でフレデリカは答えた。

「申し訳ありません。してやられたようです」

　魔法的な物を一切通すことがないという結界だ。軽自動車が一見なにも無い道路上でいきなり潰れた、ということは、ここに結界があるということであり、さらにこの軽自動車が魔法的な物ということでもある。遠隔操縦の軽自動車を発車させ、そちらを結界の方へ走らせた。こちらが軽自動車を追う間に向こうは逃げる。フレデリカの魔法は室内と車内の両方で煙幕を焚たくことによって攪かく乱らんした。中々考えるものだ、と感心した。

「ここからどうするのだ」

　プキンの機嫌はやはりよろしくない。

「問題はありません。姫野希の髪がある限り我々は連中の足取りを掴めます」

　所詮はただの時間稼ぎだ。こちらは全員魔法少女で、向こうには魔法少女ではないマナが混ざっている。追いかけっこなら体力でも速力でもこちらが勝つはずだ。

　フレデリカは水晶玉を取り出そうとして違和感に気がついた。スカートの内側に指を這わせ、水晶玉があるはずのベルトに指先が触れたところで違和感は確信に変わった。スカートの中から取り出した物は水晶玉ではない。拳こぶし大の石ころだ。

　フレデリカは煙を上げているフューリーに近寄った。四枚のドアが全て開いている。それぞれが脱出したのだから当然だ。フレデリカは車の内を覗きこんだ。

　──これは……？

　縄が落ちていた。切られたわけでも引き千切られたわけでもなさそうだ。結び目も含めて元の形をそのまま保っている。

　縛られ、転がされていたはずのファニートリックがいない。

　スカートの中にしまっておいた水晶玉が石になっていた。ファニートリックの魔法なら交換できた、かもしれない。

「どうした！　フレデリカ！」

　プキンが怒鳴った。






☆ポスタリィ（残り時間十一時間三十八分）








　酒己達子は本当に心底からどうしようもなく臆病で引っ込み思案だ。家族以外の人間と会話をすることが怖い。嫌われたくないと考えれば考えるほど、口は思うように動かず、舌は縺もつれ、声は小さく、聞き取りにくくなり、さらにどもるようになって、話していた相手はがっかりするか、怒るか、達子を馬鹿にするか、いずれかの態度を見せて去っていく。

　物心つく前からそうだった。「この指とーまれ」とやっている子供達を遠目に見ながら近寄ろうとはけしてしない。一緒に遊ぼうと達子の手を引っ張る子も、もぞもぞとはにかんで落ち着かない達子の様子を見て、次第に誘わないようになっていく。

　そういった達子の毎日について、園から親に連絡が入り、心配をかけたりもした。しかし当の達子は園に行くことを嫌がりもせず、両親とは普通に会話をし、日々の出来事も楽しそうに話す。達子の両親は「通うのを嫌がるわけでもないし、大丈夫だろう」という結論に達した。一人ぼっちでいるとはいっても、このままずっと友達ができないということもないだろう。両親は自分の経験則を元にしてそう判断した。

　達子の両親は甘かった。世の中には友達が作れない人間もいるのだ。

　幼稚園までは周囲から浮く程度で済んだが、小学生ともなれば、そこには小さな社会がある。達子は社会の中の異分子だった。

　話しかけられるだけでどもってしまう達子が、クラスの笑いものになるのに大した時間はかからなかった。くすくすと笑われ、背中に張り紙を貼られる、授業中に消しゴムを投げられる、といった細かいイタズラも毎日のように行われた。

　進級するにつれ、イタズラは少しずつエスカレートし、背後からランドセルに蹴りを入れられるとか、筆記用具や教科書を隠されるとか、先生にバレない程度の細こま々ごまとした嫌がらせになった。「一段下」の人間であるとされた達子に遠慮する者は誰もいなかった。

　達子は私立中学へ進学した。一番大切な新学期の四月という時間を自分のためだけに使い、達子が誰かに話しかけることもなく本や漫画を読んでいる間にクラス内の人間関係は定着し、やはり達子は一人ぼっちになった。

　中学でのいじめは、小学校よりも遥かにえげつないものが多いと聞いていた達子は、自衛のために情報を集めるようになった。検索と絞りこみを繰り返し、クラスメイトで短文投稿情報サービスのアカウントを持っている者を探し出し、朝と晩、一日に二回そのアカウントをチェックする。ブログやサイト持ちの日記は一日一回チェックし、「達子をいじめてやろう」という機運がないかどうかを確かめる。努力の方向性が間違っているのだと達子に助言できる立場の人間はいない。

　達子が彼ら彼女らの話題に上ることはなく、毎日がっかりしながらもほっとした。私立だからかもしれないが、先生も生徒もどこか品がいいというかおっとりとしたところがあり、他のクラスや学年でもいじめたいじめられたという話はなさそうだった。それでも、達子は日課となったネットチェックを欠かすことなく、六月になった。

　その月、達子に生まれて初めて友達ができた。

「ねえ、前もそのマンガ読んでたよね？」

　自分にかけられた声だとは思わなかった。昼休みの時間帯、クラス内が静かであることは滅多にないが、達子に話しかける人間は基本いない。

　話しかけられたという認識はないまま顔を上げた。声が近かったからだ。楽しそうに話す生徒が近くにいると読書はやり難い。それが女子なら尚更だ。

　達子が頁から目を離して声の方に目をやると、すぐ近くに顔があり、しかも達子の方を見ていたためにぎょっとしてたじろぎ、危うく椅子から落ちそうになった。

「私もそれ好きなんだ」

　達子がビビリまくって机にしがみついているという事実は彼女の目に入っているのかいないのか、まるでなにもなかったかのようににっこりと笑っていた。

　達子は大いに慌て、輪をかけて挙動不審になり、あわあわとしている間に休み時間終了のチャイムが鳴って女生徒は自分の席へと戻っていった。

　数学の授業を右から左に流しながら、達子は今の出来事について考えた。

　達子はクラスメイトへの関心が薄いわけではない。関心というよりむしろ警戒だったが、教室の噂話やネット上の呟きをチェックする程度には気をつけている。

　三香織。変わった名字だ。勉強についてはたぶん並。スポーツでもそれほど目立つことはない。音楽や家庭科でも同じ。とびきり可愛いわけではないが、度を越して不細工なわけでもない。要するに平均的だ。そつがないともいうし、飛び抜けたものがなにもないともいう。クラスメイトＤくらいのポジション。

　もちろん達子と違って友達はいる。休み時間は楽しそうにしているし、トイレに行く時も誰かから誘われる。班決めで余ることもないし、柔軟体操で先生と組むこともない。

　──友達。

　ひょっとするとこれが「友達になる機会」というやつだったのかもしれない。達子以外の人達はこうしたきっかけを元にして友達というやつを作っているのだろう。当とう意い即そく妙みょうとはいわないまでも、もう少しまともな対応ができていれば、達子にも友達ができていたのかもしれなかった。

　──でも別にいいや。そんなのいても面倒なだけだし。

　私はこういう生き方でいい、と結論付け、達子の意識は数学の授業へと向かった。

　だがこれで終わらなかった。

　その日以降、香織は達子へ積極的に話しかけてくるようになった。達子にしてみればたまったものではない。話しかけられるというより絡まれる。ニュアンス的には、ろくでなしから肩をぶつけられて言いがかりをつけられるのに近い。

　達子を友達の輪に無理やり入れようとする。「勘弁して」とか「放っておいて」とか「一人でいいの」とか思っていても達子がそれを口にできるわけがない。

　新作ルージュの色とかモデルの服とかそういう話で盛り上がっているんだと勝手に予想していたが、あにはからんや香織と愉快な仲間達はアニメや漫画の話に花を咲かせていた。

　それまでの達子にとってはひどくキラキラしていて、別世界の住人に見えていたクラスメイト達も、いざ話してみると、ワンポイントがキュートなソックスを履いたり、眉毛を抜いて形を整えていたり、フルーツの香り漂うリップクリームで唇を光らせていたりと、「怖い先生に怒られない範囲でお洒落を頑張っている」連中にしか過ぎなかった。

　拙つたない喋り方ながら達子も徐々に話へ加わるようになり、気がつけば挨拶をしたり自分から話しかけたりあだ名で呼ばれるようになっていた。

　一生縁のないことだと思っていても、出来てしまえば簡単なものだった。きっかけとなった香織には、心の底でずっと感謝している。




　魔王パムに先導され、今も達子の隣には香織がいる。香織に達子がついていきたというのが正しいかもしれない。香織は魔法少女「レイン・ポゥ」を続けたい。達子は魔法少女「ポスタリィ」を辞めてもいい。魔法少女よりも安全な生活を取り戻したい。二人の意見は未だ相反し、それでも一緒にいるのは達子が香織を見捨てることができないからだ。

　本当は相談したい。だがレイン・ポゥに話しかけると魔王パムの平手が飛んでくる。

　トコが出てこないところを見れば魔王パムが敵対している相手だということがわかる。わかるが、トコのいう悪の魔法使いに与しているという感じがしない。嫌な相手であることは間違いない。まず手を出してから口を出すというやり方は恐ろしいし、手の後で出てくる口にしても、下手をすると手以上に容赦がない。

　それでも「悪」というのとは違うのではないかと思う。やたらと熱血で一生懸命な体育の先生は苦手な相手であっても悪い人ではない。魔王パムも同様に悪い人とは思えない。

　話すことはとても独ひとり善よがりで、魔法少女同士の戦いがどうこうという内容が役に立つとも思えない。それでも一応こちらのために話をしているのではないかという気がする。

　それに、わかりやすい言動以外の部分で、気き遣づかってくれているような気がした。先ほどまで早足で歩き、ついていくのもやっとだったのが、今は歩き方がゆったりとしている。魔王パムが作ってくれたコートは得体が知れず着ているのも恐ろしかったが、一度袖そでを通しみればとてもしっくりときて暖かかった。これさえ着ていればという安心感がある。

　前を行く魔王パムはなにを思っているのか後ろからは窺い知れない。歩き方が堂々としているなあ、とは思う。自信があって後ろめたさのない人はこういう歩き方ができる。ポスタリィとは対極にあるような人だ。

　隣のレイン・ポゥを見る。つまらなさそうな顔つきだ。

　いっそトコのことも含めて全て話してしまってもいいんじゃないかと思わなくもない。しかしレイン・ポゥの本意ではないだろう。結局話し合いは平行線で、結論が出ないまま二人は並んで歩いている。

　どうしようか、どうするべきか、とポスタリィが悩んでいると、魔王パムが足を止めた。

「これは……」

　明後日の方向に顔を向けながら呟いた。

「自動車事故か……？」

　いったいなにをしているのだろう。意味のわからない言葉に戸惑い、かといってそれを質問すれば殴られてしまいそうで、ポスタリィが逡巡している間に魔王パムの表情が驚きへと変わった。

「魔法少女がいる！」

　ドレスコートが瞬時に変形し、黒い四角形になって宙に浮いた。サングラスを外し、パナマ帽を脱いだ。帽子の下には二本の尖った角が生えていた。

「一人、二人、三人、四人……それに下げ克こく上じょうさん……クソどもが」

　ポスタリィは驚いた。二本の角に驚いたのではない。ドレスコートの下のコスチュームに驚いた。半裸といっても過言ではない露出度で、ほぼ紐ひもや暖の簾れんに近い。

「ギターを背負った魔法少女、剣士のような魔法少女、継ぎ接ぎだらけのコスチュームを着た魔法少女、占い師風の魔法少女、ウェディングドレスのような魔法少女……これらに覚えはあるか？」

「ウェディングドレスは、たぶん仲間のウェディンだと思います」

　レイン・ポゥはポスタリィに「だよね？」と確認し、ポスタリィは頷いた。海賊やステージマジシャン、アラビア風の踊り子やバレリーナ、ウェディングドレスなら仲間だ。忍者や兎耳なら敵だ。今聞いた魔法少女には見覚えも無ければ聞き覚えも無かった。

　魔王パムは楽しそうに笑った。

「貴様らにとっても未知の相手ということか……面白い」





[image: ]









☆レイン・ポゥ（残り時間十一時間二十分）








　まだ夜が完全に明けきっていない白んだ空に手をかざした。

　魔王パムはポスタリィとレイン・ポゥに一着ずつ着せたコートを黒い羽に戻した。ようやく窮屈な拘束から解き放たれて、つい首を回したくなるが自じ重ちょうしておく。これ以上殴られたら頬が切れる。

　魔王パムは、三台並んだ自販機とビルの間にポスタリィとレイン・ポゥを押しこめて「ここから絶対に離れるな」といい残して飛び去った。

　魔王パムの目を気にしなくてよくなった途端、レイン・ポゥの胸元からひょこりとトコが顔を出した。

「事故があったっていってたよね」

「らしいね。音が聞こえなかったからそんなに近くであった事故じゃないとは思うけど」

「飛ばした羽で見つけたってところかな」

「あの羽……恐ろしく自由に変形してたけどそういう機能もあるのか」

「あのさ」

　トコとレイン・ポゥが話しているところへポスタリィが割りこんだ。

「どうする？」

「どうするって？　なにを？」

　ポスタリィはちらりとトコに目をやってから少し声のトーンを落として続けた。

「魔王パムに……全部話す？」

「やめてよ！　冗談でしょ！」

　トコは足をばたつかせて腕を振り回した。そのこそばゆい感触にレイン・ポゥは顔をしかめ、服の上から軽くトコを押さえた。

「ちょっとトコ。私の服の中で暴れるのやめて」

「あんなのに全部話したらどうなるかわかってんの？　なんなの？　わたしを売ろうとかそういうこと考えてるの？　ポスタリィは恩を仇あだで返す系の魔法少女なの？」

「恩を仇で返すとか……そういうのじゃないけど……」

　ポスタリィは俯うつむき、僅かな逡巡を見せ、逆に聞き返した。

「魔王パムのいってたことは本当のことなの？　トコは悪い事をして追われているの？」

　トコの片眉が上がり、下がった。両掌を上に開いて見せ、肘を曲げて肩を竦すくめた。

「そりゃ相手は悪いやつだもの。自分を正当化してわたしが悪い風にいうよ。だからってそれを真に受けてもらっちゃ困るから。ポスタリィだってパンパンパンパン頬っぺた叩かれてたでしょ。あいつが悪いやつだから暴力でいうこと聞かせようとすんのよ。わたしは良い妖精だから暴力なんて使わないけどね」

　ポスタリィは俯いたままで口を噤つぐんだ。トコは絶対に嫌だを繰り返し、

「今考えるのは魔王パムについていくかどうかじゃないでしょ。さっさと逃げようってことじゃない。いつまでこんな所でこそこそしてなきゃいけないの」

「だって逃げるなっていわれたもの」

「なんで真正直に従わなきゃいけないの！　そんなの無視無視。羽も本人もいなくなったんだから今が最大のチャンスってやつでしょ。今逃げずにいつ逃げんのよ」

　ポスタリィは自信なさげながら、なんだかんだで自説を引っこめようとはしない。トコは魔王パムに見つかったらなにをされるかわからない、と頑強に抵抗する。ポスタリィは「どうしよう香か織おりちゃん」と袖を引き、トコは「わたしのいうこと間違ってないよね」と胸元の内側で足をばたつかせた。二人に意見を求められたレイン・ポゥは三十秒ほど瞼を閉じて黙考し、一つの意見を出した。






☆繰々姫（残り時間十時間五十三分）








　自動車を囮おとりにするという作戦は想定通りにはいかなかった。敵が自動車を追いかけていく隙を突いて背後から急襲するという半ば破れかぶれの作戦は、なぜか敵が自動車を用いて自動車を追いかけるというよくわからない真似をしたため「自動操縦で結界まで走らせてそこにぶつける。あわよくば敵もぶつかってくれることを祈る」に変わった。

　リップル達は敵から逃れているはずだ。繰くる々くる姫ひめは別行動をとっている。危険だとかやめた方がいいとか説得を受けたが聞き入れず、ほとんど振り払うように一人逆方向へ走った。

　フレデリカは誰の髪の毛を使って魔法を使ったのか。マナも７な７な５こ３さんもリップルも髪の毛を奪われる機会は無かったと口を揃えていう。リップルは、フレデリカが持っていた膨大な「魔法少女の髪」コレクションは没収されたはずだといっていた。つまり結界内で調達したのではないかと推測され、それなら該当者である可能性が高いのは繰々姫になる。

　ならば繰々姫はどのようにして髪を奪われたのか。ピティ・フレデリカは大きな水晶玉を持ち、星飾りのついたヴェールを被り、大胆に前が開いたロングスカートを着用し、足首まで届く長い黒髪を背中に流しているという。繰々姫の記憶にそんな魔法少女はいない。つまり出会ったことはないと考えていい。出会ったことのない相手が、どうして繰々姫の髪を持っているのか。いやな予感しかしない。

　繰々姫は自宅の様子を見たいと涙ながらに懇こん願がんし、別行動をとることになった。フレデリカに見張られているのが繰々姫一人なら、別行動をとれば他の者に迷惑をかけることはない。そうするのが一番合理的でわかりやすい。

　リップルも７７５３もマナも解っていたはずだ。繰々姫と一緒に行動している限りフレデリカの監視から逃れることはできない。それをいわないのは優しいからだ。さっき初めて会った繰々姫一人を犠牲にすればいいのに、提案できない。だったら自分からいうべきだ。それに、繰々姫は一人になってもいいからやりたいことがある。

　姫ひめ野の希のぞみの携帯番号は教えておいた。リップルからは背後に気をつけろというアドバイスをもらった。フレデリカの手に攫さらわれたら詰みだ。

　繰々姫は言いつけを守って背後に気をつけながら姫野家へ急ぎ、ほどなくして到着した。希は人間に戻ってから家の鍵を取り出して、といったことを考え、すぐ必要がないことを知った。玄関の鍵が欠け、周囲がドス黒く変色していた。

　自分でもなにをいっているのか理解できない言葉を叫び、玄関のドアを開け、廊下から足置きにかけて流れている赤い液体を目にして悲鳴を上げた。






☆ピティ・フレデリカ（残り時間十一時間二十分）








　フレデリカは、前方上空に現れた黒い魔法少女を見て声を上げそうになった。

　僅かばかりの布地で覆われた豊満な肢し体たい。黒く細長く、先端が穂先のように尖った尻尾は、赤いリボンタイで飾りつけられている。頭からは二本一対の黒い角。瞳は赤い。下げ克こく上じょう羽は菜なも赤い瞳の魔法少女だったが、その赤さよりも若干黒ずんでいる。見ているだけで吸いこまれてしまいそう、という陳腐な表現がしっくりときた。

　そして、四枚の黒い羽。なにも知らぬ者が見れば、それが羽とは思わないだろう。四枚の黒い四角形が少女の背後に控えている。四角形は宙に浮き、その浮力は四角形だけでなく少女もまた浮遊させていた。

　魔王パムだ。魔法少女愛好者ピティ・フレデリカならずとも名前を聞いたことのある者は多いだろう。フレデリカが最も興味を抱き調査と研究を続けてきた魔法少女「森の音楽家クラムベリー」の師。畏い怖ふ、憎ぞう悪お、嫉しっ妬と、崇すう拝はい、様々な感情を交えて彼女の名前が語られる機会は多い。

　フレデリカは最後に彼女の髪を見た。くすんだ色のブロンドが肩にも届かない長さで短く切り揃えられている。前髪に少し癖がついているようだ。地味、というか無造作で拘こだわりが見えない。

　嘆息混じりで息を吐いた。飾り気のないただの短髪が、どうしてああも艶つややかで瑞みず々みずしく輝いて見えるのだろうか。撫で、さすり、頬ずりをしたい。口に含んで味わいたい。髪の毛から頭を出した角をちろちろと舐めて綺麗にしてあげたい。

「マスター、涎よだれ」

「おっと失敬」

　トットポップから差し出された二百五十六分音符柄のハンカチを受け取り、口の端を拭った。でたらめに強いというその一事が圧倒的な魅力となって襲いかかる。

　プキンは既に剣を抜き、ソニアはプキンの前に立って身構えている。脱獄してから初めて見る真顔のプキンだ。にやにや笑ったり、尊大に微笑んだり、不機嫌そうに目を眇めていない。油断の無い表情を魔王パムに向けている。

　魔王パムも鏡写しのように似たような表情だった。お互いに値踏みをし、結論を出している。お互いに強い敵ということをしっかり認識している。

　魔王パムが音もなくゆっくりと降り立った。四枚の羽は本体をカバーしている。フレデリカは小声で注意を促うながした。小さな声でもしっかりと聞かれているという感覚はあったが、大きな声を出そうという気にはならなかった。

「魔王パムです。外交部門の所属で強者の呼び声高い魔法少女です」

「ほう。強者か。我輩を差し置いてな」

「現代の強者です。歴代最強ではありません」

　魔王パムがこちらを見ている。見み透すかされているようだ。気のせいとも思えない。体感温度が二度か三度は下がっている。トットポップがぶるっと身震いした。

　魔王パムは視線を動かし、ソニアの足元で寝ている羽菜に目をとめた。数秒間見詰め、すぐに視線を戻した。

「貴様らは何者だ？」

　英語だ。やはりこちらの声は聞かれている。発音はネイティブと変わらず、なによりよく通る声だ。声色も口調も似ていないのに、なんとなくクラムベリーを思わせるのが不思議だった。フレデリカがそう思いたいだけなのかもしれない。プキンは魔王パムに全く気け圧おされることなく堂々と言葉を返した。

「こちらの名を聞く前に、そちらが名乗るのが礼儀ではないか？」

「我が名は魔王パム。貴様らは暗殺者か？」

「我が名はプキン。暗殺者呼ばわりとは無礼な」

　二人の間の空気が軋きしんだ。

　トットポップが羽は菜なを縛ったロープの端を掴んで引きずり、大破したフューリーの方へ走って車の陰に隠れようとした。

　が、ロープが切れて羽菜の身体が宙に浮いた。ロープの切れ端を持ったトットポップが驚きに表情を硬くして羽菜を見た。四角形の羽が人型に変形してぐったりとした羽菜を抱き上げ、空中に浮かんでいる。動きの速さだけでなく、自分に注意を向けておいて別方向から魔法を使うやり口も見事だ。

「人質は必要あるまい」

　魔王パムの行為にもプキンは全く動揺していない……少なくとも見える範囲では。プキンは、相手を侮あなどるように唇の端を歪め、魔王パムに剣先を向けた。

「身みの代しろも寄越さず捕虜を奪うとは慮りょ外がいな真似をする」

「捕虜を拷問するような慮外者にいわれたくはない」

　前に出ようとしたプキンを押さえ、ソニアが一歩前に出た。右手で左手の指先を摘つまみ、するすると左手の手袋を外すと魔王パムに向かってひょいと投げた。白手袋が風に吹かれて飛んでいき、魔王パムの足元にぽとりと落ちた。

　ソニアは腰に手を当て仁王立ちで叫んだ。

「正々堂々一対一で戦えぇ！」

　こちらは四人だ。数の面で優位に立っている。その優位を捨て去り、なぜわざわざ一対一の決闘を申しこむのか意味がわからない。ソニアの突発的な行動の意図を測りかね、フレデリカはプキンを見た。プキンが半歩後ろに退き、小さく囁いた。

「本気のソニアは敵味方おかまいなしだ。一対一で戦うから巻きこまれたくなければ離れろ……そういっている。ソニア！　任せたぞ！」

　巻きこまれてはつまらない。フレデリカはプキンとともに後ろへ下がった。

「私に一対一の決闘と挑む魔法少女と出会ったのは実に！　実に久々だ！」

　魔王パムはソニアの呼びかけに大声で応えた。表情は先ほどまでの冷静なものではない。顎の先から額の生え際まで喜悦で歪み、満面で歓喜を表現している。

「名前は？」

「……ソニア・ビーン」

　羽菜を抱いた黒い人型に巨大な翼が生え、バサバサと舞い上がり、飛んでいく。魔王パムは姿勢を低くし身構えるソニアを見下ろした。誰かを見下ろすという行為がこれほど絵になるものかとフレデリカは人知れず喜びを噛み締めた。

「ソニア・ビーンよ！　受けて立とう！　かかってこい！」

　ソニアが走り、魔王パムの羽が風を切った。






☆魔王パム（残り十時間五十三分）








　手加減できそうにない。暗殺者を殺さず殺させずが今回の任務で、手加減できない相手というのはいかにもまずい。なのに高揚感がむくむくと頭をもたげる。殺すつもりでかからねば殺される。相手はそれくらいに強い。

　四枚全ての羽を持って事故現場に赴き、けして間違いではなかったことを再確認した。剣士と継ぎ接ぎは、かつてない強敵だ。一対一での戦い、名乗り、敵味方を巻きこむから一人で戦った方がいいのだという言葉、全てが魔王パムを興奮させた。

　職業意識はとうにタガが外れている。真っ先に羽菜を助けたのも、仲間を救いたいという思いではなく、人質にでもされたらまずいという計算に基づいたものだ。戦いを楽しみたいという我が慾よくが脳の九割を占めていた。

　ソニアが爪先で道路を掻いた。闘牛のような動作に漲みなぎる闘志を感じる。他三人はさっさと物陰に隠れてしまった。逃げたわけではなくどこからか見ている。こちらにも注意を払っておかねば危険だ。

　走り寄るソニア・ビーンに対し、魔王パムは呟いた。

「巨大な門衛ハダーニエル」

　羽の一枚を包みこむような壁として自分と相手の中間に展開する。同時に、

「聖槍ロンギヌス」

　二枚を槍やりに変化させてソニアを左右から攻撃させた。

　魔法少女間の戦闘は「相性次第」というのが大きい。その「相性次第」にさせないようにするのが選択すべき戦い方だ。敵の攻撃動作を読む。敵の攻撃意思に対して即座に反応することさえできれば、先制攻撃を無ぶ様ざまに受ける羽目にはならない。壁により視界を塞ぎ、そちらを防御に使っている間に死角から槍を出して突き刺す。

　壁、槍共に視力の共有をしておく。相手との射線を遮さえぎった上で一方的に見ているというアドバンテージは後々まで活きてくる。この際、視線や細かな挙きょ措そから相手の狙いを読み取ることが肝要だ。カウンター系の魔法を持っている魔法少女はこの時点で「なにかを狙っている」感が出る。そうした時には槍で突き刺すといった直接的な方法をとらず、まず様子を見た方がいい。

　ソニアはただただ突っ走っていた。槍を避けようとはしなかった。避けられないのではなく、避ける気がないように見える。魔王パムはソニアの様子を観察し、「防御的な魔法を持っているのではないか」と考えた。槍を弾くか、刺されても問題ないか。上空で戦ったアラビア風の踊り子と反応の面では似通っている。

　二本の聖槍ロンギヌスは狙い過あやまたず左右からソニアの身体を突き、穂先は消し炭のような脆もろさで掻き消えた。防御に特化した巨大な門衛ハダーニエルも障害にはならず、ソニアに人型の穴を開けられるだけに終わった。ソニアは元気いっぱいで魔王パムに向かって走ってくる。

　ソニアは「触れた物を消し飛ばす」魔法を使うようだ。防御的な魔法を持っているという予測は半分しか当たっていなかった。攻防一体というのが正解だ。聖槍ロンギヌスは分厚い岩盤数枚を易やす々やすと貫通する鋭さを持ち、巨大な門衛ハダーニエルは近距離での核攻撃にも耐える。両方とも、ソニアに触れた瞬間、そういった攻撃力や耐久力というもの一切無視してなんの抵抗も無しに消え去った。カスのようななにかが散って、それでおしまいだ。

　槍二本、壁一枚に費やした羽が全て突破され、これで三枚使用した。残りの一枚は羽菜を救うために使っている。魔王パムとソニアの間には邪魔する物が何も無い。ソニアの動きはわかりやすかった。ただ走って近寄ろうとしているのではない。彼女は体当たり気味のスピアタックルを試みようとしていた。筋肉の動きでわかる。

　止められるだろうか。止める、といっても上からがぶるのは無理だ。カウンターで膝を顔面に叩きこんでやるといったこともできない。ソニアの魔法にとっては魔王パムの身体も例外ではないだろう。触れた瞬間塵になって消える。

　接敵前に潰すべきだ。

　魔王パムは右足を十センチほど上げ、力を足に込めて踏みつけた。魔王パムの右足を中心にしてコンクリートの路面が割れ、砕け、陥かん没ぼつし、ささくれのように尖った。足を踏み出した先のコンクリートが突如陥没したことでソニアが躓つまずき攻撃態勢が崩れた。

　自由自在に変化する四枚の羽を用いての戦闘は魔王パムの真しん骨こっ頂ちょうだが、羽に守られている本体が脆ぜい弱じゃくというわけではない。魔法の強さに驕おごり、蹴ったり殴ったりの直接的な戦闘を忌避するようになったら魔法少女として終わりだというのが魔王パムの持論だ。

　魔王パムはバックステップで距離をとり、槍と壁には再生するよう指令を出した。再生までの時間は大おお凡よそ五秒。それまでは凌しのぎ切る。

　ソニアは右に跳び、左に跳び、そこから駆けた。ただ前に進むだけでなく動きにフェイントやステップを織り交ぜている。魔王パムは高度ゼロでのアクロバット飛行で跳ね、飛び、回転し、ソニアの指先から逃れた。逃れ切れなかった数本の髪が黒くなってパラパラと散る。まだ避け方が甘い。ギアをさらに一段階上げる。

　接触が魔法発動の条件であるという敵は、本来ならば比較的戦いやすい相手である。相手に飛行能力がないのであれば、魔王パムが空に飛んで延々砲撃し続ければいい。だが場所が悪い。魔王パムはソニアとの距離をとりながら周囲に目を走らせた。四車線の道路は一見広いが、魔王パムが全力で暴れるには狭すぎる。すぐそこが市街地という地形上、魔王パムが相手の手の出しようがない空に逃げれば、相手も市街地に逃げこむだろう。そうなれば追いかけるのも難しい。

　市街地で暴れれば徒いたずらに被害が拡大していくだろう。魔王パムは無む辜この市民を虐殺するため送りこまれたわけではない。

　幸い場所は市の外れだ。あるのは道路標識、自動販売機、草くさ原はら、畑、ガードレールといった物がせいぜいで、唯ゆい一いつ人がいるかもしれないのは博物館だか資料館だかの建物だったが、そこの門柱に車が衝突しても人っ子一人現れないところを見ると今は無人なのだろう。後は救急車やパトカーが来る前に勝負を決めれば、無駄な被害は出さずに済む。

　視界内にはソニアしかいない。残りの三人はどこで様子を窺っているのか。羽の再生は完了し、即攻撃を指示した。この敵に対し防御は意味がない。

「煉獄の炎ゲヘナ」

　炎と化した羽がソニアの全身を舐め尽くし、触れた端から散り散りになっていく。ソニアには火傷やけどの一つもない。

「至言ロゴス」

　指向性の破壊音波と化した羽がソニアにぶつかり、全く効果のないまま消え去った。

「明けの明星ルシファー」

　光を収束することで高熱を発し攻撃に転てん嫁かする。だが光条は、ソニアに触れた部分から煤すすけたように黒く朽ちていった。その場景は魔王を名乗るパムから見ても地獄のようだった。ソニアは目が眩くらんだ様子もなく元気に走り回っている。

「吠え猛る風ミーノース」

　風によって吹き飛ばすこともできない。ソニアは突風に対し開いた右手をかざし、黒いカスと化した風がソニアの後方へと散っていく。

「毒蛇エキドナ」

　ダメ元で作った毒気は、やはり効果は無かった。

「氷漬けの最下層コキュートース」

　エネルギーを加えるという行為が無意味であるなら、エネルギーを奪うという行為はどうだろうと考えた。低温によって凍りつかせてやろうという試みは、全く効果を及ぼすことなくソニアに触れて蹴散らされた。

　これだけの攻撃を試しながらもソニアの攻撃が止やんではくれないため、魔王パムは常に回避を続けていかなければならない。回避を続ける、というよりは逃走を続けるというのが近い。鬼ごっこの鬼はソニアだ。触れれば死ぬ。

　場所は限られていてどこにでも好き放題に逃げていいというわけではない。下手な場所に逃げこめば被害が拡大する。魔王パムの逃げていい場所はここ、四車線の道路のみ、だ。






☆７７５３（残り時間十時間四十八分）








　羽菜が空を飛んでいた。

　マナは指差して喚わめき、リップルは走って追いかけた。理解し難いことばかりが立て続けに起こる。７７５３は振り回されるばかりでついていくのがやっとだ。

　ほどなくして羽菜を抱えたリップルが戻ってきた。羽菜は全身を打ち据えられ、さらに片耳を半ばほどから切断され、とにかくズタボロに痛めつけられていて、マナがまた喚いた。羽菜は薄うっすらと目を開いて唇を小さく動かした。笑っていた。

「まさか……生きてまた会えるとは、思いませんでした」

「羽菜さん、あまり無理をしない方が」

「無理したつもりはなかったんですが……いや本当、あそこからよく生還できたもんです」

　耳と目を塞がれた羽菜には誰が助けてくれたのか知る術すべはなかったが、消去法で一人に絞ることができた。

「皆さんここにいた……ってことは、ええと、魔王パムさんが助けてくれたんでしょうか」

「黒い球体が羽菜さんを連れて飛んできて……四角い板になって戻っていきました。見間違いでなければ、あれは魔王パムさんの羽……だったと思います」

「ああ、ならやっぱりパムさんでしたか。助かりました……本当に」

「誰にやられたんだ。フレデリカ一味か」

　羽菜の飛んできた方へリップルが駆け出した。情報が正しければ、敵は複数だ。魔王パムの援護に向かったのだろう。７７５３は自分も追いかけるべきか逡巡し、たとえ一緒に行っても自分が役に立てるとも思えず、羽菜の傍に留まった。

　ゴーグルに上司からの指示が入る。羽菜の衰弱が著しい。人目につかず落ち着ける場所を選んで移動し、そこでマナに羽菜の治療をさせろ。

　もっともな指示だ。羽菜は弱っている。人目のつかない場所で治療が必要だ。マナにも同じことを話し、三つ路地を抜けた先の自販機の陰まで羽菜を運んだ。

　上司の手元には町の地図もあるのだろう。三つ路地を抜けた先、自販機の陰、と休む場所の指定が細かい。指示が具体的なのは有り難かった。

　マナはメモを片手に魔法陣を描き、羽菜を中央に寝かせて杖を持ち呪文を唱え始めた。恐らくは癒しの魔法を使おうとしているのだろう。羽菜はそれを知ってか知らずか薄らと微笑んだままで横たわっていた。７７５３は羽菜の手をぎゅっと握った。






☆魔王パム（残り時間十時間三十九分）








　鋭い刃で斬りつける、火薬に着火し爆発させる、大量の土ど砂しゃで埋め尽くす、巨大なプレス機で押し潰す、だが全てが通用しない。ソニアは、新しい玩具おもちゃを手に入れたばかりの子供のようにキラキラと目を輝かせながら魔王パムに迫ってくる。

　──はは、私が玩具か。

　魔法少女として玩具グッズ化してもらうには少しばかり血ち腥なまぐさいな、と自嘲し、自分もまた新しい玩具をもらった子供であることを自覚した。

　魔王パムは逃げながらもソニア・ビーンを観察し続けた。彼女に触れるあらゆるものは黒いカスになって散らされる。まともに攻撃したのでは百年かかっても攻略はできそうにない。考え方を変えてみるべきだろう。

「憎悪マステマ」

　羽三枚をスクリュー状にして道路上を移動させる。狙っているのはソニアではない。足元の道路だ。猛烈な勢いで回転するスクリューは道路を削り、粉塵を巻き上げた。

　破壊対象は道路だけではない。コンクリで舗装された下の地面もかき削る。削るだけではなく掘り起こす。土埃とコンクリートの欠片がもうもうと舞う。自分に攻撃してこない羽を戸惑うように見ていたソニアが魔王パムに向かってきた。まだだ。魔王パムはさらに掘り起こす。

　ひたすら地面に攻撃を加え、穴を掘る。ソニアの足元の地面も崩れ、転げ落ちていく。穴を深く、とにかく深くした。上空から見れば円状に地面が繰り抜かれているように見えるはずだ。魔王パムは黒い羽をスーツ状に変形させ、露出部分がゼロになるよう身に纏った。粉塵が酷くてスーツ無しではいられない。

　穴の底に立った魔王パムは、土煙の向こう側で蠢うごめく人影を認めた。

　ソニアが走った。直径三十メートル余という限られた空間の中では逃げ場が不足している。攻める側に優位な地形だ。

　魔王パムはソニアとの間に黒い膜を張った。柔らかく動く薄い壁とでもいうべき膜が、穴の中のそこかしこに立ちはだかった。動きを阻害するためではない。ソニアの動きを阻害できる物体などありはしない。視界を遮るためのものだ。

　魔王パムは膜と視界を共有し、逆回りで膜の周囲を移動しソニアから離れた。同時に羽が戻ってきた。羽菜を安全な場所まで送って拘束から解放してきた羽だ。魔王パムは戻ってきた羽を穴の上で可燃性の粘液に変化させ、そのまま穴の中に振り撒いた。

「煉獄の炎ゲヘナ」

　炎で着火し、穴の中全体を炎上させる。先ほどの煉獄の炎ゲヘナとは違い、直接ソニアを焼くことを目的とはしていない。ソニア・ビーンには高温が通用しない。魔王パムはソニアに触れないよう注意を払って火を灯し、それを消さないよう可燃性の液体を生産し続けた。膜は消されても消されても新たに張り巡らせ、迷路のようにソニアを惑わせる。

　やがてソニアの動きが徐々に鈍っていき、魔王パムはそれに合わせて動きを緩めた。けして諦めさせはしない。自分の気配を常にソニアに感じさせ、あと少しで手が届くのにという距離をキープする。炎はいよいよ盛大に燃え上がらせ、ソニアには直接触れないようこちらも気をつけて動かす。

　ソニアはふらつき、足元が覚おぼ束つかず、今にも倒れそうだ。それでも「あと少しで手が届く」という希望を失わずに魔王パムへ向かってくる。膜を突き破ったソニアの顔は舌を口の外に出して苦痛に喘あえいでいた。燃え盛る炎に照らされ顔が赤く光っている。

　──よし。

　効いている。

　ソニア・ビーンは外部に対して絶対的な攻撃力と防御力を同時に併せ持つ。外からどれだけ攻撃してもソニア・ビーンの魔法を突破することはできない。ならば、と考えた。ソニア・ビーン自身ではなく、彼女の味方を奪ってしまえばどうだろう。

　特殊な装備か魔法を持っていない限り、魔法少女は呼吸をする。酸素が無ければ屈強な魔法少女であっても活動することができない。魔王パムは穴の中という限られた空間内で酸素を燃焼し続け、ソニアの呼吸を妨害した。魔法少女の優れた肺も無限の活動を保証はしない。無論パム自身は、これを想定してスーツ内部に空気を蓄えている。

　呼吸ができないと気がついた時にはすでに遅い。ソニアは戦いにのめりこみ過ぎた。

　ソニアは何事かを叫ぼうとした。しかし声が出ていない。

　ソニア自身の魔法によって壁や地面を掘り、穴を広げることはできるだろう。だがそれでも魔王パムはソニアに炎を纏わりつかせ、つかず離せず追いかけさせる。

　ソニアにはもう選択肢が残されていなかった。穴の外に出ようと出っ張りに足をかけようとし、魔王パムは即座に出っ張りを打ち崩した。羽から伸びた触手がソニアの足元を崩し、ソニアはつんのめってたたらを踏んだ。

　魔王パムは膜を取り払った。ソニアは振り返り、姿を見せた魔王パムを睨みつける。楽しく愉快に戦っていたソニア・ビーンが憎悪を剥き出しにしていた。

　ソニア・ビーンは膝をつき、両手をつき、腰を上げた。倒れようとしているのではなかった。それがクラウチングスタートの姿勢であると気づいた時、ソニアはすでに走り出していた。感情の動きは魔法少女の強さを左右することがある。風前の灯火だったソニア・ビーンは、恐らく残る全ての体力を消費してダッシュした。消えかけた蝋ろう燭そくは勢いよく燃え盛り、追い詰められた魔法少女は秘めたる力を発揮する。

　炎を超えて一気に到達し、魔王パムの姿を抱き締め、それがダミーであるということにも気づかないまま、前のめりに倒れた。

　魔王パムは死にかけた相手を前にしても油断をしない。膜として使っていた羽を、自分の姿を模した像に変形させ、瀕死のソニアの前に出して食いつかせた。酸素不足で朦もう朧ろうとしていたソニアは、それにまんまと引っかかった。羽で作った魔王パム像は消滅し、ソニアは倒れて動かなくなった。

　魔王パムは壁から離れ、スーツを元に戻した。穴一面を覆っていた可燃性の液体と炎を倒れたソニアに集中させ、今度こそ完全なるトドメを狙いながら、スーツの腕部分を盾に変化させて穴の外から打ちこまれた音符の奔流を受け止めた。

　知っていた。一対一を殊更に強調して戦いを挑んでくるような輩やからは、どこかで介入してくる。卑怯だの無礼だのと罵ののしる気はない。戦いはそういうものだ。

　熱を防いでいたスーツを解除したことで一気に全身が炙あぶられた。魔法少女なら耐えられない熱ではないが、長居はしたくない場所だ。

　音符一つ一つが肉を打ち骨を砕く威力を持っている。受けるわけにはいかない。と、今度は背中に殺気を感じた。剣士と占い師だ。

　可燃性の液体にした羽が一枚。炎にした羽が一枚。魔王パムに似せた羽はソニアによって破壊されてからまだ再生できていない。残る一枚はスーツにし、今は盾にして音符の攻撃から身を守っている。敵は計算をしているのだろう。魔王パムは残る攻撃に自力で対処しなければならず、二対一なら必ず屠ほふれると。

　無論、魔王パムは全て予測していた。

　魔王パムが魔法で操る羽は上限を四枚としている。それとは別に、もう二枚の羽がある。なぜ「それとは別に」なのかというと、その二枚の羽は魔王パムが元々持っている翼、いわばコスチュームや手足の延長線上であり、本体から離したり性質を変えたりするようなものではなく、普段は小さくして他人の目に触れさせることはない。いざという時にだけその姿を取り戻す。

　そして今こそが、いざという時だった。

　魔王パムは背中の翼を大きく広げて突き入れられた剣を受け流し、もう一枚の翼で占い師の蹴りを止めた。予想外の動きに敵は反応が遅れた。占い師には迷いがある。剣士には迷いが無い。優先して対処すべきは剣士の方だ。

　翼をはためかせ、占い師の横腹を殴った。占い師はしっかりとガードをしたが、勢いを殺し切ることはできない。横方向に十メートルは吹き飛ばされ、穴の壁にぶつかった。

　占い師とは距離をとり、一対一の形を作る。戻らせない。ここで勝負を決める。可燃性の液体にしていた羽を、人型に変化させて占い師に向かわせた。こちらは時間稼ぎだ。自動操縦でいい。炎にしている羽はまだ解除できない。ソニアが完全に息絶えるまでそちらに置いておく。

　残りの全てを剣士に注ぐ。二枚の翼で左右から包みこむように攻撃し、剣士は右からの攻撃をサイドステップで華麗にかわし、左からの攻撃にレイピアを合わせようとし、魔王パムは攻撃を中断して羽のサイズを小さくすることでレイピアに触れさせなかった。敵は細身のレイピアをあえて受けに使おうとしている。

　狙いが奇妙だ。まるで触れさえすればそれでいい、という動きではないか。魔法の武器である可能性が高い。下手に触れるべきではない。

　レイピアによる突きが来る。一撃目は後ろに跳び、そこからさらに伸びた二撃目は身を捻り、三撃目はしゃがんで回避する。同時に魔王パムは翼二枚を地面に這わせた。それを支えにして跳び、牽制の蹴りを繰り出す。四撃目の突きに脛すねが触れる前に足を戻し、今度は軸足を伸ばした。剣士の右腕を蹴ろうと試みるが、肘で迎撃され、足の甲に痺しびれが走る。

　五撃目が来る。魔王パムは不自然な態勢でまともな回避は難しい、ように見えているはずだ。地面に這わせていた翼二枚で足元の巨大なコンクリ塊を持ち上げ、それを相手の攻撃に合わせて立てた。レイピアがコンクリ塊を突き刺し、魔王パムはその裏に回った。

　時計回りでコンクリ塊の裏から敵を襲う。剣士は刺さったレイピアを捨て、魔王パムの顔面に拳を打ちこみ、魔王パムは左手で敵の拳を包みこんで止めた。そのまま握り砕いてやろうと力を入れるが拳が固い。

　コンクリ塊に回した翼を剣士は踏みつけ、小剣を持った剣士の左手は手首を握って止め、二枚目の翼で攻撃を試みたが剣士はコンクリ塊に足で押さえつけた。

　羽は足で止められている。手はお互いに掴み合っている。ならば足、と蹴りを出す寸前に剣士の力に押された。小剣を持った左手が、右手の拳が、圧力を増して向かってくる。じりじりと押された。足を出せばそれで押しこまれる。力で負けている。技と速度に重きを置いたはずのレイピア使いと思っていたが、腕力も並外れていた。

　──面白い！

　さらに力が込められ、そのタイミングを狙って魔王パムは頭を突き出した。剣士の鼻づらを額でぶっ叩き、それでも力は弱まらず、逆に剣士の額で顎先を打たれ、怯ひるまず頭突きし、脳天で鼻を潰してやった。鼻血が飛び、皮膚が裂け、その血も混ざり、もう一度頭突き、敵はそれを額で迎撃しお互いの顔が仰のけ反ぞった。

　敵の力はまだ弱まってくれない。翼はじりじりとしか動かず、敵の腕は徐々に迫っている。頭突きではらちが明かない。喉元に噛みついてやるか。そう考えて顔を向け、剣士の表情に気がついた。額を切り、鼻を潰し、だがそちらは問題ではない。顔に浮かべている表情だ。不可解なものを見ている不審げな顔つきで、しかもそれは魔王パムに向けられたものではない。魔王パムの顔越しに後ろを見ている。

　なにを見ている、と思う間もなく背中から腹部にかけて貫かれ、魔王パムは血ち反へ吐どを吐いた。魔王パムの血反吐で赤く染まったそれは、炎の赤い輝きを受けてキラキラと光っていた。雨上がりの空で見るよりくっきりとそこにある。七色の虹だ。気配が無かった。熱も音も全く感じていない。

　──虹？　なんで？
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　魔王パムの身体を貫いた虹はそのままの勢いで剣士の腹を裂き、剣士はバランスを崩して斜めにつんのめり、コンクリートに突き刺さったレイピアを咄とっ嗟さに掴んだ。しかし剣は体重を支えきれず、レイピアは抜け落ち、剣士はそのまま魔王パムの手を振りほどいてゴロゴロと転がっていく。

　魔王パムはなんとか虹から逃れようとしたが、脚に力が入らない。追いかけることも振り返ることもできず、自分の身体を貫いている虹に支えられていた。

　二本目の虹、三本目の虹が襲う。避けられない。

　魔王パムは七色の虹に全身を斬り裂かれて息絶えた。






☆ピティ・フレデリカ（残り時間十時間二十分）








　ソニアを救いに行こうというプキンの主張には形の上では同意しておいた。フレデリカには本気でソニアを助けようという思いなど無かった。あるのは魔王パムを倒したいと願う気持ちだけだ。魔王パムという極上の魔法少女、かつ現状最大の障害を取り除くためには、ソニアには尊い犠牲となってもらった方がいい、と判断した。ソニアを助けるために乱入するのではなく、魔王パムがソニアにトドメを刺す瞬間、最も集中するその時を狙って不意を打つのが良い。三人で一斉にかかれば勝算はある。

　タイミングは任せてくれと請け合い、意図的に襲撃を遅らせた。ソニアを助けるためだという建前の元、もう手遅れとなっているソニアの下へ駆けつけた。

　きっちりと合わせた、はずだった。相手の隙を突く最高のタイミングで、魔王パムが四枚の羽をフルは使えず、攻撃を一つ防いだところで二枚足りない──つまり、こちらの攻撃二回に対して肉体を使っての回避を二度成功させなければならない。フレデリカはほんの牽制程度でいいとして、プキンの攻撃は掠かすめただけでも致命傷になる。

　だが魔王パムはフレデリカの上をいった。膨大なフレデリカの知識の中にも、魔王パムの五枚目、六枚目の羽は無かった。いざという時のとっておき、というやつか。

　フレデリカとプキンの攻撃は隠し羽によって回避され、黒い人型をけしかけられてプキンの援護には行けず、いよいよもってのっぴきならない状態に陥おちいりながらも、フレデリカには喜びがあった。フレデリカという卑劣な魔法少女が、相手を陥おとしいれるために仲間を犠牲にして考え出した作戦が粉砕された。それでこその魔王パムだ。

　羽に吹き飛ばされ、穴の壁に叩きつけられながらフレデリカは陶とう酔すいし、そして見た。突如発生した虹に……どうしたわけか切れ味と実体を持った虹に斬り裂かれる魔王パムを。

　陶酔は吹き飛び、現実に引き戻された。魔王パムの身体が、腕が、脚が、頭が、髪の毛が！　多量の血しぶきとともに飛び散った。炎が消え、ソニアは既に炭も残っていない。プキンは血の跡を残して消えている。フレデリカは瞬きをした。呆然とする暇はない。

　穴を駆け上がり外に出ると、そこには三人の少女がいた。

　一人は膝をついて震えている郵便配達人を思わせる魔法少女。

　一人はにやにやといやらしい笑みを浮かべた虹を背負う魔法少女。

　最後の一人は……血溜まりの中で倒れる少女。変身は既に解除され、彼女のトレードマークであるごついギターもそこにはない。

　事態を把握した。フレデリカ達は貝だった。鴫しぎの嘴くちばしを挟んで泥の中で格闘しているところに漁師がやってきた。猟師は貝と鴫が争っている間に両者を我が物とした。

　虹を背負った魔法少女の懐から小さな妖精が飛び出した。可愛らしいはずの顔が醜く歪み、驚くほど魔法少女と似通ったにやにや笑いを浮かべている。

「やったじゃーん！　魔王パムもよくわかんないやつもくたばったよ。よくわかんないとはいえ魔王パムとまともに戦ってたんだからきっと強いやつだよ。つまり強いやつが二人もいなくなった！　やったね！」

「くたばったていうのは正確じゃないかな。少なくとも魔王パムについては仕留めた、ね」

「そうそう仕留めた仕留めた。超大金星だったよ。今わたしの中で抱かれたい魔法少女ランキング第一位がレイン・ポゥになったから」

「トコ抱いてもなあ」

　二人は腹を抱え、げらげらと笑った。

「あとは今逃げてったやつだね。それとクラムベリーの子供達が一人いるんだっけ」

「ああ、そっちは問題なさげ。ちょっとやり合ったけどそんな強くなかったから」

　虹の少女は郵便の少女をどん、と足で押した。郵便の少女は蹴倒され、怯えた目で虹の少女を見上げた。

「こういう足手纏いが一人いても勝っちゃったからね」

「さーすがレイン・ポゥ。じゃあ問題ないね」

「だから問題があるとしたら、逃げてったやつともう一人じゃないかな」

　二人揃ってフレデリカを見た。今のフレデリカには仲間がいない。魔法を使うための水晶玉も無い。やらなければならないことは、口を使うことだ。交渉するなり、いいくるめるなりして窮きゅう状じょうから逃れなければならない。

「一つ提案が」

「聞かないから」

　口を開くなり否定された。

「殺す。そんだけ。手早く済ませて、今逃げてったヤツも殺す」

　説得できる相手ではない。現状を見るに逃げるのも難しいか。水晶玉を持たないフレデリカには手に余る相手に思える。背中を見せて走りながら虹を避け切るには体力を消耗し過ぎているし、手傷も多い。

　フレデリカは血溜まりの中で倒れる少女を見た。フレデリカの弟子だった。どんな相手であっても仲良くなる才能を持つピティ・フレデリカの一番弟子だった。フレデリカが少女の死体を見ていることに気づき、虹の魔法少女はより大きな笑顔で笑った。

「穴の外に出てたのがあんただったら手間が省けて良かったのにね。それに関しちゃハズレ引いたよ」

　妖精が続いて笑った。

「まさかピティ・フレデリカを仕留めることになるなんて思ってもなかったよ。あんたどうしてここにいるの？　捕まってたんじゃなかったの？　ねえレイン・ポゥ、こいつ結構有名人なんだよ」

　フレデリカは今の自分を客観的に認識し、驚いた。ピティ・フレデリカはトットポップを殺されて怒っていた。どんな相手であっても目的のために利用し、自分の快楽のためには倫理も情もゴミ以下でしかなく、その挙げ句に収監されても反省しない。プキンとソニア・ビーンという二人の怪物を解放して悦に浸る。

　怒り、憎む自分を客観視する冷めた自分もいた。私みたいな人間でも怒ったりするとは驚きですね、と冷静に評しながらフレデリカは摺すり足あしで前に出た。

　トコと虹の少女の笑顔が消えた。少女の周囲に大小様々の虹が浮かんだ。数が多い。空間を埋め立ててしまいそうだ。一本一本の切れ味についてはもう知っている。

　虹の少女がひゅうと口笛を吹いた。

「見なよトコ。あいつ本気で戦う気らしいよ」

「がっかりだなあ。脱獄囚がどんな命乞ごいするかなって楽しみにしてたのにさ」

「ひょっとして私ナメられてんのかな？」

「憐れなピティフレデリカってくらいだからね。現状が理解できてないんでしょ」

　ああ、これは水晶玉無しでは勝てないなと確信しながらも足は前に出た。

　虹の少女は郵便の少女の襟首を掴み、耳元で囁いた。

「たっちゃんはね、後で人質になってもらうの。だから今は殺さないでおいてあげる。もし逃げたりしたら最優先で殺すから。そこのババアより最優先ね。わかった？」

　囁くというより脅しつけたかったのだろう。フレデリカにまで声が聞こえてきたのがその証拠だ。郵便の少女は青い顔でがくがくと何度も首を縦に振った。虹の少女はにんまりと笑って郵便の少女を後方へ放り投げた。






☆下克上羽菜（残り時間十時間十五分）








　少しずつではあるが、身体が楽になってきた。生来の治癒力以上に傷が治っているというのはわかる。体力も回復しつつあった。羽菜は半身を起し、兎の右耳に手をやった。見事に切れてしまっている。

「羽菜さん、まだ寝てた方が」

「いや、大丈夫です。それより、この季節コンクリの上で大の字になってると寒くて寒くて。それだけで体力奪われちゃいますよ」

　はは、と笑った。声を出して笑ったのがすごく久しぶりな気がする。冗談抜きで死を覚悟し、せめて迷惑をかけない死に方をすべきか、捕らわれた時点で自決しておくべきだったか、と悲壮な思いを胸に秘めていた。あれで助かるのだから世の中わからないものだ。

　羽菜はもう一度兎の右耳に手をやった。やはり切れている。

　──元に戻るかなあ……これ。

　元に戻らないなら少しやりにくくなるかもしれない。半ばから切れた耳というのは見た目迫力があり過ぎる。初対面で警戒させるようでは仕事も限られるだろう。

　たとえばリップルだ。本人はかなりな良い人柄だろうに、見た目の凄味でかなり極端な印象を相手に与える。いや、人柄とのギャップを前面に押し出すという意味ではありだったりするのだろうか。その辺本人からそれとなく聞いておきたい。

　リップルはどうしただろうか、と何気なく走って行った方向を見た。路地は大きな通りに出て、シャッターの下りた時計屋に突き当たる。そこから先は見えない。魔王パムが一人いればそれで解決するだろうという考えに変わりはない。胎児が母に向けるような絶対的安心感があった。だがリップルはどうだろう。攻撃に巻きこまれたりしてはいないか。

　傷が癒されていき、他人のことを心配する余裕も生まれてきた。羽菜は聴覚を鋭くしてリップルの向かった方向に注意を向け、こちらに猛スピードで走ってくる足音に気がついた。リップルではない。彼女の足音は一本歯の下駄のせいで特徴的だ。

　あ、と思った時には敵の姿が見えていた。フレデリカと一緒にいた剣士風の魔法少女、プキン、閣下と呼ばれていた。右手に抜身の細剣を持ち、左手は腹を押さえている。顔からは激しく出血し、オレンジ色の髪を赤く染めている。鼻は醜く潰れ、食いしばった歯を剥き出しにした鬼のような形相だ。

　羽菜は立ち上がり、マナと７７５３を地面に引き倒した。

　プキンの顔には驚きの表情が浮かんでいる。ここで出会うことは向こうにとっても予想外だったようだ。表情、それに傷からプキンが今なにかから逃げていることがわかる。魔王パムか。それともリップルか。今なら挟み撃ちにできる。プキンは死にものぐるいだ。こちらを抹殺している余裕はなく、逃げるのが最優先のはず。しかし、目の前に立ちふさがるだけでは蹴散らされるだろう。こちらも万全ではない。

　どうするべきかを考える。すぐそこに危機がある。身体は動いてくれるだろうか。多少傷が癒えたとはいえまだ全快は程遠い。まともに戦うべきではない。間合いに入ったところで感覚を上げてやろう。あの怪我なら、痛覚を鋭くしてやれば悶絶して動けなくなるはずだ。トドメは魔王パムなりリップルなりに任せる。

　プキンが直前で一気に踏みこんだ。コンクリが割れて綺麗に足型が残っている。突き、踏みこみともに恐ろしく速い。だが速さ勝負なら羽菜も負けてはいない。

　敵が効果範囲の中に踏み入ると同時に魔法を発動した。一対一という状況で、しかもプキン相手なら手加減する理由も必要もない。痛覚を最大限まで鋭敏にする。それでもプキンは突きを入れてきた。羽菜は細剣の下をかいくぐり、兎耳を浅く斬り裂かれたがなんとか避けた。

　魔法はしっかり発動したはずだ。なのにプキンは反応せず、まっすぐ剣を突いてきた。プキンは続けて振り返りながら剣を突き入れ、羽菜は予想外の攻撃に右肩を斬り裂かれ膝をついた。

　プキンは左手で小剣の鞘に手を伸ばした。それが半ばまで抜かれたとき、羽菜が一歩速く立ち上がり、敵の顎を狙って掌しょう底ていを打った。プキンは耐えようとしたが、羽菜はそのまま体重を乗せ、壁にプキンの後頭部を叩きつけた。

　プキンは小さく呻き声をあげ、ずるずると壁にもたれかかる。羽菜は自分の胸の中央を手で押さえた。どぶり、と指の間から温かい血が流れ出た。プキンの小剣が柄つかだけを残し深々と突き刺さっている。

　羽菜は胸から手を離した。血がより盛大に流れ出し、着物を赤く染め、内側から太腿にまで垂れ落ちていく。拳を固めて顔の前に持ってくる。ここからが本番だ、とプキンを睨みつけた。まだ倒れるわけにはいかない。もうすぐ魔王パムかリップルが来るはずだ。それまでどうにかしてもたせてみせる。

　プキンの顔を見ることで頬に薄く走っている切り傷に気がついた。剣で切った相手になにかをする魔法である、という認識は間違っていなかったはずだ。ウェディングドレスの様子から考えれば恐らく洗脳、隷属、あたりか。羽菜の魔法を知っているプキンは、あらかじめ自分の頬を剣で切ってから突っこんできた。羽菜の魔法に対抗するような「なにか」を自分自身に与えた上で、だ。痛覚を別のなにかと勘違いさせる。そんなところだろうか。

　もう魔法を使う余裕などないが、顔には見せない。出血などものともしていない、という余裕の表情を浮かべて一歩踏み出した。

　プキンは羽菜に剣を向けたものの、走ってきた方角から車がぶつかるような音がするのを耳にし、顔をしかめた。舌打ち一つを残し、プキンはマントを翻して走っていく。時間にして、わずか数秒ほどの出来事だった。

　羽菜は路地のビル壁に背を預けた。起き上がってきた７７５３とマナが取り縋る。二人とも涙を流していた。胸元に感じていた身の焼ける熱が徐々に冷めていく。冷たさが全身に広がり、考えていることも侵されぼやけてきた。

　挟み撃ちは失敗した。だが、マナと７７５３が無事なら少なくとも護衛役を務めるくらいはできたのだろう、と軽く満足しながら意識を失った。
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☆トコ（残り時間十時間十三分）








　魔王パムさえ死んでくれれば、あとはもうレイン・ポゥに勝てる魔法少女などいない。中学生組は束たばになっても一蹴できる。それ以外はそもそも束にはなれない。

　そこまで考えてから「ちょっと違うか」と訂正をした。

　魔王パムはレイン・ポゥに対処できない敵ではなかった。魔王パムと謎の魔法少女達との戦いに割りこむことで、レイン・ポゥは魔王パムに対処し、その結果パムはレイン・ポゥに殺された。さんざ平手で打たれた恨みを見事に晴らした。

　対処するというのは武力で処分するだけではない。無害な中学生、純粋な被害者、無知な新人魔法少女、そういった印象で魔王パムを騙したのはレイン・ポゥだ。長いキャリアと莫ばく大だいな戦闘経験、豊富な魔法少女知識を持つ魔王パムでも騙される。トコの育てた魔法少女はそういう魔法少女だ。裏切り、騙し、誰も信用しない。トコはレイン・ポゥを信用しているが、レイン・ポゥがトコを信用しているかさえわからない。

　目の前の魔法少女……ピティ・フレデリカだ。収監されているはずの悪党がなぜかここにいる。レイン・ポゥはそいつもやっつける。

「じゃあやっちゃって、レイン・ポゥ」

「オッケー」

　トコはレイン・ポゥの懐に潜りこんだ。ここが一番暖かで過ごしやすい。レイン・ポゥはフレデリカに向かって虹を伸ばした。レイン・ポゥの虹は大きさに関係なく一定の強度を持つ。魔法少女が上に乗って走っても耐えられる硬さ、それに剃刀かみそりの鋭さを併あわせ持つ。一度に出せる数は一本や二本ではない。

　フレデリカは一本目の虹の下を潜くぐり、二本目の虹をサイドステップで回避した。フレデリカは両手を空けたまま突っこんできた。

　フレデリカは虹を避け続けた。三本目の虹は上に乗って跳び、四本目の虹は右手で弾き、それが見せかけの攻撃だったことにも気づかない。五本目の虹は四本目の虹の陰から現れてフレデリカの眉み間けんを狙い、命中する寸前で飛来した手裏剣に弾かれて軌道が変化し、フレデリカの額を掠めるに留まった。

「あん？」

　手裏剣？　誰が？　フレデリカではない。

　忍者がいる。左目を潰し、左腕を失った忍者が赤いマフラーを靡なびかせてガードレールの上に立っていた。冗談のような光景だ、とトコは思った。






☆リップル（残り時間十時間十二分）








　手裏剣を投げ、すぐに後悔をした。助けない方がいい相手を助けてしまった。世の中には生きていない方がいい者も存在する、とリップルは思う。どんな者であっても殺される謂いわれはない、犯罪者であったとしても殺されず刑に服すべきだろうという意見は、その犯罪者が脱獄をしてまで人殺しをしていれば否定されるのではないだろうか。一人助けたことによって、助けた者が十人二十人殺すようでは助け損だ。

　魔王パムの援護を、と考え駆けつけた先では魔王パムの姿がなかった。機械かなにかで刳えぐり抜いたように綺麗な円状の穴が道路中央に開き、その周囲にピティ・フレデリカ、血溜まりの中で倒れている人間、小さくなって震えている郵便配達人風の魔法少女、それに虹を背負った魔法少女と小さな妖精がいた。あとは潰れた軽自動車と路肩に乗り上げた外車。軽自動車には見覚えがあった。さっき敵を攪乱するために使ったものだ。

　フレデリカと虹の魔法少女は敵対しているようだ。倒れている人間はどちらの仲間だったのか。穴は深く底が見えない。魔王パムがいるとしたらあそこだろうか。

　虹を生み出す魔法少女とは昨晩会った。ただしあの時とはまるで雰囲気が違っている。笑顔は胸の中の妖精にそっくりで、可愛らしさの中に凄味といやらしさがある。リップルに向けた目も「逃げる者の目」ではなく「捕まえて食らう者」の目だ。テンガロンハットを斜めに被ったガンマンスタイルの魔法少女が脳裏に浮かび、虹の魔法少女に対する評価を「敵対していると思おぼしき者」から「確実な敵」に変更した。

　リップルはクナイを飛ばしてこちらに向かって伸びた虹を弾いた。昨日とは虹の使い方が違う。移動手段ではなく攻撃手段だ。足場にできる頼もしさが、そのまま武器の硬さとなって襲いかかってくる。

　虹の動きは直線的だ。力強さは単純さの裏返しでもある。読んで、かわす。敵と自分との間の空間に、一段階深く心を沈めた。集中力が高まっていく。遠くから近づいてくるサイレンの音が小さくなっていく。フレデリカを助けてしまった、といったことも全て消えていく。五感全てが戦いへと向かい、今はもうそれだけがある。






☆レイン・ポゥ（残り時間十時間十分）








　三にのつぎ香か織おりは本心を隠すことに長たけている。本心を隠し通さなければ、たったの十三年間も生きてはこれなかっただろう。

　香織は年の離れた姉と二人で暮らしていた。両親は事故で死んだ、と姉はいっていたが、それが本当のことなのかはわからない。そもそも姉が血の繋がった本当の姉なのかもわからない。香織の姉を称していて、古くからの知り合いである隣近所の人達からも三家の長女として認識されていて、それでも香織には姉という気がしなかった。

　姉は、両親の事故によりやむを得ず大学を中退し、年の離れた小さな妹である香織を引き取り、身を粉こにして働いている偉い人、ということになっている。香織にはそれが真実だったとはどうしても考えられなかった。大学中退は生活態度や単位不足によるものではないか。両親が死んだのも彼女がなにかしら仕組んだのではないか。香織を引き取ったのも好きなように扱える玩具が欲しかったのではないか。そう思えてならなかった。

　姉の外そと面づらは良く、それでいて家の中では暴君だった。気に入らないことがあれば香織に当たり、職場で嫌なことがあれば香織に当たり、特になにもなくても香織に当たり散らした。

　外面が良いということは、内側を外に漏らさないということでもある。痕跡が残るような真似はけしてしなかった。傷にならない程度に縫い針で突く、真冬に水風呂に入れる、髪を引っ張る、クッションに顔を押しつけて窒息寸前まで離さない、小声でネチネチといたぶり続ける、ペンチで舌先を挟んで伸ばす、食事を抜く、跡が残らない程度にたたく、そういったことを一週間に二度三度、多い時は連日繰り返す。

　全ては姉の機嫌次第だ。姉には気分よくいてもらわなければならない。姉を煩わずらわせるようなことがあれば全て自分に返ってくる。勉強で置いていかれてもいけない。いじめに遭ってもいけない。大たい過かなく学校生活を送り、それでいて優れ過ぎていてもいけない。姉は嫉妬心が強く、香織が評価されるのを好まない。絵画コンクールで特選という賞をもらった時は、賞状をびりびりに破かれてから調子に乗るなと拳げん骨こつをもらい、賞状は無くしてしまったことにしろと命じられた。香織が許される賞状は「虫歯ゼロ」と「皆勤賞」のみで、それ以外は、三位から五位ならぎりぎりセーフ、姉の機嫌次第ではそれすらもアウトになる。賞は香織を脅かす。取らない方がいい。

　香織は自分の中身を隠して誰にも知られないようにした。猜疑心が強く観察力に優れた姉の目から逃れるのは並大抵の労苦ではなく、香織は生きるための術として内面を隠すスキルを獲得した。

　けしてあからさまでない形で姉のご機嫌をとり、学校でも目立たず、かといって虐められもしない地位──学校内でのポジションを地位と呼ぶのはけして大おお袈げ裟さではない。努力し、勝ち取るものだ──につき、沈香も焚かず屁もひらず、風かざ見み鶏どりや蝙蝠こうもりには見えないよう気をつけて多数派につく。近所では少しだけ声のトーンを落として挨拶をする。できた姉といまいちな妹という組み合わせこそが姉の求めるものだ。

　香織の努力は小学校五年生の二学期まで続き、そこで終わった。

「あなたは魔法の才能を持っている。わたしが本物の魔法少女にしてあげるよ！」

　妖精のトコは香織を魔法少女「レイン・ポゥ」にしてくれた。ほどなくして姉は偶然の事故によって階段から落ちて足首を捻り、会社を三日間休んだ。それ以来、香織に当たることは一度もない。自宅で香織に話しかけることすらない。香織を見る目には常に怯えが混ざっていて、姉の怯えた視線を感じる度、香織は喜びに包まれる。

　香織は解放された。好きな服を買い、ゲーム機を買い、紛い物の石を使わないアクセサリーを買い、中学は私立にし、香織を咎とがめる者は誰一人としていなくなった。

　トコは、香織こそがトコの理想とする魔法少女になれるといってくれた。

「狡ずるく、汚く、卑劣で、卑怯で、計算高い。そういう魔法少女を求めてたんだよ」

「それさ、褒めてなくない？　めっちゃディスってるよね？　てか喧嘩売ってる？」

「めっちゃ褒めてるっつーの！　リスペクトぱねえっつーの！」

　狡く、汚く、卑劣で、卑怯で、計算高い。全てトコに当て嵌はまっているのではないだろうかと思った。トコは二面性を持ち、それどころか三面や四面も余裕で、「魔法の国」には適当な報告をし、スカウトした魔法少女には良いことばかりをいって、自分の得のみを追い求めて生きていた。当然評判は悪い。

　トコの仕事に何度か付き合って気がついた。笑っていたり、軽口を叩き合ったり、そんなことを自然にしている。これはひょっとして「楽しい」ことなんじゃないか。トコは誰に対しても嘘を吐く。唯一の例外は香織のレイン・ポゥだった。レイン・ポゥには詐欺まがいのやり口だろうと卑怯な立ち回りだろうと全て見せてくれた。トコも楽しそうで、香織も楽しかった。誰かを騙すというだけではここまで楽しくない。それを一緒に喜ぶ相手がいるというのがとても楽しい。

　トコが理想とする魔法少女は、トコに似ている。それはトコがそういう相手を欲しがっていたからなのかもしれない。

　レイン・ポゥはトコに鍛え上げられ強くなった。詐欺でも戦闘でも実践を繰り返して技術を磨き、勝負勘を培つちかってきた。




　魔王パムと真っ向から渡り合っていた魔法少女は魔王パムが始末してくれた。その魔王パムはレイン・ポゥが殺した。穴の外から音符を乱射していた魔法少女も殺したし、フレデリカだってすぐに後を追わせる。剣士を逃がしたのだけは失策だったが、剣使いなら相性的に戦えない相手ではない。どんなに剣を振り回しても遠間から虹をけしかけてやればいい。

　残りは味方と怪我人と大したことのない敵だけだ。まずはこの忍者を殺す。捜査班に協力している魔法少女の一人、リップルといったか。

　レイン・ポゥは五本の虹を忍者に向けて真っ直ぐ伸ばし、逆方向から三本、上から四本の虹を繰り出した。






☆ウェディン（残り時間十時間九分）








　裏道から裏道へと走っている。逃げている。穴の中でなにが起きたのか、なぜプキンが魔法を解除したのか、わからないまま走り続けた。

　頭の中にかかっていた霧がすっと晴れた。霧がかかった時も唐突だったが、晴れた時はもっと唐突だった。暴力は起きる時も止む時も許可をもらおうとはしない。

　霧がかかったように薄ぼんやりとした状態であっても記憶は余さず残っていた。プキンに傅かしずき、崇あがめ、それを疑問に思わず、傍にいることを誉ほまれと感じ、誇らしく思っていた。

　魔法が解け、英語も話せなくなり、それでも見聞きした内容を日本語で記憶している。それはとても苦い記憶だった。連中が人を殺すのを止めようとせず、プキンが誰かの胸を剣で刺し貫くと、なんて強い主人に仕えているのだと喜びに震えていた。

　吐きそうだ。魔法少女でなければそこに反吐をぶちまけていただろう。

　ウェディンは、利己主義者で計算高く、最終的に得をすれば良しとし、そのような考えに基づいて動く自分を好んでいた。正義の味方「魔法少女」になっても自分のために魔法を使っていいだろう、バレさえしなければ問題ないさと考えていた。法を守る理由は、守らせる力があるからだ。罰を与える圧倒的強者がいなければ、自分自身が法の外にある圧倒的な強者であれば、より快適に生きていくことができる。

　今になって思えば悪ぶっていただけだった。弱者を踏みにじる連中の中に身を投じて、初めて自分の倫理観を知ることができた。斜に構えた中学生でも意外と正義の心を持っているものだ。あんなことはもう二度とごめんこうむる。

　魔法が解けてすぐ、まずは自分の身を守ることを第一としてすぐに裏道へ逃れた。誰かと合流しなければという思いが強くある。プキン達と一緒に行動していたことで知り得た情報も多い。プキン達は暗殺犯を捕まえるために市内へ潜入した。プキン達以外にも正規の捜査班がいて、そちらも暗殺犯を追っている。暗殺犯の協力者は妖精のトコ。

　ウェディン達はトコに利用されていたということだろう。仲間の中に暗殺犯がいたのか、それとも暗殺犯は別にいたのか。プキン達はファニートリックではない、と結論を出していた。そしてもう一つ、キャプテン・グレースが死んだともいっていた。

　ウェディンは拳を握った。掌に爪が食いこんでもかまわず力を入れて握り締めた。

　学校の問題児として有名だった彼女を心の中では軽んじ、魔法少女になってからも何度かぶつかった。リーダーを決定する多数決でも争い、ウェディンはグレースを疎うとましく思い、恐らくはグレースの方もウェディンを快こころよく思っていなかったろう。

　なのにグレースのことを考えると悔しくてたまらなかった。グレースは仲間内で一番強い魔法少女だった。あんなのは所詮脳筋で、リーダーの器じゃないと馬鹿にしても、最後にはグレースを頼りにしていたように思う。兎耳に追いかけられていた時もそうだ。逃げ続けるウェディンとテプセケメイを助けにきてくれたのはキャプテン・グレースだった。

　──そうか。

　兎耳。それに忍者。あの二人はプキン達がいっていた正式な捜査班だったのではないだろうか。プキン達とは毛色が違っていた。それに魔王パム。ボコボコに痛めつけられた兎耳を助けていた。あの魔法少女もきっと彼女達の仲間だ。

　クナイでウェディンを縫い止めるというやり方からは、殺したくないという意思が読み取れる。兎耳にも縛られはしたが殺されるという恐怖を抱きはしなかった。

　プキン達とは違う。自らの利益のために他人を殺し、殺したことを楽しんで笑う連中とは別の勢力だ。協力できるはずだ。

　合流すべきは仲間達だけではなかった。ひょっとしたら魔王パムや兎耳、忍者以外にも捜査班がいるかもしれない。そういった人達と協力をして──そんなことを考えながら走っていたせいで危うく車に轢ひかれかけた。驚き、身を翻ひるがえして路地に戻り、ふうと息を吐き、顔を上げると目が合った。

　ステージマジシャン風のコスチュームを身に纏った魔法少女だ。ウェディンの後をつけてきていて、急に振り返ったことで顔を合わせてしまったのだろう。

「ファニートリック？」

　思わず疑問形で呼びかけると、ファニートリックは踵きびすを返して逃げ出そうとし、ウェディンは慌てて呼び止めた。

「ファニートリック！　ちょっと待って！」

　ファニートリックはその場で急に足を止めた。膝が震えている。あれはひょっとして「逃げようとしているのに逃げられない」のだろうか。ウェディンは自分の魔法「約束の強制」がまだ生きていることを知った。いざという時はリーダーの命令を聞くように、という約束がファニートリックの行動を縛っている。

「私はあのプキンという魔法少女に操られていたんです。あいつが死んだのか、それとも他に魔法をかけようとしたのか知りませんが、今は私を操っていた魔法も解除されています。心配はいりません。あと、その、私としては本意ではなかったのですが、言い訳してるみたいであれなんですけど、さっきは助けてあげずにすいませんでした」

　ぺこりと頭を下げ、十秒強、コンクリのヒビから生えたドクダミを見詰め、頭を上げた。ファニートリックはまだ向こうに顔を向けたままだ。もう膝は震えていない。

「いきなりですいませんが質問させてもらいます。本当のことをいってください。あなたはプキン達の追う暗殺犯ですか？」

　頭が動いた。首を横に振ったのだ。本当のことをいえと命じたのだから彼女は暗殺犯ではない。ファニートリックは振り返り、ウェディンは息をのんだ。ファニートリックの両目からは止め処どなく涙が流れ続け、頬から顎先まで伝ってぽたぽたと落ちていた。

　ウェディンは一歩一歩を踏み締めるようにしてファニートリックに近寄り、両腕を開き、ぎゅっと抱きついた。小さな嗚お咽えつがウェディンの耳を打った。ウェディンもまた涙を流していた。二人は抱き合ったまま泣き続けた。

「絶対にこのままじゃ終わらない……終わらせない」

　ウェディンの言葉は、自分にいい聞かせた宣言でもあった。






☆レイン・ポゥ（残り時間十時間七分）








　攻めあぐねている、という感覚があった。あまり良いものではない。

　前後から放った虹を跳んでかわされ、足元から出した物は蹴られ、上からの虹は刀で払われた。その間にもレイン・ポゥは、飛来するクナイと手裏剣を虹で捌さばき続けている。

　無数の虹と手裏剣が空間を埋め尽くす勢いで飛び交い、ぶつかり合い、一定の距離を保ったままで弾幕を張って、お互いに敵を寄せつけまいとしている。

　アパートが襲撃された時、この忍者とは一度戦っていた。ポスタリィという足あし手で纏まといをつれて虹の上を逃げ続けた。あの時、飛んできたクナイを何度か蹴り落としたが、威力も速度も段違いで違う。あの時のレイン・ポゥは、リップルにとってはトコに騙された中学生でしかなかったが、今のレイン・ポゥはリップルにとって危険な犯罪者だ。

　手加減をされていたという事実に屈辱感はない。それを敵の全力だと考えていた自分の認識の甘さに腹が立った。相手は負傷者だった。「左腕」と「左目」を失っていた。勝ち残ったのではなく生き残ってしまった者として見ていた。

　飛来したクナイを虹で叩き落した。虹は欠けもしない。強度は絶対だ。だが安定性は虹の大きさに比例する。小さな虹ではクナイに当たっただけでも揺れる。かといって防御に大きな虹を回すと視界が塞がる。細い虹を複数使用するしかない。リップルの投げるクナイは奇怪極まる軌道を描いて飛ぶため、ただ盾として置くだけでは防ぎきれない。絶え間なく複数の虹を作り、動かし続けなければならなかった。

　魔王パムの開けた穴を中心にして二人は走った。虹を撃ち、クナイを投げ、止まることなく、息をつく暇どころか呼吸するのも困難なほどに動き回った。

　魔法少女の武器には、制限なく使えるものがある。どれだけ撃っても矢筒から出てくる矢、どれだけ食べても無くならないヒマワリの種、どれだけ投げても尽きることのない投げナイフ。リップルの手裏剣やクナイもこういったアイテムの類だろう。どれだけ投げても一向に終わる気配が無い。

　手裏剣とクナイの軌道は千せん変ぺん万ばん化かし、強引に止める以外やり方は選べない。虹はいきなり完成した状態で発生するわけではないため、攻撃するにも防御するにも伸ばさなければならない。そのタイムラグが発生する。軌道もほぼ直線的にしか進めることができず、せいぜいやんわりと湾曲させるくらいで、急カーブを描いたり、直角に展開することはできない。それ故に動きが読まれやすい。熱や音を発せず、それ故の気配の無さは虹の長所で、暗殺にこれほど向いている武器はないが、正面から戦えば活かすことが難しい。

　徐々に追い詰められている。リップルの動きは激しさを増している。左側面なら死角になるはず、という発想は、右側面を攻撃した時と同じように回避されたことで瓦解した。死角を完全に動きの機敏さでカバーしている。目の配りが常軌を逸している。

　左腕も無い。ガードする手段が一つか二つかそれ以上少ないのと同じだ。それを右手で飛ばした手裏剣を使うことでフォローしている。左側を狙う虹の発生するタイミングを狙い、手裏剣を飛ばすことで初動を遅らせていた。

　何年間もハンディを背負い続け、それを前提として戦い方が組み立てられている。

　道路は手裏剣とクナイで埋まりつつあった。このままでは押し負ける。虹の本数も無限だが、操作する脳の容量は有限だ。リップルの手裏剣に対しては防御面をより重視しなければならず、攻撃面を甘くするしかない。そうするとより多くの手裏剣が飛ぶという悪循環に陥りつつある。逃げるわけにもいかない。意地やプライドなら半値で売ってやっていいが、逃げて住宅街なり市街地なり狭い場所で追いかけられる事態は避けたい。虹を最も使いやすいのは開けた場所だ。入り組んだ場所でホーミングする手裏剣に追いかけられるよりはここで戦う方がマシだった。

　トコが身み動じろぎし、レイン・ポゥは服の上からそっと押さえた。大丈夫だ。まだやりようはある。リップルが正義の魔法少女であるならば、こちらにも手はある。

　救急車でもいいしパトカーでもいい。野次馬が見に来るのでもいい。誰でもいいからのこのことやってきた一般人がいれば、そいつを巻きこむ。そいつに攻撃してもいい。リップルの動きがそれで崩れればしめたものだ。穴に落としてやるというのもいい。リップルが善良な市民を助けるためには穴の中に身を投じなければならず、その隙に攻撃するも逃げるもレイン・ポゥのやりたい放題だ。

　トコがまた身動ぎをした。

「レイン・ポゥ。おかしいよこれ。かなり時間が経ってるのにパトカーも救急車も来ない」

　戦っていることで時間感覚がおかしくなっていたのだと思っていた。実際、確かに時間が経過しているようだ。あと少しで誰か来るだろう、と思ってからさえ、相当時が経っているのではないだろうか。

　レイン・ポゥは気がついた。ピティ・フレデリカが消えている。あんなやつはどうでもいい、魔法を使う気もないらしいし、リップルの味方というわけでもない、と放っておいたが、ただ逃げるだけで終わらせるものだろうか。

　卑怯者は卑怯者を知る。

　一般人が来ればリップルの足を引っ張る、と考えた何者かが、パトカーや救急車や一般人が来ないように邪魔をしている。邪魔をするためなら人を殺して平然としているような卑怯者だ。足止めのためならそれこそなんだってするだろう。

　レイン・ポゥはしくじりに気がついた。さっさとフレデリカを始末してしまうべきだった。あいつはリップルと違って複数方向から一斉に飛んでくる虹に対処する手段がない。手早く片付け、腹を据えてリップル一人と戦うべきだった。

　慢心があった。ソニアが死に、魔王パムを殺し、プキンに重傷を負わせ、強い自分に酔っていた。アパートの時に戦った実力をそのまま受け取り、リップルを軽く見ていた。今なら認められる。リップルはレイン・ポゥよりも格が上だ。ソニアや魔王パムと同じようにきっちりかっちりハメて始末しなければならない相手だった。

　リップルが宙を飛んだ。

　──いや、違う。

　クナイだ。クナイの軌道をブーメランのように変化させ、最終的には自分の方へ返ってくるよう投げている。返ってきたクナイの上をぽんぽんと跳んで空中で移動し虹を避けている。どんな訓練をすればあんな真似ができるというのか。

　トコは、レイン・ポゥこそが理想の魔法少女になれる、といってくれた。現在のレイン・ポゥが理想の魔法少女である、といってくれたことはない。

　つまりは、まだ不足している。

　レイン・ポゥは虹の盾を生み出したが、手裏剣はＶ字の軌道を描いてその盾を避けた。レイン・ポゥは咄嗟に、反対側の掌に虹を張って叩き落した。その間も足を止めずに、虹の上を走り続ける。

　ふと、視界の端に、地面でもぞもぞと動いているものが見え、走りながら目をやった。

　ポスタリィだ。逃げようとしているのではない。頭上を飛び交う手裏剣と虹から逃れつつ、穴の周囲を芋虫のように這って移動していた。中学生相手ならともかく、リップル相手には人質にもなるまいと放っておいた。そのポスタリィがなにをしようとしているのか。

　ポスタリィは涙を流し、泣き声を上げ、みっともなく這いずりながら大量のクナイと手裏剣を抱えていた。リップルがその姿を認め、怪け訝げんな目を向けた。

　その瞬間、ポスタリィの抱えていた大量の手裏剣とクナイに翼が生えた。

　リップルは、何度かこの魔法を見たことがある。ポスタリィがなにをしようとしているのか気がついたのだろう。

　リップルは手裏剣三枚とクナイ五本を同時に投じ、だがそれは動揺しながら投げられた力のない投擲で、レイン・ポゥが生み出した虹によってポスタリィまで到達せず弾かれた。

　翼を持ったクナイと手裏剣が持ち主を目指して一斉に飛び立った。

　リップルは忍者刀を口に咥え、右手は手裏剣を掴み取りして投げつけ、下駄まで飛ばして迎撃を試みたが、返送された手裏剣とクナイの量はあまりにも膨大だった。

　迎撃の網の目を抜けた翼付きの手裏剣とクナイが、忍者の頬、顎、肩、脇腹、胸と次々に突き刺さる。喉に刺さった一本によってリップルの身体は大きくよろめき、もはや迎撃も回避もできずに全身を滅多刺しにされた。やがて変身は解除され、コートを着た少女の姿に戻って穴の中へ落ちていった。






☆７７５３（残り時間九時間四十五分）








　マナは途中だった回復魔法の儀式を再開した。それは成功しなかった。

　７な７な５こ３さんが取っている羽は菜なの手が、徐々に体温を失っていく。握り、さすり、呼びかけても体温は戻ってこない。なにかヒントはないかとゴーグルで見てみたが、あらゆる数値が目に見えて落ちていくのに耐えられずオフにした。羽菜の傷は深く、出血は多く、耐えられず魔法少女から人間に戻り、静かに事切れた。

　７７５３は羽菜の手を握ったままで涙を流した。羽菜は怪我を負っていて、それでも立ち上がった。７７５３とマナが逃げ切れないと見て精一杯の抵抗をし、敵の攻撃を自分に集中させた。羽菜がいなければ７７５３もマナも殺されていた。

　上司の指示が裏目に出た。安静に治療できる場所を選んで、そこに偶然プキンがやってくるなど誰が予想できただろうか。あまりにも酷い。

　羽菜の死に顔は穏やかだ。年齢は十代後半くらいだろうか。魔法少女に変身しても落ち着きがあった。感情的なマナを宥なだめ、７７５３やリップルといった横槍で入ってきた外部協力者にも配慮を見せ、そこかしこでフォローを入れて捜査班を回していた。

　７７５３は袖口で涙を拭った。泣いているだけで許される立場ではない。昨日会ったばかりの７７５３よりマナの方が悲しいに決まっている。マナは羽菜と連絡が取れなくなっただけでも涙を見せ、感情的に怒鳴っていた。

　ここは自分がフォローしなければならない。７７５３はマナを少しでも慰めよう、最悪殴られてもいいという気構えでマナに向き直ると、マナは下着姿になっていた。小さなリボン以外は飾り気のない薄桃色のロングキャミが健康的で可愛らしく、それだけに路地裏で服を脱いでいる少女という絵え面づらの異様さが際立っている。

　なにをしているのかと問いかけようとし、伸ばした手を途中で止めた。マナの顔が真剣だった。不機嫌でもない。怒っているのでもない。悲しんでいるのですらない。これから事を成そうと真剣に考えている者の表情だ。

　マナは魔法の袋から「魔法学校の制服」と「黒マント」を取り出して黙々とボタンを留め、ホックをかけ、「大きな三角帽子」を被り、最後に「ねじくれた杖」をとった。７７５３は黙って着替え終わるまで見ていた。見とれていた。魔法使いが魔法使いの装しょう束ぞくを身に纏ったという当たり前のことなのに、しっくりとくる。勝負服という言葉が頭に浮かび、なにと勝負するつもりなのかと考え、思い当って声が震えた。

「あ、あの……マナさん、どちらへ」

「殺す」

　誰を殺すのかは聞くまでもない。７７５３は両手を広げてマナの前に立った。

「あいつの腕前を見てなかったんですか。私が手伝っても殺されるのがオチです」

「どけ」

　目が据わっている。犯人を殺させはしない、正式な裁さばきを受けさせるといっていた捜査班の班長はもういない。私刑によって友人の仇を討とうという少女が一人いるだけだ。

　マナは７７５３に杖の先を向け、７７５３は気圧されてよろめいた。マナが口の中でなにかを呟いている。杖を持っていない方の左手が複雑な印を立て続けに組む。力づくで邪魔者を排除しようとしているのか。

　７７５３は震える右手を杖の先に当て、そっと杖先をずらした。手だけではない。声も震える。でもいわなければ。

「羽菜さんがなんのために、この仕事に志願したと思っているんですか」

　岩よりも頑かたくなで全く聞く耳を持ってくれそうになかったマナが息をのんだ。呪文はそれによって中断され、７７５３はこころもち深く息を吐いた。

「なんでお前がそれを知っている」

「マナさんがコンビニに買い物へ行っている時です。羽菜さんが話してくれました」

　嘘だ。羽菜はそんなことをいっていない。全てはゴーグルに表示されている。上司からもたらされた情報だ。

　羽菜は本来この仕事を担当していなかった。まだ三度の捜査しか経験していないマナが責任者になったことを知って志願した。羽菜が魔法少女になった時の試験官がマナの父親で、一家とは魔法少女になって以来の付き合いがあった。「下げ克こく上じょう羽菜」という魔法少女名を与えたのもマナの父親だという。名付け親というわけだ。

　なんとなく情景が目に浮かぶ。姉妹のようだったのではないだろうか。経験不足の妹を見かねて助けにきた姉と、鬱陶しがりながらも内心は嬉しい妹。娘「マナ」に似た名前「羽菜」をつけたことからも、マナの父が羽菜をどう見ていたかがわかる。

「あいつを殺そうとしても返り討ちです。勝てません」

「勝てないからなんだというんだ」

「勝てないなら無駄死になんですよ。羽菜さんの……犠牲も無意味になる。羽菜さんはマナさんを守ろうとしたんです。志願したのだってそうじゃないですか」

　マナは口を開け、なにかをいいかけたがなにもいわずに口を閉じた。大きな三角帽子をぐしゃっと握り、地面にたたきつけた。肩を震わせ俯いている。

　マナの羽菜への思いにつけこんでいる。それでも説得しなければならない。マナに死んで欲しくないというのは本心だ。羽菜はマナを生かそうとした。せめてその遺志を無駄にしたくなかった。

　７７５３はさらに言い募つのろうとして、表示された文字を見て言葉を止めた。

『魔王パムが死亡』

　ハンマーでぶん殴られたような衝撃が頭から足まで抜けた。折れようとする膝に力を入れてなんとかこらえる。

『外交部門が彼女の身体に取り付けてあった状態記録装置レコーダーから死亡を確認した。外交部門では、この事件を第一級の魔法犯罪として取り扱うべきではないかという動きがある。事態の収拾を図るため、結界が解除されると同時に大規模破壊兵器を投入すべしという提案がされているという噂も聞いた』

　大規模破壊兵器。そんな物を使えば市内の魔法少女どころか市民まで無差別に殺傷する。そんなことが許されていいのか。

『頼みとしている魔王パムが死んだことで外交部門は暴走しかかっている。やけっぱちで無茶をしかねない。どうにかして結界が解除される前に事件を解決してほしい。暗殺者と脱獄囚さえ押さえれば外交部門も動けない。このままでは戦力が足りないのなら──』

　──戦力……そうだ、リップル。

　魔王パムを助けに行った。魔王パムが殺されたならリップルはどうしたのか。リップルが危機にあるなら助けたい。だが７７５３やマナがどれだけ助けになるだろう。

　ぐるぐると思考が巡る。なにをすればいいのか、なにを考えればいいのかわからず、ただゴーグルに表示された指示に従っていた。

「私達だけでは勝てません。暗殺犯を捕えることも、フレデリカ達を倒すことも無理です。トコに騙された中学生達に……繰くる々くる姫ひめ達に共闘を申し出るべきです」






☆繰々姫（残り九時間四十五分）








　救急車を呼ぶこともせず、蘇生措置もせず、なにもしないまま父の前で座りこんでいた。どちらも無意味であるのは見ればわかった。父の頭は胴体から切り離されていた。

　寝間着姿で寝室の入口から玄関の方に身体を向けて倒れていた。玄関の物音に気づいて希が帰ったのではないかと様子を見に出ようとしたのかもしれない。

　無口で無愛想で娘ながらになにを考えているのかよくわからない人だった。コミュニケーションを自分の方から積極的に取ろうとはしない。こちらから話しかければ必要最低限で応じてくれる。全てにそっけない。

　世間一般で家族サービスと呼ばれるような観光地や遊園地等での行楽でも父は特に楽しそうにするわけでもなく、どんな時でも淡々としていた。母と希が二人でメリーゴーランドから手を振ると、きちんと振り返してくれるがそれ以上のことはない。

　対照的に母はにぎやかな人だった。成長期に入っても全く成長する気配のない希を励ましてくれたのも母だったし、テレビを見て一緒に笑ったりしたのも母だった。

　母は近所付き合いも密に行い、皆が嫌がるからという理由で町内会の役員だかなにかをやっていた。学校から帰ってきた時に隣近所の人がリビングで母とおしゃべりをしているのはざらだった。父は職場の人を家に連れてきたこともない。

　娘としては、この夫婦が上手くやっていけているのか心配でならなかった。どういう経緯で結婚したのか。少なくとも見合いではないはずだが。それとも結婚するまでどちらかないし両方が猫を被っていたのだろうか。大喧嘩をするわけでもなく、かといって熱々のおしどり夫婦にも見えず、ごく普通の生活を大過なく送り、やがて母が病気で倒れた。

　希はそこでようやく父が母を愛していたことを知り、自分も父と母を愛していたのだと再確認することができた。母が倒れてようやくというのが皮肉だった。

　次は父を介護する番だと思っていた。その時は永遠に来ない。

　膝を浸している血液は、もう冷たくなっている。窓から差しこむ光は時間帯が夜から朝に変わっていることを示していた。繰々姫はピティ・フレデリカに狙われているかもしれないことも忘れ、背後に突如現れるかもしれない手を警戒もせず、ただそこに座り、父の前から動かず、どれくらい時間が経っただろうか。リボンで包んでおいたスマートフォンが着信音を鳴らした。繰々姫は反射的に着信を受けた。

「こちら７７５３です。繰々姫ですか？　そちらは大丈夫ですか？」

「父が……殺されていました」

　電話の向こうで７７５３が絶句した。繰々姫は、事実を口にしてしまったことで全てが完全に決定づけられ、もう元に戻すことができなくなったような気がして目を瞑った。なにも見たくなかった。

「お気の毒です……」

　無理やり絞り出したような声だった。繰々姫は閉じた瞼に力を込めた。

　酷い事しかない。良い事など一つもない。目だけではなく耳も閉ざしてしまえれば、どれだけ楽だろうと思う。

「あれ以降、フレデリカから襲われたりは？」

　首を横に振り、それでは伝わらないことを思い出して「いいえ」と返した。






☆ピティ・フレデリカ（残り時間九時間三十五分）








　フレデリカにとってのフレデリカとは最も信頼に足る味方だった。従僕であり、主君であり、同胞であり、親友であった。常にフレデリカはフレデリカの欲しているものを求めて動いていた。自分にとっての一番の理解者は自分だった。

　フレデリカはフレデリカを理解し、統率していた。理想の魔法少女を求める時、まず第一に目をつけたのは、一番手近な魔法少女である自分自身だった。自身の研究を続け、フレデリカはフレデリカをしゃぶり尽くし、すぐに飽きた。

　フレデリカはフレデリカに見切りをつけた。どんな時でも冷めた目で自分と他人を客観視しているフレデリカでは、フレデリカの考える理想の魔法少女になることはできない。これによってフレデリカは理想の魔法少女像を他者に求めていくことになった。

　ソニアが殺され、魔王パムは惨殺、プキンが逃走、リップルはザクザクに刺されてから穴の中に落下、残っていたレイン・ポゥ達も去り、最後に物陰から現れたフレデリカが残った。水晶玉が落ちていないかくまなく探したがどこにも無い。トットポップの方を探してみても、変わった物といえば魔法の端末にカメラが内臓されていたくらいで、ここから出資者に映像を送り続けていたのだろう。役に立ちそうな物はなにも無く、フレデリカはようやく戦場を離脱した。

　戦場からの逃亡という稀まれに見る悲惨な状況にありながらフレデリカの頬は上気し、胸は高鳴り、わくわくする思いを隠しきれないまま病院の屋上から跳んでいた。

　フレデリカは民家の瓦屋根の上を走りながら身み悶もだえした。自分ではなれないのだと捨ててしまっていた幸福の未来図が、ひょっとしたら復元できるかもしれない。虹の魔法少女と対たい峙じした時に感じた思いは、自分の新たな可能性を感じさせてくれた。自分を制御できず、逃げも誑たぶらかしもせず水晶玉も抜きで戦おうとした。怒りに任せて！　今までのフレデリカにはまず無かった。弟子を殺されて怒り、強敵に向かう……まるで正義の魔法少女だ。すでにトットポップを殺された怒りは消え、喜びに変わっている。

　今回の仕事は自由へのジャンプ台程度にしか考えていなかったが、一大転機になるかもしれない。この仕事があったからこそ、フレデリカは変われるかもしれない。

　是が非でも生還しなければならなかった。

　まずは水晶玉を取り戻す。あれが無ければ手足が無いも同然だ。偵察ができず、誘拐ができず、外から支援を受けることができず、なによりこの町から抜け出すことができない。

　水晶玉を奪った魔法少女はファニートリックだろう。交渉でも強奪でもいい。返してもらうことさえできればそれでいい。

　フレデリカは瓦屋根から駐車場に降り、拠点としていたマンションの壁を駆け上がってその内一室のベランダによじ登った。窓にはカーテンがかけられている。出てくる時に鍵を開けてきたため、この窓は開いているはずだった。窓に手をかけようと伸ばし、止めた。フレデリカは踵半分後ろに退き、雑草の生えたプランターを押しのけた。

「閣下、いかがなさいました？」

　カーテンの内側に声をかけた。たっぷり三十秒は待ってから返事があった。

「なぜ手加減をした？」

「手加減？　いったいなんのことでしょう」

「魔王パムに対して貴様は水晶玉を使わなかったな。あれはどういうことだ」

　ガラス窓とカーテンを通して怒りが伝わってくる。部屋の中には殺気がこもっている。

　プキンの性格傾向は承知している。彼女はどんな失敗であっても原因を他よ所そに作る。そして今回、フレデリカはそれほど言い訳できる立場ではない。

　水晶玉を奪われたと正直に明かせば、なぜそれをいわなかったと責められ、さらに市内から脱出できなくなってしまったことも知れる。今のプキンがそれを許すかといえば、許すことはないだろう。トットポップもソニアも死に、フォローできる者はもういない。

　水晶玉を使わなかったといえば、そのままサボタージュを認めることになる。プキンがフレデリカを許す理由は全く無い。

　ソニアについて慰めるか、それともお互いに相棒を失った同志として復讐を誓うか、戦力の低下を勘定に入れて作戦を練り直すか、といったことを想定していた。場の空気次第でどう切り出すか選択する、というフレデリカの考えは甘かった。水晶玉の不使用についての詰問から入るということは、つまり、プキンにはフレデリカを許す気など無い。

　ソニアを失ったことを怒っているのか。違う。プキンが怒っているのはプキン自身が逃げ出したことだ。あの時の最善は逃げの一手だった。最善の選択はではあるが、プキンの自負心とは相容れない選択肢だった。それを選ばされたことに腹を立て、生贄になってくれる羊を探している。「あいつのせいだ」という言い訳に使える羊だ。

　フレデリカは咳ばらいをした。

「あれには一つ事情がありまして」

　そういうなりフレデリカは背面跳びでベランダの手て摺すりを超えて飛び降り、同時に窓ガラスが割れた。千切れたカーテンの向こう側には、端整な顔を──ただし鼻は醜みにくく潰れている──怒りで歪ませたプキンがいた。フレデリカの計算は合っている。部屋の中でのプキンの位置、そこからの間合い、突きの速度、タイミング、全てを読み切り、回避した。監獄でガスマスクの首二つを落とした時よりも殺意が剥き出しで動きが荒い。威力と速度は上回っていたが、それだけ先読みも容易たやすかった。

　フレデリカはプキンがベランダから身を乗り出し下を見るより早く二階下のベランダに滑りこんだ。

　ここから先は一人で動かなければならなくなった。今はそれすらも面白い。






☆ウェディン（残り時間九時間三分）








「落ち着いて私の話を聞いてください。まずは深呼吸を」

　命令によって無理やり深呼吸をさせた。瞳の向いている先がしっかりと定まり、頬に赤みが差す。声にも感情が戻っている。

　悪い魔法使いを撃退した後でもこいつらを利用してやれるかも、という不純な動機から強引に結ばせた約束は、結果的に役に立っている。ただ、ウェディンの心を落ち着かせるのはウェディンにしかできない。思い、考え、導くのがウェディンの、リーダーの仕事だ。学級委員どころではなかった。重くて苦しい役割で、できることなら投げ出してしまいたい。10時間前なら、投げ出せばキャプテン・グレースが喜んでリーダーになってくれただろう。彼女はもういない。ウェディンは投げ出すわけにはいかなかった。

　ウェディンが先導して山の方へ走り、麓ふもとの雑木林に入ってからは速度を落とした。人の腕くらいある木の枝の先にブーケを括り、それを前方へ突き出しながら歩く。五十メートルほど歩いていると、ブーケがなにもない場所でなにかに触れた。

　結界だ。テプセケメイもこれに触れたといっていた。試しに石ころを拾って下手投げで放ってみると、特になんの抵抗もなく杉林の向こうに転がっていった。魔法的なもの、この場合はウェディンのコスチュームの一部であるブーケを阻んでいる。

　ファニートリックはあらかじめ用意してあったビニール袋を取り出した。市で使われている半透明のゴミ袋ではなく、スーパーのロゴが印刷してある不透明の白いビニール袋だ。中には空き缶が一つ入っていて、口はしっかりと縛ってある。

　ファニートリックはゴミ袋を放り投げた。魔法がかかっているわけでもないただのゴミ袋は、何者に邪魔されることもなく結界を超えて枯葉の上に落ちた。次いでウェディンがブーケを渡し、マントを外して渡されたブーケを覆い隠す。

　ブーケは見えなくなった。ゴミ箱の中の空き缶は元々見えない。ファニートリックは、中身の内容物とその位置について把握している。これで魔法を使う条件は揃った。ファニートリックがマントをめくると、ブーケがあったはずが空き缶になっている。ビニール袋の中身も見るからに変化していた。あれはブーケだ。

　実験は成功した。ウェディンは握手を求め、ファニートリックはハイタッチを望み、急造コンビゆえのすれ違いを見せつつ、二人は抱き合って喜んだ。ファニートリックの魔法を使用すれば、魔法に纏わるものであっても結界の外に出ることができる。魔法少女相手に魔法を使用できるのはポスタリィで実証済みだ。これで結界の外に逃げることができる。

「無事に逃げられるんだ」という喜びは「プキン達を放置して行かなければならない」という忌いま々いましさで目減りし、ファニートリック自身がこの方法で脱出できるのかは試してみるまでわからず、それにまだ足りていないものがあった。

「他の人達とどうやって連絡を取るか、ですね」

「うん……でも魔法の端末通じないんだよね」

　いつものように損と得とを差し引きすれば答えはすぐに出る。ファニートリックにリーダー命令で「魔法を使って私を結界の外に出せ」と命じればいい。それで自分の安全を確保することはできる。できるが、やる気にならない。ウェディンの頭の中に居座るキャプテン・グレースが「無責任なリーダーなんかいらない！　そんなことだったらあたしにリーダーさせなさいよね！」と大騒ぎする。なんて面倒臭いやつだと思いながらも、他の魔法少女の顔を思い浮かべてしまうとどうしても一人で逃げる気になれない。損か得かで考えれば、間違いなく逃げた方が得だとわかっているのに。

　いざという時の待ち合わせ場所を決めておかなかったのは痛恨事だった。もっとも決めておいたとしても、それはそれで大変なことになっただろう。ウェディンがプキンに白状してしまえば一いち網もう打だ尽じんで全員捕えられていたかもしれない。

　キャプテン・グレースは殺された。残るは、レイン・ポゥ、ポスタリィ、テプセケメイ、繰々姫、あとはついでにトコ。レイン・ポゥとポスタリィはアパートが襲撃されてからこっち消息不明で、繰々姫は兎耳に捕まってから捜査班と一緒に行動しているとフレデリカがいっていた。繰々姫はフレデリカに髪の毛を握られているはずで、監視も誘拐も思いのままだろう。そっちも心配だ。テプセケメイはプキン達に襲われた時ソニアから攻撃されていたとファニートリックが教えてくれた。

「無事……なんでしょうか」

「逃げたようにも見えたけど……」

「メイは強い」

　声の方を向き、同時に身構えようとした。ファニートリックも同じことをしていたのを視界の隅に認めた。急造コンビでも息が合うことがないわけではない。

　杉木の太い枝に逆さまに座っているアラビアの踊り子風魔法少女がいた。

「テプセケメイ！」

「なに？」

「なにじゃないでしょう。どこでなにをやっていたんですか」

「空から色んなものを見ていた」

　テプセケメイは枝を中心にくるりと上下反転し、重力に従った姿勢になった。

「とても難しい」

「難しいって……なにが？」

「誰が敵で誰が味方なのかよくわからない」

　それについてはウェディンも同意したい。






☆レイン・ポゥ（残り時間八時間三十七分）








　魔王パムを斬り刻み、名も知らぬ魔法少女を斬り倒し、剣士とフレデリカには逃げられた。リップルには見通しの甘さから押しこまれたが、思わぬ助けを受けて滅多刺しにした。

　その思わぬ助けは、人目を避けて移動したビルの上で正座をして項うな垂だれている。別に正座しろと命じたわけではない。夜が明けたとはいえ十一月にビルの屋上で正座というのは見ているだけでも寒々しかったが、本人が自然とその姿勢をとったので仕方がない。

　レイン・ポゥはそんなポスタリィを見下ろしながら小声でトコに話しかけた。

「こいつさ、なに考えてんだろ」

「そんなのわたしに聞かれたって困るから。本人に聞いてみればいいじゃん」

　後々人質にするから今は生かしておいてやる、というえげつない脅おどしをかけた相手を助け、自分を救うために戦っていた正義の忍者を殺してしまった。レイン・ポゥには理解できない。意味がわからず、意図も読めず、正直ちょっと怖かった。

「あのさ、たっちゃん。なんで私のこと助けてくれたの？」

　ポスタリィは上目遣いでレイン・ポゥをちらと見、すぐにまた項垂れた。

「……だから」

「ん？　なに？」

「友達、だから」
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　友達だから助けたのだという。

　挑発的な意味合いもあり、あの時のレイン・ポゥとトコは相手を煽るような喋り方をしていた。客観的に見ればいかにも悪役であったろうと思う。

　それに「後々人質として利用するから今は生かしておいてやる」という発言は正義の味方がするべきものではない。ピカレスクものでも主人公ならしないのではないだろうか。

　つまりどう見てもレイン・ポゥは悪者で、それと敵対する忍者は正しい側にいた。後々人質にされる予定のポスタリィとしてはレイン・ポゥに勝って欲しい理由が無い。

　いざという時、香か織おりのサポートをしてくれる魔法少女を用意していたほうがいい。トコと香織がそう考えたのは半年ほど前のことだ。できれば同じ学校の生徒が望ましい。こちらの本業については知らせず、普通の魔法少女仲間として親しくしておいて、非常時には隠れ蓑にしたり、盾として使ったりできる魔法少女。そう考えてトコは調査を開始し、学園で魔法の才能を持つ者を五人ほど見つけ出した。達子はその中の一人だった。

　トコが才能を見み出いだした者の中で、魔法少女になることを断ってしまいそうなのは達子だけだった。根ね村むら佳か代よは常識人だったが、芝しば原はら海うみに引きずられることが容易に予想できた。姫ひめ野の希のぞみについては、生徒として懇願すれば、持ち前の教師の責任感で引き受けてくれるだろう。だが香織としては、唯一同じ学年、同じクラスである達子がもっとも利用しやすい。

　そこで香織は酒己達子に近づき、魔法少女にする前に友達になってしまうことにした。ところが達子は想像以上に引っ込み思案で、親しくなるのに時間がかかり、ようやく打ち解けてきたというところで、トコとレイン・ポゥに追っ手がかかった。こうして、トコと香織の計画は中途半端な形で実行されることになった。

　達子が香織へ友情を感じていたとしても、本性を明かしたことで、全ては達子を利用するため友達のふりをしていた、と露ろ見けんしているはずだ。

　レイン・ポゥはポスタリィを見下ろした。ポスタリィはどこか気恥ずかしそうにも見える。どうしてこうなったのかを本当に理解できているのか。

　どうしようか、とトコを見ると、トコは難しそうな顔で首を横に振った。そういう投げ方をされるのが一番困る。レイン・ポゥはしばし悩み、達子をどの角度から眺めてみても企んでいるようには見えず「よくわからないけど、こいつはきっと馬鹿なんだろう」という結論を出した。

　レイン・ポゥはポスタリィに手を差し出して立ち上がらせた。

「うん……ありがとうたっちゃん。おかげで助かった」

　こういうことにしておけばいい。相手がなにを考えているのかわからずとも利用できることに間違いはない。利用し尽くしてから捨てればいい。ポスタリィはまだまだ利用できる。
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☆テプセケメイ（残り時間七時間十分）








　誰が敵で誰が味方かわからなかった。ウェディンと繰くる々くる姫ひめとレイン・ポゥとポスタリィとキャプテン・グレースとファニートリックとトコが味方でよかったはずなのに、ウェディンが敵だったはずの相手と一緒にいたり、でも敵だったはずの相手から逃げ出したり、テプセケメイにはなにが起きているのかよくわからない。

　テプセケメイ以外の魔法少女はわかっているものかもしれない。そう思い、ウェディンとファニートリックに尋ねてみてもはっきりした答えは返ってこなかった。ウェディンが敵と一緒にいたのはなぜかと問い質ただすと、そちらもはっきりとした答えは返ってこなかった。難しいことを訊いているのだということがわかった。

「とりあえず誰かと合流しましょう」

　合流するためテプセケメイが空から偵察に行く。だがテプセケメイには誰が味方で誰が敵なのかやはりよくわからない。合流するといっても誰と合流すればいいのか。

　ファニートリックとウェディンの二人はいつもと違う顔をしていた。なぜそんな顔なのかと訊いてみると「人は悩む時にこうなるんだ」と教えてもらった。悩むというのもよくわからない。難しいことばかりで嫌になる。

「プキン、ソニア、フレデリカ、トットポップ。この四人だけはなにがあっても敵です」

「兎耳と忍者は？」

「フレデリカ達が話していたことが確かなら捜査班ですね。良く思われている気はまるでしませんが、それでも協力できるのではないかと……むしろ協力するべきではないかと」

「トコは？」

「アウトですね。フレデリカ達がいうには我々は騙されています」

「でも……あいつらのいうことって信じていいの？」

「うん……そうですね……ですが、あの時は私は操られてファニートリックさんは捕ほ縛ばくされていました。あそこでわざわざ嘘を吐くかというと……絶対にないわけじゃないですが、薄いとは思います。今は薄い可能性を追うよりも、ありそうな方を考えていきましょう」

「じゃあ、残るは繰々姫とレイン・ポゥとポスタリィと……だね」

「トコの相棒……混ざってると思います？　それとも他にいると思います？」

「どうだろう……」

　テプセケメイは説明を受けた。兎耳と忍者は仲間。敵だったけど、とにかく今は仲間。キャプテン・グレースを殺した魔法少女とその仲間三人は全部敵。ウェディンが仲良くしてたこともあったけど、とにかく今は敵。トコは敵。ポスタリィとレイン・ポゥと繰々姫は微妙だけど味方。微妙という言葉の意味がよくわからなかったが、質問をしてもわかりやすい答えをもらえなかった。それ以外は、一緒にいる相手が敵か味方かで判断をする。

「敵は？」

「キャプテン・グレースを殺したのと一緒にいた三人、トコ」

「味方は？」

「兎とニンジャ。ビミョウがポスタリィとレイン・ポゥと繰々姫」

「ポスタリィってどんな魔法少女だったかわかりますか？」

「リボンを動かす」

　ウェディンとファニートリックは長く大きく息を吐いた。




　最終的に「魔法少女を見かけたらその居場所と特徴を覚えてウェディンとファニートリックのいる山にまで戻ってくる。結界に触れないよう注意すべし」ということになった。

　人間になればもっと自由があると思っていた。人間よりも強い魔法少女ならさらに自由だと思っていた。実際は不自由ばかりがある。仲間は助けなければならず、リーダーの命令には従わなければならない。そして敵は強い。噛みつけばそれで逃げる相手などいない。

　空の上で戦った黒い羽の魔法少女は強かった。テプセケメイは凍りつくところだった。あのまま戦っていれば殺されていた。

　キャプテン・グレースを殺した魔法少女は強かった。テプセケメイでなければ死んでいたし、テプセケメイであってももう一発で死んでいた。

　あの二人とはもう二度と戦わないと決めた。ウェディンがなんといおうと怒ろうと絶対に戦わない。戦うくらいならウェディンを担いで逃げる。

　テプセケメイは身体を薄くした。こうすることで姿も薄くなる。空を飛んでいれば敵に見つかりにくくなる。あまり薄くし過ぎると風で吹き飛んでしまうのでほどほどにし、上空を飛びながら下界の様子を観察した。

　色んな場所で騒ぎが起こっていた。人が集まり、「クルマ」が集まり、話をしたり、話を聞いたり、動いたり動かなかったりしている。魔法少女はいない。魔法少女はどこにいるのだろうか。テプセケメイは学校の方に飛んだ。

　途中、丸く繰り抜かれた道路があった。そこでは特にたくさんの人が集まっていて、穴の周りをロープでぐるりと囲んでいた。魔法少女はいない。

　ビルの上、鉄塔の上、屋根の上、空から見える場所を確かめながら飛んだ。目が疲れるだけでなにか特別なものが見つかることはなかった。

　学校の屋上にも誰もいない。グラウンドでは人間が走っていた。魔法少女はいない。

　テプセケメイは屋上に降り立ち、壁に寄りかかって腰を下ろした。目と目の間を指で挟み軽く揉んだ。ずっと目を使っていたので疲れている。

　ぼうっと飛んでいるのもぼうっと座っているのも大して変わらないだろう。テプセケメイは座ったまま雲を眺めた。灰色の雲は昨日と変わらない。厚くて空の上は見えない。太陽が隠されているので寒い。雲が風で吹き飛んでしまわないかな、と見ていると、雲以外の物が飛んでいた。鳥に似ていたが鳥ではなかった。小さななにかだ。翼を動かして飛んでいるのに、鳥ではない。じぃっと見ているとこちらに飛んできているように見えて、雲を眺めているより面白かった。

　テプセケメイは飛んでいるものを観察し続け、それが本当にこちらに向かっているのではないかと気がついた。飛んでいるものの形が次第にはっきりと見えてくる。

　ランプに鳥のような翼が生えて飛んでいた。見覚えがある。キャプテン・グレースからもらったランプだ。そういえばいつの間にか失くしていた。

　ランプという物がどんな役に立つ物なのかは知らなかった。中に入っていると落ち着いたからそういう物なのだと思う。

　少しずつ着実に距離を詰めた空飛ぶランプは、テプセケメイの掌にぽとりと落ちた。鳥の翼は空気に溶けるようにして消え失せた。掌の中のランプをつっつく。匂いを嗅いでみる。間違いない。やはりあのランプだ。テプセケメイの匂いが残っている。

「学校に戻ってきてたんだ」

　鉄柵をひらりと乗り越え二人の魔法少女が現れた。テプセケメイは敵ではないことを確認した。ただし二人の名前がいまいちあやふやで思い出せない。ファニートリックとウェディンはさっき別れたばかりだ。片方はレイン・ポゥでもう片方が繰々姫だったろうか。

「他の子がどこにいるか知ってる？」

　魔法少女の胸元から小さな妖精が顔を出した。これは忘れない。トコだ。トコは敵だ。

「トコは敵」

　テプセケメイは思ったことをそのまま口に出す。それによって間違っていることを誰かが訂正してくれたり、わからないことを誰かが教えてくれたりするからだ。今回もその行為は正しかった。二人の魔法少女はテプセケメイの言葉に反応し、テプセケメイはそれによって自分の言葉が間違っていないことを知った。

　虹が前後からテプセケメイを挟みこんで半身を切断し、テプセケメイの突風が敵を鉄柵の外に落とそうと吹きつけた。テプセケメイは下半身を捨て、上半身は上空へ向かい、さらにもう一度二人とトコに風を吹きつけた。派手な方の魔法少女が身を屈めて風に耐え、地味な方の魔法少女は耐え切れずに吹き飛ばされた。地味な魔法少女が屋上の鉄柵を超える寸前、派手な魔法少女が手を伸ばした。右手で仲間の腕を取り、左手で鉄柵を掴んで繋ぎ止めた。だが急に動いたせいでトコの小さな身体は魔法少女の胸元から転がり落ち、テプセケメイはトコに風を集中させることで小さな身体を見えなくなるまで吹き飛ばした。

　二人の魔法少女が叫んだり怒鳴ったりしている間に、テプセケメイは二人を置き去りにして高く高く上昇した。






☆ポスタリィ（残り時間六時間三十五分）








　吹き飛ばされたトコを探すのにはかなり骨が折れた。トコが自力で戻ってこれなかったからだ。校庭の片隅にある卒業記念に植えられた桜の木の枝に引っかかってキィキィと喚いていた。部活動の生徒達に見つからないよう、ポスタリィは変身を解除してそっと近寄り、変身すると同時に木に登り、トコを回収し、木から下りてまた変身を解除した。周囲を確認すると、皆、達たつ子こに注意を向けずランニングに精を出している。ほっとした。

　トコとレイン・ポゥは屋上でやり合った。

「トコが悪党なのバレまくってんじゃん」

「え、なにそのわたしのせいみたいないい方」

「トコのせいでしょ。トコが悪党ってバレてるから警戒されてるんでしょ」

「悪党なのはレイン・ポゥもそうだよね」

「私は別にバレてないし」

「なんでそうやってわたしだけが悪いみたいなこというかな」

「だってトコ悪いじゃんこれ。もう他メンバーと合流するの無理じゃん」

　責任を押しつけ合い、罵り合っているようでいても、その実二人は本気で怒っているわけではない。傍はたから見ているとよくわかる。表情や口ぶりをきちんと使い分けて冗談で済む範囲から出ずにいい合い、それを楽しんでいる。

　これが友達なんだろう。トコとレイン・ポゥはお互い友達で、ポスタリィのことはどう思っているのだろうか。友達だと思ってくれている、とはいっていた。それが本心なのかどうかは考えないことにしていた。

　酒さか己き達子を必要としてくれるクラスメイトは今までいなかった。幼稚園から小学校、中学校と達子は一人だった。遠足の時、お母さんが作ってくれたおにぎりを一人で食べた。修学旅行の班決めでは皆の班が決まってから人数の足りない班に割り振られた。

　それが当たり前のことで、一人の方が過ごしやすいと思っていた。一人は基本で、複数は応用だ。孤立しないように気を配り、追つい従しょうで笑ったり、話題に追いつくために見たくもない人気番組を観なければならないのは面倒だ。向こうから構おうとしないなら達子の方も問題はない。いじめに発展したりしなければ、それでいい。あいついつも一人でいるよねとたまに笑われるくらいならいくらでも我慢できる。

　香か織おりという友達ができて、やっぱり友達は面倒臭いものだという結論が出た。話したり、笑ったり、遊んだり、一緒に行動して、一人でいるより面倒臭く、でもとても楽しい。

　友情というのは呪いだ。達子は香織から見捨てられたくなかった。友達がいないことが普通で当たり前だったのに、友達がいることが普通で当たり前になった。普通に挨拶をしたり、普通にお弁当を一緒に食べたり、普通に放課後家に招いたりする。

　香織がいなくなれば普通を失う。

　トコは嘘吐きでレイン・ポゥもぐるだった。ポスタリィのことは人質にするから今は殺さないでおいてやるといった。友達に対していうようなことではない。

　なのにポスタリィはレイン・ポゥを助けてしまった。たぶん忍者は正しい側の人なんだろうと薄々はわかっていたのに、レイン・ポゥとトコこそが本物の「悪い魔法使い」なんだろうと思っていたのに、ポスタリィはレイン・ポゥを助けた。忍者がレイン・ポゥをやっつけようとしているのを見て身体が動いた。レイン・ポゥに死んで欲しくなかった。

　その結果、ポスタリィは忍者を殺した。正しいことをしている人を殺した。

　殺したという事自体にはそれほどショックを受けなかった。自分が悪いことをして、悪い人達であるレイン・ポゥやトコと同じことをしているのが少し嬉しくて、そんなことで喜んでいる自分にショックを受けた。

　ポスタリィは縋りついていた。レイン・ポゥが人質にするといっていたのもあの場限りの方便だ。忍者の攻撃対象からポスタリィを外そうとして口から出まかせをいったのだ。

　有りそうもない想像で自分を騙そうとしてまでレイン・ポゥに縋りついた。せめてその選択が間違いではなかったのだと思いたかった。

　トコとレイン・ポゥはどっちが悪いといい合っている。ポスタリィは自分も仲間であるんだと強く思い、願い、笑った。






☆７７５３（残り時間六時間十七分）








「曲げられない信念や主義があるとか、そういうのは今だけでいいから曲げろ」

　マナはそういった。信念も主義も捨てている者の主張だ。そしてそれは間違っていない。

「班長命令だ。相手が誰であってもゴーグルを使え」

「……了解しました」

「一度見た相手でも油断はするな。状況がどう変化しているかわかったもんじゃない。善意のつもりでとんでもないことをやってくれる相手だっている。例外は一人も作るな」

「はい」

「私であってもだ」

「いや、でも」

「私だから信用していいわけじゃない。心に影響を及ぼす魔法の使い手がいることを忘れるな。それで後ろから刺されても誰も褒めちゃくれない」

「はい……わかりました」

　７な７な５こ３さん自身をゴーグルで見ることはできない。つまり７７５３が嘘偽りを報告しようと咎められる者はいない。マナはそれを知った上で７７５３に「例外なくゴーグルを使え」と命じている。それは７７５３と心中するつもりだといっているに等しい。７７５３が内通者であるとは考えないでやるから一番やりやすいようにやれ、といっている。

　マナは外から横槍を入れてきた７７５３達に反感を抱き、怒ったり、怒鳴ったり、嫌味をいったり、胸倉を掴んだり、邪険にしたり、怒ったり、怒鳴ったりして、なのに、そんな７７５３を信じるといってくれている。

　羽は菜ながマナとの関係を７７５３に教えてくれていた、ということが理由だとすれば、７７５３はマナを騙しているも同然だ。上司から情報を与えられ、こういえと命じられたままに動いた、それだけだ。羽菜はマナとの個人的な関係を教えてくれるほど７７５３を信頼してくれてはいなかった。

　沈みゆく７７５３の気持ちとは対照的にマナはテキパキ動いている。

　羽菜がプキンに殺され、即仇あだ討うちに出向こうとしたのを止められてから、マナは抑制的になっていた。７７５３が裏切っていたらどう足掻いても負けだと割り切り、７７５３を信用し、その力の全てを利用する方に動いている。戦った末に殺された羽菜が、７７５３を信じていたというのが大きいのだろう。やはり気持ちは沈む。

　マナは魔法少女ではない。一睡もせず、疲労していないわけがないのに疲れを見せない。髪は乱れ、埃に塗れ、眼鏡にはヒビが入り、それでもしっかりと立っている。７７５３に命じる声にも張りがあり、迷いは見えない。

　７７５３はむしろ信じて欲しくないとさえ思っていた。積極的に裏切っているわけではないが、消極的に裏切っているも同然だ。７７５３は上司からの指示を受け、そのことを隠している。魔王パムが死んだことも伏せ、その死を切っ掛けにして外交部門が暴走しかかっていることを話さず、この町に大量破壊兵器が投入されるかもしれないという事実を教えず、班長であるマナを蚊か帳やの外に置こうとしている。

　話したい。教えたい。だが上司の指示は「話すな」「教えるな」から変化しない。７７５３がどれだけ説得しようと上司は聞く耳を持たない。自分は正しいと思うように行動しているという点は、マナも上司も変わらない。この期に及んで自分はいったいなにを守ろうとしているのだろうか。

　ラジオ局の屋上で再合流した繰々姫はゴーグルを通して見るまでもなく憔しょう悴すいしていた。なにが起きたのかは知っている。かける言葉も思いつかない。

　繰々姫はスマートフォンを差し出した。

「電話がありました。かけ直してくれと……」

「電話？　誰から？　生徒さんですか？」

　繰々姫は黙って首を横に振り、押しつけるように、もう一度スマートフォンを差し出した。スマートフォンを持つのが嫌だといっているようにも見えた。

　履歴を確認すると直前に携帯電話から連絡が入っている。かけ直せというのはこれのことだろうか。リダイヤルを選択し、１コール終わらない間に相手方が電話を取った。

「そちらは繰々姫ですか？」

　よく通る少女の声だ。声質は幼く、それでいて口調がどこか大人びている。変身する前は大人の魔法少女、もしくは変身前が子供であったとしてもキャリアが長い魔法少女だ。繰々姫の仲間達の中で該当しそうな者がいない。

　マナに目配せした。マナは目を細めてじっと聞き耳を立てている。７７５３は少しだけ迷ってから返事をした。

「いえ、こちらは７７５３です」

「７７５３？　人事部の魔法少女ですか？」

「……はい。今は捜査班に配属されています」

　７７５３のことを知っている。声に聞き覚えはない。繰々姫のスマートフォンに電話をかけることができた。該当者がまるで思い浮かばない。

「どちら様ですか？」

「ピティ・フレデリカと申します」

　スマートフォンから顔を離して目を瞠みはった。有名メーカー製のスマートフォンが忌まわしい術具かなにかに見えた。マナを見ると心底から苦にが々にがしい顔で片目を瞑つむっていた。マナは７７５３からスマートフォンを奪い取り、

「フレデリカがいったいなんの用だ」

「どなたです？」

「捜査班のマナだ」

「おお、マナ班長さんでしたか。それはようございました」

　フレデリカが相手なら繰々姫がスマートフォンから手を離したがるわけだ。

「協力しませんか」

　その声は場違いに朗らかだった。

「協力とはどういうことだ」

「魔王パムは死にました。リップルの死体も確認しました。私は彼女が変身する前の姿も知っていますから間違えることはありません」

　リップルが、死んだ。なにを思えばいいのか、なにを考えればいいのか、予想していたことだったのに、思いも考えも乱れ、７７５３は目を瞑った。

「下げ克こく上じょう羽菜さんはお元気ですか？」

　慌てて目を開きマナの肩に手を置いた。感情に任せてスマートフォンを叩き折りでもされたら困る、と考えての行動だったが、マナは深く息を吐き出し、

「羽菜はプキンに殺された」

　声の抑揚を極力抑えているのが隣で聞いていてもわかる。フレデリカの声も僅かにトーンダウンした。

「こちらも被害は甚じん大だいです。トットポップは暗殺犯……中学生グループの虹使いですね。彼女に殺され、ソニア・ビーンは魔王パムに殺されました。プキンは無事でしたが……喧嘩別れしまして。冷水を浴びせられた発情期の猫のようで全く手に負えません」

　さり気なくとんでもないことをいっている。暗殺犯は中学生グループの虹使い。自分は役に立つ存在だとアピールしたくて情報を漏らしたのか、それとも嘘を吐いて攪かく乱らんでもしようとしているのか。案外重要な情報と見み做なしていないのかもしれない。
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　マナは動揺した様子も見せずに促した。

「……それで？」

「で、協力しませんか、と。私達はどちらも暗殺者の捕縛を目標としてこの町に入ったグループです。目的が一緒なら協力することはできますよね。私どもといたしましては、きちんとした裁きが下されれば文句はありません。できればこちらで不正の生き証人として、という目論見ではありましたが妥協しましょう。公正な裁判によって、罰せられるべきが罰せられればそれでいいのです」

「お前は……反体制派に牢獄から救い出してもらった身だろう。つまり雇われている。独断でそんな重大事を決めていいのか？」

「残念ながら私一人しかいませんので。司令部が無くなれば一兵士が司令部の代わりです」

「外と連絡を取ることができるだろう、お前の魔法なら」

「それについても協力を願いたい理由です。実は……お恥ずかしい話ですが、私の所有している水晶玉をファニートリックという魔法少女に奪われてしまいました。できれば繰々姫さんの方から返すようにいっていただけないかな、と」

　マナの肩に置いた手が震える。このクズは父親を殺して、いけしゃあしゃあと娘に頼み事をしている。

「私の魔法を使えば皆さんを市外に逃がしてあげることもできます。そのためにはどうしても水晶玉が必要なのです。ご協力をお願いします」

　マナは、「相談しておく」とフレデリカに伝えてスマートフォンの通話をオフにした。７７５３よりよほど冷静だ。

「これ預かっておいていいか？」

　マナはスマートフォンを斜めに掲げて繰々姫の許可を求め、繰々姫は力なく頷いた。７７５３はマナの肩に手を置いていたことを思い出し、慌ててどけた。手にも足にも肺にも必要以上の力が入っている。溜めてあった息を纏めて吐き出した。

　マナは袋の中にスマートフォンを入れ、入れ替わりに透明なガラスの瓶を取り出した。瓶を逆さに持ち、振る。中に入っていた錠剤がバラバラとマナの掌の上に落ち、マナはそれを掴んで口の中に放りこみ、ガリガリと噛み砕いた。なんの薬かはけして聞くまい。

　その時スマートフォンの着信音が鳴った。マナは瓶を取り落とし、７７５３が横から手を出し受け止めた。マナはスマートフォンを袋から取り出し、表示を見て目を眇すがめた。７７５３も横から覗く。携帯番号が表示されていた。登録はされていないし、さっきかかってきた電話とも番号が違っている。マナは丸々１コール鳴る間スマートフォンを見詰め、通話をオンにした。

「……もしもし？」

「繰々姫ですか？　こちらウェディンとファニートリックです。友達の友達の友達の友達まで遡さかのぼってどうにか姫ひめ野の先生の携帯番号手に入れました。もう少し早く気づけていればよかったんですが。で、そっちはどうなってます？　無事ですか？　こっちはテプセケメイもいたんですが、偵察に出ていったきり戻ってきません。彼女のことだから心配ないとは思いますが……もしもし？　聞こえてますか？」

　マナは繰々姫にスマートフォンを渡した。






☆プキン（残り時間五時間四十分）








　怒りを鎮めたのは時間だった。正確には時間経過による空腹感が、プキンの怒りを鎮め、食欲を呼び戻した。怒っていると腹が減る。腹が減ったら怒りも鎮まる。

　マンション近くの個人商店に赴き、調理パン、チョコレート菓子、ジャーキー、中華まん、鶏の唐揚げ、フライドポテト、等々調理の必要がない物を掻かっ攫さらい、咎めようとした無礼な店員を一刀で切り捨て、マンションに戻って食事に耽ふけった。一人の食事はいかにも味気なく、ソニアを失ったことを痛感させられる。魔法を使い直したせいでウェディンにも逃げられた。トットポップは死にフレデリカは逃げた。もうプキンしかいない。

　チキンの骨をしゃぶり、噛み砕き、髄ずいを啜すすり、チョコレートもパンもろくに咀そ嚼しゃくすることなく飲み物のように喉の奥に詰めこんだ。エネルギーを得る。怒るためにはエネルギーが必要だ。行動するためにもやはりエネルギーは要る。

　パッケージや食べかすが散らかる中で一息ついた。ソファーにもたれかかって鼻を撫で、手鏡に顔を映した。鼻は美しさを取り戻している。魔法少女の身体は修復しようという力が強い。骨を接つがずとも骨折は綺麗に治る。人間であれば失血死するだけの怪我でも、食べて休めば身体の方が修復してくれる。プキンのように強い魔法少女なら特に治癒力が高く、自己修復に必要とする時間もごく短く、肉体的な損傷だけでなくコスチュームへの被害も気がつけば直っているというのが有り難い。

　魔王パムの頭突きによって生じた骨折は修復し、出血も止まったが、虹により斬られた腹の方は完全に塞がってはいない。こちらを癒すためのエネルギーはまだ足りない。

　プキンは基本的に考えることをしない。だが一人しかいなければそうもいっていられなかった。怒りをどのように表現するのか動く前に考える。

　フレデリカは従僕の一人だ。その怠慢は到底許せるものではなく、処罰しなければならないが、従僕の処分はそれほど優先順位が高いものではない。

　魔王パムは最も許せない相手だった。ソニアを殺し、プキンに恐怖を与え、それによってプキンは無様に逃げた。この屈辱は迅速に晴らさなくてはならない。が、既に殺されている。死体を嬲なぶってやるのも悪くはないが、その場合、優先順位はがくっと落ちる。

　ウェディンを筆頭とした雑ざ魚こ連中。プキンに刃を向けた無礼は万ばん死しに値あたいする。兎一匹を狩ったくらいで気が晴れるものではない。だが雑魚は雑魚だ。後に回せばいい。

　残るは妖精トコと虹の魔法少女。あの二人が最も優先順位は高い。あのまま戦いを継続するには深すぎる傷を負い、状況判断から一時的に退却をした。判断はけして間違っていないという自負はある。だが、たとえ間違っていなかったとしても、逃げ出したという屈辱がプキンの心を煮立たせているのだ。

　プキンはソファーから腰を上げ、シンクの蛇口を捻って直接口をつけ水を飲んだ。胃と腸から摂取した栄養が全身に巡り、血液が勢いよく循環する。蛇口から口を離し、髪の毛に水を浴びせ、気が済んだところで頭を振るい水を払った。キッチンの入口にかかった鏡にはプキンの姿が映し出されている。その美しさ、姿から伝わる気高さに満足し、水鳥の羽を髪に刺した。

　エネルギーは補給し、優先して狩るべき相手も決まった。結界解除後は反体制派とコンタクトを取るなりするとして、それまではやりたいように動けばいい。

　プキンは妖精が好きだ。拷問をするなら妖精が一番楽しい。身体が小さいのでうっかり失血死してしまわないよう細心の注意を払って爪を剥がし、皮膚を剥き、腹を割る。自分が今取り返しのつかない酷い目に遭っていると知った時、人間よりも、魔法少女よりも、妖精の反応が一番面白い。苦痛に顔が歪んだ時に生じる普段の顔とのギャップは人間は勿論、魔法少女でさえ比べ物にならない。

　最近のマスコットキャラクターは多様性を増し、実体を持たないタイプもいると聞くが、なぜそんなつまらないことをしてしまうのか理解し難い。トコのようにシンプルでクラシックなタイプが最も良い。

　現役当時のプキンは、金を払ってでも妖精の拷問に参加し、妖精を痛めつけ、妖精を斬り刻み、妖精を分解した。生かしたままいじめるために、妖精の生態を、妖精の構造を、書生のように学び、学者のように熟知し、プキンは誰よりも妖精に詳しくなった。

　妖精はエネルギーに満ちている。最高の治療薬であり、強壮剤であり、鎮痛剤である。妖精こそがプキンの傷を完全に癒し、今以上の力を与えてくれるだろう。傷を癒すためにも怒りを晴らすためにもプキンには妖ト精コが必要だ。






☆レイン・ポゥ（残り時間五時間十五分）








　そもそもアパートに戻ってきたのは情報収集のためだった。

　最も脅威とすべき相手を取り除き、敵の戦線は打ち壊した。これにより市内の危険度は下がった。ウェディン達と合流し、更なる安全をという計画は、トコが悪党だったとテプセケメイにさえ露見していたために頓とん挫ざした。ならば情報収集だ。レイン・ポゥ達はどこからどういうルートでトコの悪党ぶりが露見したのかさえ知らない。市内の情報網から取り残されている可能性もあった。

　情報収集と並行して結界の制限時間が終わるまで隠れ潜ひそみ続けるという方針を取ろうと話し合い、といっても話していたのはトコとレイン・ポゥのみだったが、敵の様子を窺いながらアパートにまで戻ってきた。

　三人はアパートの中を探し、ポスタリィがスマートフォンを発見した。レイン・ポゥはポスタリィからスマートフォンを取り上げた。ポスタリィはおどおどとしながらもどこか咎めるような口ぶりで呟いた。

「勝手に見てもいいのかな……」

「別にいいよ、マナーがどうとかいってる場合じゃないじゃん。んで誰のかなっと……芝原先輩か。メールの着信が一件あるね」

「どんなメール？　見せて見せて」

「どうってことないメール。親からだよ。連絡しろって……そっか。そういうことか」

「どうしたの、レイン・ポゥ？」

「魔法の端末は使えない。でも携帯電話が使えないってわけじゃないんだ」

　変身を解除し、三にのつぎ香織に戻ってからコートのポケットを探り、スマートフォンを取り出した。香織のスマートフォンにもメールが届いている。こちらは家族からではない。今の姉は香織の行動を制限しようなどという無謀な真似はしない。

「なんか変なメールが」

　差出人の名前は「名無し」とある。あからさまに怪しい。添付ファイルの類は無い。件名は「緊急の用件」とあった。

「迷惑メール？」

「それっぽいけどよくわかんないな……一応見てみるけど」

　メールを開き、文面を見ると、誰からもらったメールなのかがすぐにわかった。

『魔法の端末に連絡入れてるけど反応ないからこっちにもメールしておくにゃん。魔王パムをやっつけたという話はこちらにも伝わっているにゃん。よくやってくれたにゃん。なでなでしてあげるにゃん。これには臨時ボーナスを出させてもらうにゃん。ただし問題が無くなったわけじゃないにゃん。ピティ・フレデリカが脱走させた剣士のプキンと継ぎ接ぎのソニア、その二人は手段を選ばず滅すべしという過激な一派が外交部門にいるというお話にゃん。脱獄囚のためなら大量破壊兵器を投入するなんて噂もあるにゃん。話をこれ以上ややこしくしないようにプキンとソニアもやっつけてほしいにゃん。これについては魔王パムと同じくスペシャルボーナスを出すと約束するにゃん。遊んで暮らしても人生二回分くらいは繰り返せる額を用意しておきますにゃん。ぜひぜひよろしくにゃん』

　語尾といい、内容といい、香織のメールアドレスを知っていたことといい、雇い主以外ではありえない。

「ボーナス！　素晴らしい響き！」

「相変わらずトコは自分の得になること大好きだね」

「ソニアは始末してあるから残るはプキンだけか。過激な一派がどうこういう話もあるしさ、ここは一つきっちり始末しておいた方がいいんじゃないかな」

「トコはボーナス欲しいだけでしょ」

「えへへ」

「えへへじゃないよ、まったくもう」

　結界が解除されるまで隠れ潜むという方針は変更を余儀なくされた。プキンは排除する。これ以上介入しようという勢力がいるなら、その理由は消しておくべきだ。

　ポスタリィは心配そうに自分の指を揉んでいた。こうなったからには最後まで付き合ってもらおう。レイン・ポゥはポスタリィの背中を叩き、

「心配しないでよ、たっちゃん。いざとなったら私が守ってあげるからさ」

　と励ました。嘘はいっていない。きちんと守ってやるつもりだ。ポスタリィは役に立つ手駒で、いざという時の人質なのだから。






☆ウェディン（残り時間四時間四十五分）








　テプセケメイが戻り、繰々姫と捜査班の二人がやってきて、小さな展望台は六人の魔法少女が詰めて狭苦しくなった。

　生徒たちと再会し、安心した繰々姫が泣き出した。ファニートリックは『先生』という立場の人間の涙に驚いていたが、ウェディンは涙の理由の一端を知っているだけに、きつく眉を寄せた。

　フレデリカ達は紛れもない本物の悪党で、計算高く自己中心的なウェディンでさえ義憤を覚えるほどだ。それに今回は義憤というより罪悪感もある。プキンに操られていたとはいえ、姫野希のぞみ先生の家まで出かけた中にウェディンもいた。思い出すだけで吐きそうになる。

　捜査班がどんな連中かは知らない。だがフレデリカ達と敵対しているというのならきっとフレデリカ達よりはマシだろう。どこかとぼけたところがあった兎耳や、類たぐい稀まれな技量を持ちながら殺人を避けてウェディンを屋上に縫い止めた忍者等、彼女達は理解できるルールの中にいることをうかがわせていた。理解できずルールも無いフレデリカ達より協力できるはずだ。

　捜査班の二人は、学ランが７７５３、とんがり帽子はマナと名乗った。マナは魔法使いに寄り、７７５３はゴーグル等の要素がバトルヒロインに近く、どちらもウェディンの考える模範的な魔法少女像からは外れていた。妙に上の空な７７５３も、五分に一度瓶から錠剤を出して噛み砕いているマナも、いまいち信頼できないというか胡散臭い。それでもフレデリカやプキンに比べればマシであるはずだ。

　捜査班がこの町にやってきたのは「魔法の国」の関係者を殺して回っている殺し屋を捕まえるためで、「その殺し屋はトコの相棒である」という説明は、フレデリカ達が話していた内容を裏付けることになった。

　皆はそれぞれ自分が知っている情報を伝え合った。

「私達の仲間の一人であるキャプテン・グレースがソニア・ビーンに殺されました」

　口に出してから後悔した。せめてもう少し言葉を選ぶべきだった。繰々姫が目を見開いてこちらを見ている。涙もまだ乾いていない。彼女はまだキャプテン・グレースの死を知らされていなかった。フォローしようとしたのか、ファニートリックが先を続けた。彼女にしてもグレースの死がショックでないわけがないのに。

「えっと、暗殺犯はレイン・ポゥっていう魔法少女……らしいです。そこのテプセケメイがレイン・ポゥに半分にされかけたって」

「ポスタリィがメイのランプを飛ばした」

「で、ポスタリィっていう子も暗殺犯……でいいんですよね？」

「元々二人で一人だったのか、それとも脅されているのか知りませんが、現状二人が協力しているのは確かなようです。レイン・ポゥは虹の橋を作り、ポスタリィは物に翼を生やして持ち主に送り返すという魔法を使います」

「ああ、ワゴンが飛んできたやつか……」

「そんなことしてたんですね……」

「机やロッカーが飛んできても避けられるように心構えだけでもしておきましょう」

「メイのランプはきれい」

「プキンとその仲間が暴れたせいか、町じゃ『コスプレの殺人鬼がいる』と噂になっている。そこかしこで人死にが出てパトカーが足りなくなりそうだとか、病院は怪我人でいっぱいになって通常業務が滞とどこおっているとか」

「この格好で人目につけば即通報と」

「そういえばフレデリカから連絡があった。今はプキンに捨てられて別行動だそうだ。水晶玉を返してくれれば協力してもいいといっていたが……誰か持っているか？」

「あ、はい。私持ってます。逃げる時にパクってきました」

「どうする？　協力するか？」

　マナからの問いかけに、ファニートリックと繰々姫が項垂れた。

「……できればしたくありません」

「私も……」

　ウェディンも同じだ。あいつらの顔はもう見たくないし、たとえ一時的にであっても仲間などと呼びたくはない。

「私だって嫌です。損得抜きでもう顔を合わせたくありません」

「メイはどっちでもいい」

「それに水晶玉を返せなどというのは論外もいいところです。あいつに水晶玉を返したらこっちから人質をくれてやるようなもんじゃないですか」

「水晶玉さえあえば結界の外に出してやるともいっていたが、どうする？」

「それなんですが、フレデリカの力なんて借りなくとも大丈夫です。こちらのファニートリックの魔法を使えば結界の外に抜けられることを既に確認してあります。ファニートリック自身は出られないので皆揃って脱出というわけにはいきませんが……外に出て誰かに知らせて助けてもらったりとかできませんか？」

「ならとりあえず市外に出て応援を求めてということもできる、か……どっちにしろ一般市民は安全な場所にいてもらった方がいい。こっちは戦闘要員が粗あら方かたいなくなってまともに動けないし、守れない。結界が切れる時間に拘こだわらず戦力を揃えるべきだろう。魔王パムが殺されるようなヤマじゃ応援呼ぶのも一苦労だろうがな……」

　一般市民というのが誰のことなのかを考え、自分達であるのだと思い当たり、ため息が出た。魔法少女になってたったの一日で自分が一般市民であることを忘れている。






☆ピティ・フレデリカ（残り時間四時間十九分）








　携帯電話を眺め、いじり、回し、待てど暮らせど連絡は入らない。

　水晶玉を返せという要求が相手の安全を脅おびやかすことは知っていた。難しい要求を最初に出して相手に考えさせ、そこから交渉を開始しようという目もく論ろ見みは、恐らくフレデリカが考えていた以上に嫌われていたせいで失敗したのだろう。

　まさか自分を愛され系魔法少女などと思ってはいないが、この分だとゴキブリやドブネズミよりまだ嫌われているかもしれない。繰々姫の父親を殺したのはプキンで、キャプテン・グレースを殺したのはソニア・ビーン、ウェディンを操ったのもプキンで、今回の件を主導しているのはトットポップということになっているが、それを斟しん酌しゃくしてくれる者はいなかったらしい。

　孤立無援で仲間はいない。敵だけは売るほどいる。

　──主人公に似合いの楽しいシチュエーションじゃないですか。

　雑居ビルの屋上に青いビニールシートをかけ、その下で休んでいるという状況は、主人公というよりも落伍者に近かった。行き詰っている。どうにかしてプキンと仲直りするか、水晶玉は要りませんからお力添えさせてくださいと捜査班に頭を下げるか。どちらにせよ水晶玉も後方支援も無しでの単独行動には限界がある。

　と、携帯電話がカタカタと震えた。なんとか交渉できるか、と表示を見てみると知らない番号からかけられている。この電話の本来の持ち主にかかってきた電話か。がっかりし、それでも一応と通話を選択して電話をとった。

「ソチラハピティ・フレデリカ？」

　甲高い声で名前を呼ばれ、フレデリカはコメカミに中指を当てた。合成音声か、ボイスチェンジャーか。電子妖精タイプのマスコットキャラクターということも考えられる。

「はい。こちらはピティ・フレデリカです。どちら様ですか？」

「キミノミカタダヨ」

　何者なのか。なぜこの電話番号を知っているのか。全てを飛ばして仲間だよと囁く謎の声。なんと怪しく、なんとフレデリカ好みだろう。

「イマ、キミガドウスベキカ、ドコヘイッテドウタチマワルベキカ、ボクガシジヲダシテアゲルヨ。タダシイホウニミチビイテアゲル」

「……トットポップのスポンサーさんですか？」

「ソウカモシレナイシ、ソウジャナイカモシレナイ」

　革命派のパトロンならもっとストレートに命じればいい。その権利がある。それにフレデリカの持っている携帯の番号を知っているという理由がわからない。この携帯電話はさっき通行人から奪い取ったばかりのものだ。どういう経けい緯いで知ることができるのだろう。

　よほど酔すい狂きょうで芝居じみた真似が好きなパトロンなのだろうか。それならわかる。フレデリカも酔狂で芝居じみた真似は好きだった。

「まあ、どっちにせよ行き詰っているんです。選択肢もそう多くはないでしょう」

「ジュンビハデキタ？　ハヤクシテネ」

「そう急かさないでください。やっと仲間ができた喜びに打ち震えているところですよ」

　利用されようとしている。行き詰っている状況下で拒否する選択権を持たないというだけでなく、こいつになら利用されても面白そうだ、という心境になりつつあった。

「ずっとあなたに従わなければならないのでしょうか？」

「ズットナンテイワナイ。ホンノチョットダケキョウリョクシタイダケダヨ」

「ふむ」

「ソレニネ。コトワリヲイレタヒトタチモキットキミトトモダチニナリタガルハズサ」






☆７７５３（残り時間三時間五十八分）








　髪型が崩れているような気がして頭に手をやると布地に触れた。帽子のそれとは感触が違っている。マフラーの残骸が髪にくっついていた。リップルから借りたマフラーはすでにボロボロに破れてしまっている。もう返すことはできない。

　皆が真剣に論じ合っているのを上の空で聞いていた。

　マナは羽菜を失い、かえって冷静になっているように見えた。もはや、面子にかけても自分の班で犯人を捕らえるという風ではない。ただの被害者でしかない中学生達を逃がし、時間がかかってもいいし自分が拘かかわらなくてもいいから応援を呼ぶという考えに傾いている。

　昨日までごく当たり前の中学生だったのであろう魔法少女達も気丈に話し合っていた。

　友人が目の前で殺された中学生の女の子。国語の先生は父親を殺された。トコに騙され、仲間の中に裏切り者がいた。脱獄囚に捕まっていつ殺されてもおかしくなかった子もいる。自分の都合だけで押し潰されてもおかしくはないのに、こうしたらどうだろう、ああしたらどうだろうと話し合っている。自分のためだけではなく、皆のために話している。

　羽菜は殺された。胸を刺され、ゴーグルを通して見なくてももう限界なのは一目瞭然で、なのに倒れる直前まで戦おうとしていた。

　魔王パムは羽菜を逃がし、殺された。自分のことだけを考えていたら羽菜の安全まで考えるわけがない。他人のことを考えて行動し、殺された。

　マフラーの切れ端を掌の中に入れてぎゅっと握った。リップルも殺された。

　７７５３は生きている。なにからなにまで上司の指示に従って汲きゅう々きゅうとしている。いわなければならない情報を自分の胸に留めて誰にもいわず黙っている。上司がそうしろといっているからだ。なぜ上司に従っているのか。日銭のために魂を売り渡している。労働とは常にそういうものだ。７７５３に逆らう術はない。

　７７５３はマフラーの切れ端を強く握った。

　ゴーグルには次々とメッセージが表示されていく。




　外交部門の暴走が他の部署でも囁かれている。

　既に大量破壊兵器の準備は終わった、結界がある内に使うという噂まで出ている。

　ファニートリックが逃がしてくれるというならその話に乗れ。

　君がそこに居たからといってなにが出来るというわけじゃない。

　君は人事担当であって戦士でも捜査官でも暗殺者でもない。

　戦えない者が逃げて誰が咎めるというのか。

　今から緊急会議がある。当分の間返事ができなくなる。

　会議で、大量破壊兵器の使用が真実か確かめてくる。

　真実であれば全力で止めるが、それでも保証はできない。

　だから逃げることを最優先にするように。




　７７５３がファニートリックの魔法で逃げる。外交部門が大量破壊兵器を使用する。Ｂ市はどうなる？　跡形も残らない。「魔法の国」が暗殺者を殺すために町を一つ潰す。天災だったということにして魔法で人々の記憶を書き換えれば、きっとそれはもう事実になってしまうのだろう。それが「魔法の国」だ。

　７７５３が黙っていれば誰も知らないままでいられる。責める者はいない。

　展望台からは街並みが一望できる。Ｂ市の一部でしかないが、それでも７７５３の視界内には収まらないくらい広い。田舎の割に人は多いな、と思った。釣りの老人は今日も池で釣り糸を垂らしているだろうか。今日の釣ちょう果かはどうだろう。美容院には行ってみたかった。入り組んだ路地が多いのは城下町だったからだろうか。商店街はシャッターの下りた店が多い。駅前のパチンコ屋は駐車場が無む暗やみに広かった。割れたままになっている街灯、ひび割れたままのアスファルト、曲がったままのガードレール。しょぼくて寂さびれていて不景気で嫌な思い出ばかりなこの町が、なにもかも壊される。

　逃げろという上司の指示はきっと間違っていない。もう戦える魔法少女はいない。魔法使いのマナ、人事専門の７７５３、それになったばかりの新人四人。どうせ戦っても勝てはしない。市外に逃れ、そして、この町を見殺しにする。

　７７５３はマフラーの切れ端を固く握り締め、拳を額に当てた。

　どうするべきだろう。こんなことを考えたりしないで与えられた命令のまま動けばいい。上司に逆らえば、もはやサラリーマンではいられない。二度と給料をもらうことなく魔法もなにもない世界に放り出される。このまま指示に従っていれば、誰も７７５３を責めたりはしない優しい場所に居続けることができる。

　頬に布が当たった。マフラーの切れ端が風に靡なびいている。

　いつからこんな生き方をするようになったんだろう。目先の給料のために、大勢の人が殺されても黙っていた方がなんてどうして考えられるんだろう。こんなのは魔法少女じゃない。サラリーマンでもない。腐ったゴミだ。

　小学生だった七なな谷や小こ鳥とりはキューティーヒーラーに憧れていた。自分もキューティーホワイトのような可愛らしくて心の強い正義の魔法少女になるんだと皆に宣言していた。

　７７５３はゴーグルを外した。

「皆さん。お話ししていなかったことがあります」

　覚悟を決めてマフラーを握る。過去の自分に、というわけにはもういかない。だったら、せめてリップルや羽菜や魔王パムに恥ずかしくない魔法少女でありたい。

「魔王パムという決戦兵器を失ったことで外交部門が暴走しているという噂があるそうです。結界が解除されるまでに犯人を捕らえることができなければ、この町に大量破壊兵器を投入するのではないか……と囁かれているそうです」

　皆が７７５３を見ている。もう後戻りはできない。７７５３は皆を見返した。山鳥がどこかで鳴いている。長い長い鳴き声が終わる前にマナがゆっくりと立ち上がった。

「魔法の端末は壊れているはずだ。なんでそんな情報が流れてくる」

「ゴーグルを使って上司からのメッセージを受けていました」

「……なんだそれは」

「プキン達の情報も、魔王パムを警戒して手を組もうという申し出も。全て上司から出された指示によるものです」

　マナは、どん、と大きく足を踏み出し、７７５３の胸倉を掴んだ。

　誰かが悲鳴を噛み殺した。

「よくよくのクソだな！　お前を信じて死んだ羽菜は死に損だ！」

　７７５３は胸倉を掴まれながらマナを見た。今まで見てきた中で一番怒っている。

「申し訳ありません」

「謝罪など聞きたくもない！」

　マナに続いてウェディングドレスの魔法少女が立ち上がった。

「ちょっと待ってどういうことですかそれ。大量破壊兵器って」

「暗殺犯ごとこの町を潰す、という計画があると」

「ふざけないでください！　馬鹿にしてんですか！　なんなんですか！　何様ですか！」

　ファニートリックが、泣いているような笑っているような、やっぱり泣いているような表情で「意味がわからない」と呟き、頭を抱えた。繰々姫は真っ青になって呆然としている。ウェディンは叫んだ。

「『魔法の国』なんでしょう！　夢とファンタジーなんでしょう！　馬鹿じゃないですかあんたら。なんで上手くいかないからって他人巻きこんで全部ぶっ壊すってことになるんですか。そんなの巻きこまれる方が納得いくわけないじゃないですか。魔法少女なんでしょう？　誰よりも優しくて誰よりも可愛くなければいけない魔法少女なんでしょう？　ろくでなしばっかじゃないですか。プキンもフレデリカも『魔法の国』も。魔法少女のファンになんてならなければよかったですよ！　アニメも漫画も見るんじゃなかった！　あんなの嘘ばっかりしかない！　本物はクズだけじゃないですか！」

　ウェディンの言葉は途中から泣き声になり、嗚咽に身体を震わせた。激昂していたマナも唇を噛んで俯いている。７７５３はマフラーの切れ端をより強く握った。

　マナがゆっくりと７７５３の襟から手を離した。

「その通りだよ。クズばっかりだ。私もお前達も……外部からの協力者が部門の利益のためだけに動いているのは予想がついてたことだ。政争がやりたいなら勝手にやってろ」

　マナの言葉は、自じ嘲ちょうでもあり、諦あきらめでもあった。７７５３を信頼してしまっていた自分自身のことを馬鹿だったといっている。怒鳴られるよりよほどこたえた。

「妙に事情通だと思っていたが、そういうカラクリがあったとはな」

「……すいません」

「だから謝るな。ここまで黙っていたのは業ごう腹はらだが、不利益を蒙こうむったわけではないし、むしろ助けられた部分もあることは事実だ。それでチャラにしてやる」

「……はい」

「ただし、これ以上邪魔をするな。ここからは私一人の仕事だ。７７５３、中学生どもを連れてこの町を脱出しろ。私は悪党どもを排除する」

　なにをいっているのかと見返した。マナは真っ直ぐこちらを見ている。その目は覚悟を決めていた。本気でどうにかするつもりだ。どうにかなるわけがないのに。

「無理に決まっているでしょう」

「もう時間がない。応援を要請しても、結界が解除されるまでに間に合うかどうかもわからん。フレデリカに協力を求める。ファニートリックを含めた全員を外に出す。それからあいつを引きこんで二人がかりでどうにかする。刺し違えてでもどうにかしてやる」






☆ピティ・フレデリカ（残り時間三時間四十五分）








「サアジュンビハイイカナ」

「準備はいいんですが……これってどういう意味があるんですか？」

「ソウイウノハキニシナクテイイヨ」

「わざわざこの場所で、という理由もあるんですよね？」

「ダカラキニシナクテイイッテバ」

　ビジネスホテルの屋上から下界を見下ろす。もう昼過ぎということで通勤通学の時間帯ほど人通りはない。車の通りはそれに比べるともう少し多い。駅前の方でガス管かなにかの工事をしているらしく、片側交互通行で多少混雑している。

　フレデリカは携帯電話を屋上の片隅に置いた。これからする仕事を考えると持っていかない方がいい。うっかり壊れてしまったら困ったことになるだろう。

　それにしてもこの電話の相手はいったいどこの誰だろう。奪ったばかりの携帯電話番号を知っていて、それを使っているのがフレデリカであるということもしっかりと把握していた。なんらかの魔法を使っているのだろうが、思い当たる相手がいない。

　使われる身としても誰にどんな理由で使われているのかくらいは知っておきたいものだ。

「ダイジョブダヨ。ワルイヨウニハシナイカラ」

　まるで心の内を見透かされたようで気味が悪く、この気味悪さがなんだか楽しくてフレデリカは肩を震わせくっくと笑った。どうせ使われるならこういう相手の方がいい。

「それは心強い。期待しておきますよ」

　通話を切ってビルの壁を駆け下りた。

　速度を維持しながら直角に進行方向を変更、信号待ちの中型トラックに蹴りを入れて横に倒し、その後ろの軽自動車の扉を剥はがして中の運転手を引っ張り出し、ひょいと放り投げた。軽自動車の前で信号待ちをしていたタクシーの運転手が、転がり出て逃げていく。フレデリカは軽自動車をがっしりと掴み、持ち上げ、溜めの時間を作ってからタクシーに叩きつけた。粉々に砕けたガラスが四方へ飛び散った。

　とにかく目につく端から車に対して攻撃し、破壊する。バンパーをねじ切り、フロントガラスを叩き割り、ドアを剥ぎ取った。走りながら三台続けて横腹を蹴り飛ばし横転させ、四台目の軽トラックを今度は横回転でコンビニの入口に放り入れた。エンブレムが眩まばゆい高級外国車は特に念入りに破壊しておく。

　悲鳴と怒号とガラスの割れる音が飛び交う。Ｕターンしていく自動車、あるいは自動車を捨てて走る人、誰もが全力でフレデリカから逃げていく。

　大怪獣の気分で大変に気持ち良い。しかしここに居座るわけにはいかない。警察だろうと自衛隊だろうと来るなら来ればいいが、それ以外が来れば──

　──ああ、そういうことか。

　騒ぎが起きれば魔法少女が様子を見にやってくるだろう。近くにいる危険な魔法少女同士が出会うこともあるかもしれない。自分がなんのために暴れさせられているかを理解し、命令を下した相手の性格の悪さが知れた。

　愉快な気分を胸に秘めてフレデリカは現場を離脱し、去り際さらに三台を横転させた。






☆レイン・ポゥ（残り時間三時間三十分）








　騒ぎを聞きつけホテルの上まで駆けつけた時には既に犯人は消え、犯行の結果のみが下界に広がっていた。誰かが暴れたのは間違いない。自動車が何台も横転し、叩きつけられ、店の中へ放りこまれたものまである。こんなことができる者は魔法少女以外にいない。

　とはいえ、捜査班や中学生達がこんなことはしないだろう。該当しそうなのはプキンかフレデリカだ。この暴れ方はいかにも感情任せで駄々っ子がわあわあと泣きながら暴れたようではある。陰いん険けんで卑怯で狡こう猾かつな魔法少女として知られるフレデリカのキャラクターには「八つ当たり」も「駄々っ子」も似合わない。

　──プキンか。

　流れ出たガソリンに引火したのか、車が一台、ぼん、と吹き飛んだ。

「ポスタリィは後ろ見てて。トコは上お願い」

　情報によると、プキンの攻撃は掠っただけでもゲームオーバーだ。パム殺害後、傷を負わせたとはいえ、深追いしていたら危なかったところだ。感覚を研ぎ澄ませ、どこから敵が襲いかかってこようと対処できる態勢を作る。この惨状を見るにプキンの怒りは相当なものだ。それがレイン・ポゥに向けられるとなれば油断などできようはずがない。

　ポスタリィと背中を合わせ、トコは頭の上にいる。どちらも戦闘面ではそれほど信頼できるわけではないが、注意させておけば全く役に立たないというわけではない。

　ビルの上からゆっくりと身を乗り出して見下ろす。人影は無い。皆、逃げたというわけか。警察なり消防なりが来るとしてもまだ時間がかかるだろう。他所で暴れた魔法少女がダースでいたためそれだけ仕事量が増えている。市外から応援を頼むとしてもすぐにというわけにはいかない……「魔法の国」と同じ──

　レイン・ポゥは横っ飛びに跳び、背後へ身体を向けた。ポスタリィの背中越しに剣士風の魔法少女が目に入った。強烈な殺気がこちらに向けられている。ポスタリィが尻餅をつくようにへたりこんだ。剣を心臓に突き入れられたような殺気だ。デビューしたばかりの新人に耐えられるようなものではない。

　トコは頭上を逆方向へ逃げていく。彼女は自分がどう動けばいいかわかっている。

　レイン・ポゥはプキンに虹を向け、ビルの上に幾本もの虹の壁を立てた。リップルと違って飛び道具がホーミングしてくるわけではない。相手はどんなに素早いといっても剣で直接攻撃をしてくる。移動を阻害するだけでも意味は大きい。

　プキンは前後左右から殺到してくる虹を避け、かわし、右手の細剣と左手の小剣で打ち払った。風に流れる髪の間から垣間見えた口元は笑みを浮かべている。

　レイン・ポゥは身構えた。プキンの笑みを訝いぶかしみながらも攻撃の手は緩めなかった。暗殺者に緩手は無い。

　鋭い剣捌さばきで虹を受け流し、別の虹にぶつけ、下から伸びた虹は蹴り飛ばし、空中で一回転して屋上の柵から身を躍らせ姿を消した。笑みを見た時の違和感が、ざらついた感覚を伴ともなって蘇よみがえる。感覚を思考より重んずべき盤面は多い。プキンが騒ぎを起こした理由があるとすれば、それはレイン・ポゥを誘い出したかったからか。

　絶対に油断するな。決して油断するな。なにがあろうと油断するな。

　自分にいい聞かせ、ポスタリィの襟えり首くびを掴んで強引に立ち上がらせた。レイン・ポゥと、接近戦主体であるプキンとの相性は悪くない。どれだけ相手が俊敏で剣先が鋭くとも、近寄らせないことはできる。だがプキンにしてもそれは知っているはずだ。知っている上で誘い出したならなにか罠を仕掛けているかもしれない。たとえばフレデリカだ。まだ姿を見せてはいないが、プキンとの挟み撃ちを狙ってくるのかもしれない。ホテルに爆弾を仕掛けてタイミングよく爆発させるといったことも考えられる。

　口ではいくらでも相手を挑発する。本当に甘く見るようなことはけしてしない。

　震えるポスタリィを脇に抱え、ホテルの屋上から予備校のビルに飛び、虹の上を駆けた。糸よりも細いミクロン単位の虹を周囲に張り巡らせて攻撃を警戒しておく。いざとなればポスタリィに合図し、懐に貼りつけてある玄関マットを飛ばして、それに捕まって逃げる。だができれば逃げるよりもここで始末しておきたい。スペシャルボーナスというだけでなく、プキンにしろフレデリカにしろいなくなってくれればそれに越したことはなかった。

　感覚全てを攻撃の感知に回した。どこからなにがあろうとも対抗できるように警戒し、上空からトコの悲鳴が聞こえたことで集中力の糸が切れた。見上げるとトコが黒い群れに襲われていた。カラスだ。嘴くちばしで突かれ、爪で引っかかれ、トコが悲鳴を上げて逃げている。虹を使って追い払おうとし、トコまで傷つけてしまわないかと逡しゅん巡じゅんした。僅わずかに迷う隙にカラスの群れに人影が飛びこみ、トコを攫さらってビル屋上の縁に立った。

「飛び道具を使う相手と戦う時は妖精を懐に入れる。相手に飛び道具と飛行手段が無ければ妖精を上空へ逃がす。合理的だがそれだけに読みやすい」

　プキンがトコを掴んでレイン・ポゥを見下ろしていた。逆光の中にあって表情は見えず、だが声の調子で笑っていることが窺い知れた。こころもちゆっくりめに話しているのは、こちらの英語理解力に気を遣ってくれているのかもしれない。

「カラスの群れをコントロールするにはリーダーを操ればいい。簡単だろう？」

　レイン・ポゥは内心で舌打ちし、それを顔にも声にも出さず、逆にプキンを嘲あざ笑わらった。頭の中で一度英語に変換して侮辱するというのは思ったより骨が折れる。

　脇に抱えたポスタリィが震えている。その震えが逆に落ち着かせてくれた。

「そんなやつ捕まえてどうすんのさ。極悪非道のプキン大先輩、人質取るならもっと意味のある人選した方がいいっすよお？」

「ちょっとレイン・ポゥ！　あんたにとってわたしは恩人でしょ！」

「べっつにぃ？　正直鬱陶しいなって思ってたしぃ？」

「やめて！　変なことしないで！　まだ死にたくない！　プキンのいうことに従って！」

「やだよそんなの。トコもそこはほら『わたしに構わず敵を討て』くらいはいおうよ」

　トコを見捨てる気などない。トコもそれはわかっていて合わせてくれている。右手の剣を振り回し、左手のトコを腹に当て、プキンは楽しそうに笑った。

「いやはや！　素晴らしいではないか！　拷問に耐えられず友を売るなどということを飽きるほど見てきた我輩だが、ここまで麗うるわしい友情は初めてだぞ！」

　プキンは心底からおかしくて腹を抱え笑っていたのだろう。本気で笑うということは、それだけ油断をしているということでもある。

　トコは大声でレイン・ポゥといい合い、大きく口を開け、手袋に包まれたプキンの指先にがぶりと齧かじりついた。プキンはくぐもった叫びを漏らしながら左手を押さえようとし、トコは握力が緩んだ隙を突いて指の間から抜け出した。レイン・ポゥの方へ全速力で飛んだ。プキンは剣を振るうが、痛みのせいか慌てているせいか、動きが鈍っている。

　レイン・ポゥは虹を出して剣を受け止めトコをカバー、さらに追撃の虹を放った。プキンはホテルの屋上、レイン・ポゥからは見えない位置に転がっていった。トドメを刺すなら今だ。

　レイン・ポゥは虹の上を駆け上のぼって途中でトコと合流し、懐にトコを入れた。

「カラスに襲われるってホラーゲームっぽい体験したね」

「もう二度とごめんだわ、あれ」

　トコを懐に、ポスタリィを脇に抱え、レイン・ポゥは虹を駆け上ってホテルの屋上に戻る。プキンは反対側の手摺りの上に立っていた。

　またそこから下に飛んで逃げる気か。今度は逃がさない。

　虹を空中に出してプキンの動きを捕捉させる。レイン・ポゥはさらなる虹を生み出そうとし、胸にちくんとした痛みを感じて動きを止めた。針の先でつんと突いたくらいのほんの小さな痛みだ。

　胸元に目をやった。そこにはトコがいるはずだった。なのにそこにいるのは左手だった。

　──左手？

　誰かの左手が伸びている、というのではなく、左手が単独で胸元にある。切り落とされたわけではなく、血も流れていなければ冷たくなってもいない。熱をもっていて温かく、それどころか動こうとしているのを捕まえ、叩きつけた。

　──フレデリカか。

　トコから教えられたフレデリカの魔法だ。レイン・ポゥはすかさず虹を走らせて左手を真っ二つに斬り割った。血しぶきを飛ばし、痙攣している左手を踏みにじる。水晶玉の中に手を入れれば水晶玉に映し出している景色の中に介入できるのだと聞いている。つまりそれによってトコを攫ったということだろうか。まるで気配に気づかず、あっと思った時にはトコがいなくなってそこには左手があった。

　注意を促そうとポスタリィの方を向き、レイン・ポゥは身構え、虹を走らせた。ポスタリィがいない。そこに立っているのはポスタリィではなく、剣を抜いたプキンだ。壁として虹を立て、さらに全方向から虹に襲わせた。完全に細剣の間合いだったのに、なぜかプキンは棒立ちのまま回避も攻撃もしようとせずに虹を受け、ズタズタに斬り裂かれてばったりと倒れた。

　喜びや高揚感よりも不可解さが先に来た。プキンはレイン・ポゥの後ろを取っていた。その気になればいつでも殺せたのではないか。なぜ攻撃をせず、レイン・ポゥが気づくまで棒立ちになって待ち、気づいた後も動こうとせずただ殺されたのか。

　それにポスタリィはどこに消えた。レイン・ポゥは神経を周囲の動きに集中させる。屋上に両手をついた。震動、湿度や温度、空気の動き、音、全てを感知する。トコはフレデリカに攫さらわれたとしても、ポスタリィが勝手に動くわけがない。プキンがなにかをした、というのならここで殺される理由がない。プキンでもフレデリカでもない何者かに攻撃をされているのだろうか。

「自力で逃げてきた人質相手なら油断をするものではないかな」

　プキンの声が耳に届き、振り返ったがプキンは倒れたままぴくりとも動かない。虹によって斬り刻まれ、血が流れ続けている。

「君の大事な妖精は、捕まった時既に傷をつけられ我輩の味方になっていた。君と大声でやりあったのも、我輩の指を噛んで手から逃れたのも、全ては我輩の指示に従ってやったことに過ぎなかった。警戒を緩めない君に一撃を入れるため、胸元にスパイを送りこむ。妖精には小さく折った剣の先を握らせておいた。我輩の命を受けた妖精が君の胸をちくりと刺し、今度は君が我輩の魔法にかかって認識を誤っている」

　得意げに話すプキンの声が聞こえる。なのにプキンは倒れている。死んでいる。

　──トコに？　刺させた？　なにをいっている？

「我輩の魔法により君は認識を誤っているといっているだろう。正しい視点でなにをしたのかなにが起きたのかをしっかりと見てみたまえ」

　パチン、と耳元でなにかが鳴った。レイン・ポゥの視界が歪み、戻る。ズタズタにしてやったプキンが酒己達子になった。出血量や傷の位置はまるで変わらない。フレデリカの左手は真っ二つに斬り割られたトコになった。

　レイン・ポゥは、ごく冷静に「ああ、そういう風に間違えて見ていたんだな」と認識を改め、今の自分が妙に落ち着いていることを訝しんだ。頬を指で拭うと血がついている。

「魔法をかけ直しておいた。これで君は我輩の従僕だ」

　なるほど、と納得した。道理で落ち着いていられるはずだ。すぐ傍そばの鉄柵に寄りかかってプキンが立っている。認識できていなかったのもプキンの魔法だろう。

　プキンは爽やかな笑顔を浮かべて前髪をかき上げた。

「では最初の命令だ。その二人をでき得る限り惨むごたらしく刻め」

　レイン・ポゥは虹を出した。プキンの命令に逆らうなどと思いもしない。従うのは当たり前だ。冷静に虹を出し、その刃先を達子とトコの死体に向けた。

　レイン・ポゥは二人のことを思った。頭の中は冷え冷えと冴え、自分が今まで二人のことをどう思っていたのかをきちんと理解している。

　トコがいなければ今でも姉の奴隷だったろう。自分勝手で悪党で我わが儘ままな妖精が「あんたの才能なら世界取れるよ」と喜んでいた。トコがいたからここまでこれた。感謝してもしきれるものではない。一緒に笑ったり喜んだりできる生まれて初めての相手だった。

　ポスタリィがレイン・ポゥを助けてしまったように、レイン・ポゥもポスタリィを殺せなかった。本来は不確定要素として魔王パムに攻撃する前の段階で殺しておかなければならなかった。どうしてもそれができず、人質にすると自分に対する理由づけを作って放置した。殺そうと思うことがどうしてもできなかった。

　──だがもうなにもかも終わったことだ。

　虹を使い、二人の死体を斬り刻んだ。プキンが満足するまで細切れにする。

　プキンは笑った。

「安心しろ。事が終わったら君の全てを元に戻してやる。友を殺した思い出を胸に抱いて我輩に殺されるがいい。お前はそれで初めて許されるのだ、下郎」





[image: ]









☆ウェディン（残り時間三時間四十分）








「無理でもやるしかない」

　７な７な５こ３さんがマナの手を取った。

「私も残ります」

「もう邪魔をするなといったはずだ」

　マナがすかさずその手を払いのける。

「邪魔はしません」

「いるだけで邪魔になるんだよ」

　マナは本気だ。嘘うそ偽いつわりではなく一人で片付ける気だ。

　ウェディンの思考と感情が、ぐるぐるぐるぐると堂々巡りで渦巻いている。ついさっき、ウェディンはみっともなく喚わめいて、「魔法の国」を、７７５３とマナを責め立てた。

　持っていた憤りの全てをぶつけても、頭の中の澱よどみは無くなりはしなかった。それにウェディンは、それが全て自分に返ってくることを知っていた。魔法少女が憧れに足らないものであれば、自分自身が規き範はんとなればいい。ウェディンもまた魔法少女なのだから。

「だったら……せめて私達に協力させてください」

　ウェディンの口から言葉が零れた。本心だったが、それでも口にすると冷汗が出た。

　マナは首を横に振った。

「素人に毛の生えた新米が何人集まっても足手纏いになるだけだ」

「馬鹿にしないでください」

「馬鹿にしているわけじゃない。事実なんだよ、それが」

　この町が壊される。十数年間生きてきた全てが無くなる。

　勉強を教えてあげたクラスメイト、美み弥ねを評価してくれた担任の先生、点取り虫と陰口を叩いていた生徒、学校、全部無くなる。元気に挨拶ができて偉いねと幼稚園の頃から同じ文句で褒めてくれる近所のお婆さん、小さい頃頭をぶつけて大騒ぎした雲うん梯ていがある児童公園、一人になりたい時使っていた個室のある図書館、美弥の家。全部無くなる。

　自分がすべきこととできることを知った上で逃げる。それはリーダーがすることではないし、憧れ続けてきた魔法少女がすることでもない。中学生になってもアニメの視聴だけはやめなかった。そこに魔法少女がいたからだ。今も魔法少女はいる。ここにいる。

　ウェディンは振り返った。

　ファニートリックは嗚咽に肩を震わせている。繰くる々くる姫ひめは呆然自失としていた。ウェディンはこの二人に命令を下すことができる。私についてこい、一緒に戦おう、この町を救うことができるのは私達魔法少女だけだ、と。だがそれは自分と一緒に死ねというのも同じではないだろうか。地獄についてこいというのとなんら変わらない。

　死。死ぬ。殺す。殺される。

　ウェディンは顔を上げ、テプセケメイと目が合った。テプセケメイは一人いつもと変わらぬ無表情で腕を組み足を組みして宙に浮いていた。

「ウェディン」

「な、なんですか」

「命令はまだ？」

　皆がウェディンを見ている。ウェディンがなにをいうのか耳を傾けている。胸を手で押さえた。苦しい。掻き毟むしりたい。

　リーダーならどうすべきか。死にたくない。怖い。町が壊れるなんて嫌だ。大切な物も大切な人もなにもかも無くなるのなんて絶対に嫌だ。怖い。助けて。

　強い思いや弱い思いが浮かんでは消えていく。喉の奥を押されているようだ。この苦しさからどうすれば解放されるのだろうか。ウェディンは口を開いた。

「まずは頭を冷やしてください。物理的にではなく精神的に、ですよ。落ち着きを失くしていると良い考えが思いつかないものです。その上で、自分で決めてください。私からは何も命令はしません」

　繰々姫、ファニートリック、テプセケメイの順に顔を見た。

「私は──決めました。マナさんに反対されようと、ここに残って戦います」






☆ファニートリック（残り時間三時間三十二分）








　佳か代よは見通せない暗闇の中、たった一人で泣いていた。誰も助けてくれない。言葉を投げかけてくれる者もいない。悲しくて苦しくてなにもしたくない。耳を塞ぎ目を瞑って泣いていれば、きっといつか嵐も過ぎ去ってくれる。町が無くなるなんて嘘だ。

　なにも聞きたくない。なにも見たくない。そもそも魔法少女になんかなりたくなかった。佳代以外の皆が喜んでいて、それに引きずられただけだ。魔法少女なんて信じられるわけがない。いていいものじゃない。大量破壊兵器なんて嘘っぱちだ。

　全てを拒絶し頭を抱えて震えていた佳代の中では、芝しば原はら海うみが怒鳴っている。

　──バッカじゃないかしら。迷う余地なんてないのに。

　無責任な発言にムッとし、反論をした。

　──海ちゃんはいっつもそんなこといってるけど今は本当に大変なんだよ。

　──本当に大変だからいいんじゃない。

　──不謹慎だよ。

　──魔法少女に不謹慎なんてないもの。燃えるシチュエーションってだけでしょ。

　──シチュエーションって、あのねえ。そんなことで……。

　──あんたさ、連中の隙をついて逃げ出して、それだけで満足してんじゃないでしょうね？　やめなさいよ、そういうの。

　──海ちゃん……。

　──あたしに勝ちたいんじゃないの？　あたしが勝てなかった相手をやっつけたら、あんた、あたしに勝ったことになるのよ。

　ずっと海の後ろを歩いていた佳代が。海に、勝つ。

　──でもさ。

　──でもじゃない！　しっかりしなさい！

　声は無責任にいい放ち、ファニートリックの尻を蹴り上げた。ファニートリックが目を開くと、すぐそこにウェディンがいた。

　ファニートリックは頭を抱えたままで「私も戦いたい」と呟いた。どこかで誰かが「もうちょっと格好つけていえばいいのに」とぼやいた気がした。






☆繰々姫（残り時間三時間三十二分）








　もうなにも考えたくはなかった。次から次に問題が起こって、それが解決される前にまた次の問題が発生する。教師としてのプライドなどもう無い。誰にも解決できない問題は、教師にだって解決できるわけがない。

　父も、もう、いない。誰もいない。帰るべき家もこれから壊されてしまう。夜泣きが激しい赤ん坊に悩まされている隣りん家かも、亭主が勤めていた工場が廃業して就職活動をしている向かいの家も、父を失った希の家も、全て壊される。

　抗あらがえない。ただ通り過ぎるのを待つだけだ。教師としても生徒を守れず、娘としても父を守れず、魔法少女としても町を守れなかった。なにもできなかった。きっとこれからもなにもできない。する意味を失った。

　動かなければならないのだろうか。他の誰でもない繰々姫が。なんのために。もう家族はいない。教師として働く気も失せた。魔法少女なんてまっぴらだ。

　なぜか父を思い出した。傘を持って駅に迎えに行った時、雑踏の中にいた父をすぐに見つけることができた。目立つ顔立ちではないし、格好も平凡なスーツでどこにでもいそうな勤め人風なのに、「あ、あそこにいる」とすぐに見つけた。希はそこで自分の童顔は父譲りだということに気がついた。子供のようなおっさんだとくすくす笑い、父はそれを不思議そうな顔で見ていた。

　希は麦茶を作ったことがないのに、冷蔵庫から麦茶が切れたことがなかった。麦茶の残りが少なくなると父が麦茶のパックを薬や缶かんに入れて沸かしていた。請われたわけではなく、希が麦茶を好きだと知っていて、それでいつも補充してくれていた。

　父はもういない。殺された。奪われた。その理不尽さから目を背そむけ、自分は無力だ、自分はなにもできないと念仏のように唱えていた。腹の奥底からドロドロに溶けたマグマが湧き起ころうとしている。これは、怒りだ。なんで父が殺されなくてはならない。どうして町が破壊されなければならない。

　黙って背中を押してくれる人はもういない。繰々姫は自分の力で立ち上がった。

「私もやります。やらせてください」






☆マナ（残り時間三時間二十八分）








　ウェディンが宣言し、ファニートリックが頷き、繰々姫もやらせてくれと申し出た。テプセケメイは自分がやるのは当然ではないかという顔つきで漂ただよっている。

　マナはどうすべきか。一般人を連れていくわけにはいかないという思いが消えない。

「……ダメだ。なったばかりの魔法少女なんて戦力にできない」

　７７５３が再びマナの手を取った。今度は振り払わない。

「私の上司は……お前は人事担当であって戦士でも捜査官でも暗殺者でもないといいました。戦いには向いていないから戻ってこいと指示しました。ですが、人事には人事の戦い方があるんです……一時間ください。一時間あれば、私のゴーグルで皆さんの可能性を発掘してみせます」

「可能性？」

「魔法少女はなった瞬間から自分の魔法というものをなんとなく理解しているものです。ですがそれはあくまでもなんとなくでしかありません。普通は自分の魔法の制限、限界、応用等を実地で使いながら学んでいくんです。皆さんにはその経験がありません」

「だったら」

「私のゴーグルを使います。魔法を分析して皆さんをベテラン並にしてみせる」

　７７５３の手がどうしても振り払えない。ウェディンも繰々姫もファニートリックもテプセケメイも、全く退ひく気が無い。マナは彼女達から目を逸らし、足元の土を蹴った。

「……アイテムがいくつか残っている。それを分ける」

　煙幕弾、杖、その他をバラバラと転がした。

　マナは顔を上げ、ウェディンを指差す。

「フレデリカと交渉をしてもらう。お前の魔法を……約束を使ってフレデリカを利用しよう。フレデリカのようなクズであろうと戦えば強い。我々の内の誰よりも、だ」






☆ピティ・フレデリカ（残り二時間五十六分）








　断りを入れた人達も、きっと友達になりたがるはずさ。

　フレデリカに「お願い」をした怪しい声はそういっていた。奇妙なことに、フレデリカはそれを信じていた。あれは「自分は使えるやつアピール」ではないかと思っている。ただ命令するだけではない、自分はこういうことを教えてあげるよ、という彼もしくは彼女なりのフレデリカに対する訴えだ。

　人工音声であろうと、潜ひそませてある意は汲み取れるものだ。フレデリカを騙そうとしているわけでもなく、いい加減な気持ちで慰めているわけでもない。

　フレデリカが逃げてから少し時間を置き、声は行動の結果を教えてくれた。即ち「プキンが勝利し、ポスタリィとトコが殺害され、レイン・ポゥが操られている」という現状だ。これはアピールではなく行為に対する報酬なのだろう。もたらされた結果はフレデリカの予測の範はん疇ちゅうにあり、これまた嘘ではないと考えた。

　それ以来電話は鳴らなくなった。

　フレデリカは携帯電話を前にしてじっと待った。ビニールシートの下で座禅を組み、時の流れに身を任せ、ただただ無心に待ち続け、携帯電話が震えた瞬間手に取った。

　繰々姫からだ。

「こちらピティ・フレデリカです。繰々姫ですか？」

「ウェディンです」

　──ほう。

「なんの御用でしょうか？」

「さっきの話の続きです。協力する気があるんですよね」

「それはそれは……風向きが変わりましたか？」

「下手に足元見ようとしても無駄ですからね。結界が解除される前に犯人を捕らえることができなければ、外交部門がこの町に大量破壊兵器を持ち出すそうです。そうなればあなただって生きてはいられないでしょう」

　外交部門が？　大量破壊兵器を？

　ありえるのだろうか。いくらなんでもありえないだろう。だがウェディンの声からは嘘を吐いている気配がない。どこかでなにか間違いが起きたのか。現在進行形で間違いが続いているのか。外部の情報から締め出されているフレデリカには判断し難い。

「なるほど……とんでもないことになっているようですね。貴重な情報を教えていただきありがとうございます」

「別にあなたの御礼が聞きたいわけじゃありません」

「ではこちらも一つ情報をお教えしましょう。プキンとレイン・ポゥが交戦しました。トコとポスタリィは殺され、今やレイン・ポゥはプキンの操り人形だそうですよ」

　沈黙で返された。三十秒ほど空白の時間を置いてウェディンは続けた。

「なぜそんなことを知っているんですか？」

「居合わせましたので。見つかる前に逃げましたけどね」

　不自然なことをいっているという自覚はある。だが確かめる術はないだろう。

「ですので協力しようというお申し出を断る理由はありません。レイン・ポゥとプキン二人が相手では私も手の出しようがありませんから。今あなた達がいる場所を教えていただければすぐにでも飛んでいきますよ」

「すぐにきてもらっては困ります。その前に私といくつか約束をしてください」

「約束？」

「あなたのことは信用できません。戦いが終わってから背中を刺されるのはごめんです。強力な武器を返してあげるんだからそれくらいのことはしてもらいますよ」






☆７７５３（残り時間二時間三十分）








　ピティ・フレデリカがやってきた。

　星型の飾りをつけたヴェール、星の首飾り、星のペイントに星柄のストッキングと星尽くしのスタイルで、ロングスカートに沿って長い髪が伸びている。にこやかな微笑みを向けられると思わず信用してしまいそうになるが、人となりを噂で聞いている者なら笑顔を素直に受け取ったりはしないだろう。

　フレデリカの来訪と同時に険悪な空気が漂ただよう。

　それがなんとなくの雰囲気だけでないことは、ゴーグルを通して見ている７７５３でなくともわかる。捕まっていたファニートリック、父を殺された繰々姫、羽菜を殺されたマナ、操られていたウェディン、その場の空気に便乗しているテプセケメイ、全員が一斉にフレデリカを睨みつけ、フレデリカは「プキン自身がやったことか、プキンに命じられてやったことばかりで……反省してます」と頭の後ろに手を当てて言い訳をしていた。

　フレデリカが本気で反省しているかどうかはともかく、７７５３達にとってどうしようもなく有害な存在ではなくなった。ウェディンが結んだ約束は「この場にいる魔法少女と魔法使いに対して敵対的な行動をとらない」「嘘を吐かない」「結界が解除された後に、この場にいる魔法少女と魔法使いを自身の魔法の対象としない」という三つを軸としている。一番目は当然として、二番目は約束以外の部分で騙されないように、三番目は事件解決後に見張られないための予防措置だ。

　なるだけ縛っておきたいこちら側となるだけ縛られたくないフレデリカが話し合い、

「そんなことを約束させられたら今後の生活に関わってくるじゃないですか」

「私達は危険な存在と行動を共にはしたくないんですよ」

　妥協できる点、譲歩できる点を引き出しあい、「いざという時の優先順位は」「生存権を脅かしている」「緊急避難的な」「命令系統をしっかりと」等々話し合ってなんとか折り合いをつけた。また、それとは別にフレデリカはマナとも約束を結んだ。

「終わってからはい逮捕しますじゃ困るんで、そこは司法取引っていうやつをお願いしたくてですね。要するに超法規的な措置というやつを」

「見逃せと？」

「罪一等減じるくらいでは『魔法の国』は私を捕まえようとしますから。いっそ見なかったことにしていただければお互い幸せでしょう。なに、もう悪事に手を出したりはしませんよ。監獄に戻るのが嫌なだけなんです」

　フレデリカが悪党なのは、きっと変わらないだろう。だが今となっては、この町に大量破壊兵器を投下させないために必要な人材でもある。嘘を吐かない約束をした以上は裏切ったり騙したりといったこともないだろう。
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「ふん……まずはプキンの居場所を探してもらう。お前のことだ。当然、髪の毛は持っているんだろうな」

「水晶玉さえ返していただければすぐにでも。ただし手を出すのはご勘弁ください。プキン相手に手を出せば、文字通り私の左手が無事では済まないでしょうから」

　フレデリカはどのような形で作戦に組みこむのかを相談させておき、７７５３は自分の仕事に戻った。まだ自分の魔法を完全に使いこなしてはいない新人魔法少女達を見る。ゴーグルを通して見ることで彼女達の魔法の効果範囲、使用条件、速度、精度、あらゆる項目をチェックし、その応用法についても探る。

　７７５３が今まで見てきた魔法少女の数は百や二百ではない。人事としての経験を全て費やして「この魔法ならなにができるのか」を考える。今まで７７５３は「対象の悪いところを探して報告する」ことをやっていた。それは対象を正確に掴むということでもある。最近は報告書を作ることもなかったが、それで経験を失ったわけではない。






☆プキン（残り時間一時間二十五分）








　ハムに齧りつき、貪むさぼった。まるでソニアのようなマナーだと自嘲し、ソニアを思い出してしまったことで胸が疼うずいた。食べても食べてもまだ足りない。足りないのは食事の量か。それとも他の刺激が足りていないのか。妖精という最高の栄養食を摂取したばかりなので、質についてだけは文句があるはずもなかった。味と食感はともかく栄養価だけは他のあらゆる食品を凌駕している。

「もっと持ってこい。まだ足りぬ」

「はい」

　レイン・ポゥは素直で扱いやすくなにを命じても従う。そのように設定したのはプキンだったが、面白味は欠けた。扱いやすさを優先すればそうなるのが道理だ。なにか面白いことをしろとか面白いことをいえとか命じたとしても、楽しませてくれるとは思えない。忠実に命令を実行しようとはするが、きっと上手くいかない。いっそ二度と怠けないという制約を課してフレデリカを呼び戻そうかとも思ったが、呼び戻す手段が無い。

　ソニアを思ってもフレデリカを思っても不愉快になる。こうして気が紛れることもなく食べ続けているのは待ち人が来ないせいだ。レイン・ポゥを捕まえようとする捜査班が来てくれれば、それだけでプキンの娯楽にはなってくれる。なぜこうも仕事が遅いのか理解に苦しむ。

　部屋の中は、壁も床も天井も家具もなにもかもが斬り刻まれていた。プキンの攻撃性は外に出ようとしている。そして外に出ても攻撃対象が存在しない。結果的に空回りして壁や床や天井や家具が犠牲になっている。面白くはない。

　捜査班が無能なのがよくない。ここまでプキンを待たせるとはどういうつもりか。相手が無能であればそれに合わせてやらなければならないだろう。プキンは大らかで寛容だ。臣しん下かだけでなく敵であろうとも親切にする。

　食糧を抱えて窓から戻ってきたレイン・ポゥにプキンは命じた。

「外へ出て目につく人間を片端から殺してこい。建造物も自動車も破壊しろ。ただ壊すだけでなく火をつけてやれ。煙が昇れば嫌でも目につくだろう」

「はい」

　ほどなくして外から悲鳴と破壊音が聞こえてきた。子供の泣き声、泣き叫ぶ女の高い声、男の怒声、後は命乞いでも聞こえれば完璧だ。プキンはハムの塊を片手に立ち上がり、ベランダから外を眺めつつハムを齧った。

「豚どもめ。存外良い声で鳴くものよ」

　つまらない食事が多少は面白くなった。もっと早く命じればよかった。






☆レイン・ポゥ（残り一時間五分）








　プキンの命令は絶対だ。レイン・ポゥは取しゅ捨しゃ選せん択たくをしない。命じられたことを実行する。

　バス停のベンチに並んで腰掛けている老夫婦に虹を飛ばし、走っている車を狙って虹を撃ちこみ、道路標識や信号機を虹で切断した。商店街の中を駆け抜けながら一店一店に虹を使い、ショーウィンドーは内側から赤い液体がぶちまけられ中の様子が見えなくなった。

　土煙を巻き上げて道路上を疾走し、それに血煙が続いて通った道を赤く染める。

　やりたい、やりたくない、という判断能力は持っていない。殺したり壊したりするだけでなく火をつけろという注文も受けていた。

　雑貨屋に入って中を漁ったがマッチは出てこなかった。少し離れたコンビニに向かい、店員がいたので「マッチはどこにある？」と訊いてみた。店員は叫び続けるばかりで全く答えようとしなかったので切断し、仏具店ならあるかもしれないと思い出した。

　道路を走りながら虹を使い目につくもの全てを破壊する。プキンの命じた通りに動かなければならない。複数の虹を使用すれば容易に実行できた。パトカーを割り、警官を斬り倒し、ダンプカーを斬り刻み、仏具店の屋根に設置されていた巨大な仏像を三つに斬り割った。仏像は地響きを立てて倒壊し、屋根の上で仏像に崩れられた家屋がひしゃげた。

　レイン・ポゥはただ命令を受けて実行する。

　仏具店から徳用マッチを十箱持ち出した。これだけあれば存分に火をつけることができるだろう。きっとプキンも満足してくれるはずだ。

「なにをやってる」

　いきなり背後から声をかけられ、飛び退すさりながら振り返り、虹を繰り出した。合計七本の虹は、声をかけてきた対象に狙い過たず命中し、だがそれでも対象は倒れなかった。

「やっぱりお前は敵」

　虹により斬り刻まれた身体を寄せ集め、テプセケメイがレイン・ポゥを見下ろしていた。ここにテプセケメイがいるということは、きっと他の連中もいるはずだ。繰々姫、ウェディン、ファニートリック、と、頭に次々と顔が浮かんだ。






☆ウェディン（残り時間五十八分）








　ウェディンの魔法は、一度交わした約束を強制的に守らせるというものだ。

　７７５３の分析によれば、約束の数には制限はない。また、約束対象の相手の数にも制限はない。

　約束は上書きされる。矛盾する約束をした場合、新しい約束がより強い強制力を持つ。

　対象の行動は強制できるが、感情や思考は制限できない。

　約束は直接会って言葉を交わさずとも成立する。また、対象への意思の伝達も同様。

　そして、ウェディンの主観を基準としている。

　水晶玉の中に映し出されているレイン・ポゥは、ぼんやりとした表情で破壊活動を繰り返しており、あきらかに精神の平へい衡こうを失って見えた。まず確実にプキンの魔法で操られている。一度操られた経験を持つウェディンならずともわかる。

　問題は、プキンの魔法で操られている相手にウェディンの魔法は効くのか、だ。約束の文言は、「リーダーの決定に従うように」というものだった。今のレイン・ポゥがウェディンをリーダーとして認識していないのは確実だが、魔法が発動するかどうかは、ウェディンの側がレイン・ポゥをどう認識しているかによると７７５３はいう。

　相手が洗脳されようと、記憶を失おうと、人格が破綻しようと、主導権はウェディンが握っている。そう思いこむことで、魔法は効力を発揮する。

　フレデリカは水晶玉でテプセケメイの様子を見ながら「大変な暴れぶりですねぇ」と暢のん気きそうに感想を述べていた。フレデリカがどれだけ自己欺ぎ瞞まんの達人だったとしても、ウェディンさえしっかりしていれば、その魔法に逆らうことは不可能だ。

「暴れることで自分の居場所を教えて我々を引きずり出そうとしているのでしょう」

「静かにしてください。気が散る」

　レイン・ポゥとテプセケメイは二十メートルほどの距離をとって飛び道具による遠距離戦を続けていた。テプセケメイの身体を虹の剣で斬り裂き、テプセケメイからの攻撃は虹の壁で受け止めている。なるほど、ああいう使い方をするものだったのか。レイン・ポゥの意識はテプセケメイに集中している。テプセケメイは囮としての役割を充分に果たしてくれている。

「よし、やってください」

「はいはい了解ですよ」

　ウェディンはフレデリカに襟首を掴まれ水晶玉に顔面を押しつけられた。痛い、と思う間もなく場所が移動している。すぐそこでレイン・ポゥとテプセケメイがやり合っていた。ウェディンは物陰から飛び出し叫んだ。

「止まりなさいレイン・ポゥ！　誰かを傷つけること禁止！」

　レイン・ポゥが振り返った。顔つきはぼんやりしたままだ。

「リーダーは私だ！　レイン・ポゥ、魔法を使うな！　蹴ったり殴ったりもダメ！　生き物を傷つけるな！　物を壊すな！　悪事は禁止！　悪いことは絶対に……」

　光が走った。それが虹だと気づいた時にはウェディンは襟首を掴まれ引き戻されていた。テプセケメイもレイン・ポゥも消え、傍らにはフレデリカがいる。

「どうして効かない!?」

「これ、耳塞いでるみたいですね。音が聞こえてる動きじゃない」

「耳を塞いでるって……そんなことで？」

　テプセケメイが囮になり、そちらに意識が向いている隙を狙ってフレデリカの魔法でウェディンが不意を討つ。この作戦で上手くいくはずだった。破壊音が徐々に近づきつつある。ウェディンは下唇をきつく噛んだ。






☆レイン・ポゥ（残り時間五十五分）








　ウェディンの魔法には仲間でいた時から警戒を怠おこたらなかった。約束をしてしまえば、それだけで終わってしまいかねない。かといって仲間でいる内から一人だけ約束を拒んでいても怪しまれてしまう。仲間の中に埋まい没ぼつし、その上でウェディンに対抗できる方法を考えた。思いついたのはごく単純な方法だ。

　テプセケメイが口を開けて突っこんできた。なにかしらしゃべっているのだろうが、今のレイン・ポゥには聞こえない。戦いが始まった時点で、耳の中に虹を張り、音を遮断している。ウェディンの命令もテプセケメイの怒鳴り声もレイン・ポゥには届かない。

　テプセケメイへの対策も考えてあった。

　虹の壁を作ってテプセケメイの突撃を遮さえぎり、さらに虹を立て、そこに虹を被せ、虹を走らせ、虹を生み出し、虹に虹を重ねて虹で虹を埋め立てる。テプセケメイが冷静であれば途中でレイン・ポゥの狙いに気づき、なにかしらの対応を見せただろう。だが、今のテプセケメイは攻撃を避けようとしていない。囮という役割に徹しようとするあまり、全ての攻撃を避けずに受け止めようとしていた。レイン・ポゥはテプセケメイの周囲に虹を張り巡らせていき、最終的にはテプセケメイを中心にした、バスケットボール大の虹色の球体が完成した。風と同化するテプセケメイといえど、隙間の無い球体から逃げ出すことはできない。幾重にも重ねられた虹は単純な物理攻撃に対しては滅法強く、特殊な魔法を使わない限り破壊することはまず不可能で、テプセケメイはそんな魔法は持っていないはずだ。






☆プキン（残り時間五十分）








　悲鳴と破壊の音が徐々に離れていく。レイン・ポゥが、騒ぎを拡大しようとして殺さつ戮りくしながら移動しているのだろう。仕事への熱意は素晴らしいが、ＢＧＭが聞こえなくなってしまっては美味しく食事を楽しむこともできない。

　キッチンの方から、カタン、となにかが落ちる音が聞こえた。

「ソニアか？　フレデリカか？　レイン・ポゥか？」

　返事はない。プキンは細剣を鞘から抜き、足音を殺してキッチンへ向かい、背後の窓を割って飛びこんできた幾本ものリボンを宙返りで跳んで回避した。

「ハハハ！　良い陽動だ！　悪くない作戦だぞ！」

　外に逃げようとするリボンを追って窓から飛び出した。敵の配置を確認する。リボンの魔法少女がマンションの壁を駆け下りようとしている。他にはいない。気配も感じない。

　たった一人でプキンに歯向かおうとやってきたのか。それにしては逃げるのが早い。リボンの魔法少女はマンションの壁を駆け下り、レイン・ポゥが向かった先とは逆方向へ走り出した。プキンは後を追うが追いつけない。

　足の速さはプキンが勝る。だがリボンの魔法少女は建物や道路標識にリボンを絡め、それを引くことで宙を飛びながら移動していく。さらにリボンで車輪のような形を作り、着地にそれを使うことで勢いを全く殺さず進んでいく。その気になればプキンを置き去る速度を出すことができるだろうに、追いつけず離されずの速度を保っていた。

　誘い出しているつもりだろうか。だとしたらナメられたものだと鼻で笑った。

　人通りの少ない道を走り、パトカーの集団を跳び越え、畦あぜ道みちを抜け山道に入る。単に人通りの少ない場所を選んでいるのか、それとも罠を用意しているのか。行き着いた先は山の中の開けた場所だった。直径五十メートルほどの広場だ。木を削って作った矢印型の案内標識がある。プキンは字が読めなかったのでなんと書いてあるのかはわからなかった。

　右手には積まれた材木。左手には三人の人影。ゴーグル、とんがり帽子、それにステージマジシャン。地面には特におかしな箇所はない。落とし穴や地雷でどうにかしようというわけではない。ならばなぜここに誘おびき出したのか。

　──町の外れ……そうか、結界か。

　結界を利用してプキンを戦闘不能にしようというのか。悪くない考えだ。それが実現できるかどうかはともかくとして。

　──なんであろうと全て叩き潰してやればいい。

　ゴーグルの魔法少女が叫んだ。

「気をつけてください！　想定より身体能力が高い！　羽菜さんと戦った時よりも強さのハートが異常に増えて……なんでこんなに！」

　妖精は最高の栄養剤だ。魔法少女の力を引き出してくれる。これで味が良ければいうことがない。
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☆ウェディン（残り時間四十八分）








　ウェディンの魔法が通用せず、テプセケメイが虹の球体に閉じこめられたことで、作戦を構成する要素のほぼ全てが崩れ去った。焼き鳥屋の排気ダクトは今にも壊れそうな駆動音で動き続け、その下にシートを張って隠れ潜んでいるフレデリカとウェディンは黙りこくって水晶玉を眺めていた。

　レイン・ポゥが小さくなった球体を抱え、ビルの上に跳んだ。破壊された街並を後にし、道なりにビルの上を走っていく。テプセケメイの髪の毛によって映し出されている水晶玉の風景は、テプセケメイの移動によって変化する。

「どこに行くつもりなんだろう……」

「球体を持っていく、ということは球体の中のテプセケメイをどうにかしようとしているんじゃないでしょうか。たとえば、そうですね。いくらテプセケメイでもあのまま結界に押しつけられたりしたらただじゃあ済まないでしょう？」

「そんな……だったら早くあの球体をかっぱらってくださいよ！」

「はいはい了解ですよ」

　フレデリカは水晶玉に左手を入れ、走っているレイン・ポゥの背後に出した。左手はぴたりと背後につけ、今まさに球体に手を触れようとした時、虹が走り、フレデリカは即左手を引っこめた。手の甲から血がしぶき、フレデリカの頬に赤い染みを落とした。

「暗殺者の感覚というものは恐ろしいですね。耳を塞いでいてこれですよ。警戒している相手にはとんと分が悪い。これでは、水晶玉を通って接近しようとしても狙い撃ちされるだけですね」

　レイン・ポゥはしばし足を止めて周囲を見回し、これ以上の攻撃がないと判断したのか、また走り出した。ビルの上をぽんぽんと跳んでいく。

「一つ、よろしいですか？」

　フレデリカが控えめに切り出した。その慇いん懃ぎんな態度が鼻につく。

「レイン・ポゥは全力で走っていません。我々に追いかけてこいといっています。このままではテプセケメイが死ぬぞ、それが嫌ならこっちに来い、と」

　水晶玉の中のレイン・ポゥは走り、時に足を止めて宙を見る。自分が水晶玉により監視されているのは知っているはずだ。挑発だろうか。

「どうします？　追いかけますか？　それともここに残りますか？」

　なにもいわずウェディンは駆け出した。フレデリカはスカートの裾すそを翻し、後に続く。

「ウェディンさん。あなたちょっと足が遅いですね。もう少し速く走れませんか」

「今日だけで二回目ですよ、それいわれたのは」

　思い切りよくやる。後悔は絶対にしない。テプセケメイは助けるし、町も救う。ウェディンはリーダーなのだからそれくらいして当然だ。






☆繰々姫（残り時間四十五分）








　７７５３からレクチャーを受けた。繰々姫が扱えるリボンの本数は最大で二百十六本。

　一本ごとに太さを調節できる。約ゼロコンマゼロ五ミリから約五十センチまで。

　リボンの展開速度は、繰々姫本体が手や脚を動かす速度より速い。防御だけに集中すれば、プキンの攻撃も受け流すことができるはず、と７７５３はいっていた。

　まさに今、いわれたとおりに背後から突き入れられた猛烈な一撃をリボンで受け流し、着地した。続いて降り立ったプキンは表情が優れない。一撃で仕留められると思っていた相手に回避され、不機嫌になっているのか、それとも不審に思っているのか。

　しっかりと溜めを作って、もう一撃、今度はリボンで盾を作って受け流す。ここでカウンター気味に反撃をする、という余裕はない。プキンの動きは恐ろしく素早く、ついていくだけでもいっぱいいっぱいだ。繰々姫は中指と人差し指を合わせて二度曲げた。背後の魔法少女達に対する合図だ。力ずくで押しこめそうなら協力を頼む。そうでないなら来ないように知らせる。この合図は後者を示す。他の魔法少女に助けてもらってもカバーし切れない。そちらを集中して攻撃されれば犠牲者が出る。

　繰々姫は盾で受け流し、フェイントに流されかけながらも連撃を避けて後ろに跳んだ。７７５３が想定していた以上にプキンが速い。受け、止め、流し、威力も高く、一撃防ぐだけで骨まで響く。このままではダメだ。リボンの速度は十分だが、繰々姫本体の速度が追いついていかない。このままではいずれ押し負ける。

　繰々姫は、リボンを一部解いて全身に這わせた。極限まで細くして先を尖らせ、繰々姫は自分の身体にリボンを刺した。

　手から赤い滴しずくが滴したたっている。どこかの血管が破れて血が流れている。顔が濡れているのも恐らく汗ではない。血液だ。プキンの攻撃は一度も受けていない。受ければそれでゲームオーバーと考えていい。

　プキンは木から木に跳び、一番太い木の幹を蹴って繰々姫の背後を狙った。繰々姫はその動きにもついていく。今や筋肉の代わりに、リボンを使って全身を動かしている。プキンの突きをリボンの鞭むちで払い、リボンの盾で受けた。足の骨がみしりと嫌な音を立てた。まだ折れてはいない。

　痛みが全身を覆う。それでもプキンの動きについていけるようにはなった。痛みには、耐えるしかない。決して動きを止めてはならない。

　こうでもしなければ、プキンの速さについていける魔法少女はこのチームにはいない。

　結界の位置は事前に把握してある。まともに戦えるのならそちらに誘導し、といった選択肢もあった。だがこれはまともに戦えているという状態ではない。なんとか殺されずにすんでいるというだけだろう。

　視界に赤みがある。出血が目に入ったのか、それとも目から出血しているのか。動きに耐久力が追いついていない。プキンが攻撃の手を止めた。眉を寄せて繰々姫を見ている。勝手に傷ついている繰々姫を不審に思っているのだろうか。英語でなにかを話しかけてきたが、なんといっているのか早口でわからない。

　別にわからずとも有り難い。一息つくことができた。繰々姫は右手のリボンを円えん錐すい状に纏め、猛スピードで回転させた。このドリルならばプキンの剣を弾くだろう。プキンに向けて放たれたドリルの一撃は、繰々姫が躓いたことで足元の地面を抉えぐった。

　プキンが気合いの声を上げた。

　膝をついた繰々姫に対し、細剣を突き入れた。繰々姫はあらかじめ結んでおいたリボンを全力で引き、リボンを結んだ背後の樹木に跳ぶことで剣を回避した。だが態勢が崩れていることに変わりはない。プキンはさらなる一撃を加えようと細剣を構え、繰々姫は盾のサイズを三倍にし、強く煽った。

　アタッカーは繰々姫ではない。繰々姫は囮であり、アタッカーへのトス役だ。

　大きな盾に煽られ、ドリルによって削られていた細かな塵ちりが舞い上がった。






☆ピティ・フレデリカ（残り時間四十一分）








　こちらの姿を認めた途端、レイン・ポゥは逃げるのを止め、反転して向かってきた。「追いつかせるために逃げている」という予測に間違いはなかった。

　ビルの上で三人の魔法少女がぶつかり合った。

　フレデリカが虹を避け、ウェディンを水晶玉の中に入れて虹から退避させ、ウェディンをこちらに連れ戻して虹から退避させ、ウェディンをもう一度送り出して虹から退避させる。ウェディンがいるせいで戦闘になっていない。

　ウェディンを抱え、ビルから飛び降り、窓ガラスを蹴り割って侵入し、唖然とする住人の前を横切り、部屋を突っ切って逆側の窓から飛び出し、伸びてくる虹をかいくぐる。

　何度かレイン・ポゥの虹を見てきたことで性質を掴みつつあった。虹は発生させ、そこから宙に走らせることで速力と威力を生じさせる。武器として使うにはタイムラグがあるため発生即攻撃というわけにはいかず、それ故に回避ができる。問題は数があまりにも多く、四方八方から襲いかかるため、全てを避け切るだけで相当な苦労を強しいられることと、それに足手纏いが加わることでのっぴきならない状況に陥るということだ。

　逃げるだけならできる。攻撃は絶対にできない。すれば殺される。レイン・ポゥと戦いたいのであればリップルクラスの飛び道具が必要だ。水晶玉を常備しているせいで、使える手が一つだけのフレデリカでは立ち向かっても五秒もたない。

「ウェディンさん、一つお聞きしたいのですが」

「な、なんですか」

「優先順位はどちらが上ですか。あなたの生命を助けることと、敵をやっつけること」

「敵で」

　即答した。フレデリカ好みの返答に頬が緩む。

「倒すためにはあなたが危険な場所に赴おもむかねばなりません。それでもいいんですか？」

「はい」

「倒すためには私のことを信じていただかなければなりません。あなたは私のことが嫌いで仕方ないでしょう」

「嫌いですが、信じます」

「どうして信じられますか。私なんて信じるべき相手じゃありませんよ。きっと嫌な思いをします。まったくもってお勧めできませんがね」

「あなたは私に嘘を吐けないじゃないですか。約束したでしょう」

　ウェディンはそういって不敵に笑った。






☆ファニートリック（残り時間三十八分）








　ファニートリックが移動させる物は、双方とも誰からも見られていない状態でないといけない。ただし、一瞬でもそういう状態になれば、発動は可能だ。

　あらかじめ交換する物双方の位置を把握しておかなくてはならない。「そこにあるだろう」「そこにあるはず」程度ではダメ。

　有効範囲は半径五十メートル程度。ただし一方の物体は手元になければならない。その距離は一メートル程度。

　ファニートリックはずっと見ていた。瞬きすることは許されない。

　繰々姫とプキンのチャンバラを目で追い、タイミングを待った。マントの下にはマナからもらった煙幕弾を隠している。これを使うべきタイミングで使えばいい。７７５３から教えられた魔法の使い方は、正直ぞっとするものだったが、破壊された町と、倒れている人と、楽しそうなプキンを見るとそんな気持ちも吹き飛んだ。

　繰々姫は押されている。反撃に転じるだけの余裕がない。出血もしている。攻撃を受けていないのに血が飛び、バレリーナ風のコスチュームが赤く汚れていた。

　両者の動きがとにかく素早く、ファニートリックは目で追うだけでもやっとだ。絶対に目を離してはならない。プキンの顔を見ていなければならない。

　プキンがなにかを話しかけ、繰々姫はリボンで尖った形を作って回転させた。地面を削り、攻撃に来た隙を狙って削った地面を強く煽る。ファニートリックはプキンの顔を見た。プキンは舞い上がった粉塵から目を守るため、反射的に瞬きをした。

　ここだ。瞬き一瞬の隙。ファニートリックは魔法を発動させた。

　瞼によって見えなくなったその器官を、手元の煙幕弾と入れ替えた。

　ファニートリックはマントを広げ、マントの下にあったプキンの眼球を地面に落とした。

　プキンは悲鳴を上げて片目を押さえ、その部分からすぐに爆発が起こった。頭部からもうもうと煙幕が舞い上がる。プキンの頭を飾っていた白い羽がひらひらと舞い落ち、風に吹かれて飛んでいった。

　煙幕弾とはいえ指を吹き飛ばすくらいの威力がある。眼球……即ち脳のすぐ傍で爆発すれば魔法少女であっても致命傷になる。それがプキンであってもだ。

「やった……やった！」

　ファニートリックが歓声を上げ、繰々姫がぺたんと座りこんだ。肩で息をしている。

　プキンは両手をだらりと下げたままで右膝をつき、すぐに立ち上がり剣を突いた。

　攻撃を予想していなかった繰々姫は無防備な喉を細剣で突き刺され、ファニートリックは投げつけられた小剣を避けられず胸で受けた。

　なにが起きたのか。突き立った小剣から血と、もっと大事ななにかが流れ出ていく。プキンは繰々姫から細剣を抜き、返り血を浴びた。ファニートリックは見た。プキンの顔面、右眼がん窩か付近が確かに丸々吹き飛んで欠けている。

　──なんで……どうして……！

　小剣を押さえた。血は止まってくれない。ファニートリックはぐらりとよろめき、失ったバランスを戻すことができず、背中から地面に倒れた。

　終わるのか。このまま終わるのか。違う。終わらない。芝しば原はら海うみなら絶対に諦めない。だったら彼女の相棒もきっと同じだ。ファニートリックは胸を押さえて地面の上を這いずった。






☆レイン・ポゥ（残り時間三十七分）








　ふらふらへらへらと攻撃を避ける。虹を避ける、というよりはビルの構造や地形を利用して虹の集中運用を妨害し、攻撃の波を断ち切るという感じだろうか。ウェディンというお荷物を抱えたままでよくやるものだ。水晶玉の有る無しだけで前回対峙した時とはまるで動きが見違えていた。

　フレデリカを追い、攻撃し、降りたビルの屋上にはピンの抜かれている手榴弾が転がっていたので虹の壁でガードし、爆発のタイミングに合わせて中空に出現して攻撃してきた左手を斬りつける。こんなことをしているせいで中々距離が縮まらない。

　ビルから百貨店へ、百貨店から駅へ、パトカーと救急車が走る中を駆け抜け、人間には視認できない速度で二人の少女が走り続ける。

　──二人？

　ウェディンがいつの間にかいなくなっていた。ただのお荷物としてどこかに置いてきたのか。フレデリカの魔法であればいつでも安全な場所に逃がすことができる。性格的にはウェディンを生いけ贄にえにして自分一人逃げそうなものだが、そこはなにかしらの契約がしてあるのだろう。フレデリカを縛り無しで仲間にするのは危険過ぎる。

　確かにウェディンは、こちらが耳を塞いでいる以上、足枷にしかなっていなかった。だが、身軽になっても、フレデリカなら恐るるに足りない。

　少しずつでいい。追い詰めていく。プキンの命令は絶対だ。逃げられない場所に誘導し、そこでトドメを刺す。駅に入り改札口を跳び越え、閉まりかけた電車のドアにフレデリカが滑りこんだ。

　レイン・ポゥは悩まなかった。プキンの命令を果たすためにはどこにでも行く。レイン・ポゥはフレデリカを追って電車に飛びこみ、罠にかけられたことを知った。

　電車の中にはウェディンがいた。入った車両の中にはそれ以外の客はおらず、一メートル四方の模造紙を掲げた仁王立ちのウェディンが一人立っていた。紙には「動きを止めろ。誰も傷つけるな」と大きく書かれていて、それを見てしまったレイン・ポゥは指示に……ウェディンの魔法に従った。

　電車が動き出す。レイン・ポゥは動くことができない。フレデリカはいない。誘い出された。ウェディンがどこかに送られ、そこで準備をして電車の中で待機し、フレデリカは電車に逃げてウェディンの下にレイン・ポゥを送りこんだ。

　ウェディンが模造紙を捨てると二枚目の紙が出てきた。そこには「耳を聞こえるようにして私の指示に従うように」とあった。レイン・ポゥに逆らう術は無い。耳の中の虹を取り去ると電車の走る音がより大きく身体の中に響いた。

「よし、それじゃもう逆らったりするのは絶対禁止で。その球からテプセケメイを開放して、私と一緒にこの電車から──」

　最後まで命じる前にウェディンが転んだ。ウェディンを転ばせた宙に浮く左手は消え去り、すぐにウェディンの身体がなにかにぶつかってドンと突き飛ばされ、すぐにレイン・ポゥの身体も見えないなにかにぶつかった。衝撃が脳天まで駆け抜け、それでも動くことができず、虹の球を落とし、さらにぶつかり、車両の後部ドアが瞬く間に迫ってきて、レイン・ポゥは、プキンの命令を達成することができなくなった。






☆ピティ・フレデリカ（残り時間三十五分）








　ここまで離れた場所に居ても地響きと轟音が道路を通して伝わってきた。足元に転がった空き缶がカタカタと揺れている。恐らく電車は市外へ出た辺りで脱線、どのような大事故になったのかは想像に難くない。

　誰かが大声を出しながら駅の方に走っていった。単なる野次馬か、それとも誰かを心配しているのか。この一日だけでこれだけの事故や事件があったのに、元気なものだと思う。

　フレデリカは路地の自販機の上に乗り、そこから窓の枠を蹴ってビルの上にまで上がった。駅の方では黒い煙が立ち昇っている。林立していた虹が薄らぎ、消えていく。

　ウェディンは敵の退治を優先するように命令し、フレデリカの内部に組みこまれていた約束がカチリと切り替わった。フレデリカはウェディンの命に従った。レイン・ポゥを確実に倒すためには、あの状況でウェディンに犠牲になってもらうのが一番良い。

　車両という狭い空間にレイン・ポゥを誘いこみ、そこでウェディンと鉢はち合あわせる。その後、ウェディンに素早く電車から逃げるようにと伝えておいたが、一緒に逃げてしまってはレイン・ポゥを倒すという目標から遠ざかってしまう。フレデリカはウェディンを転ばせ、電車は市外に出た。そしてウェディンとレイン・ポゥは結界と電車に挟まれ、電車は脱線した。

　自分がやらねばならない、絶対にやり遂げてみせる、そういった使命感は自分の実力を見誤らせる。それで死んだ魔法少女を何人も見てきた。

　──だから私みたいなのを信じるなっていったのに。

　レイン・ポゥは倒した。枷になっていたウェディンも死んだ。フレデリカにはもう一つ大きな仕事が残っている。あれを手に入れずしてこの町から逃げるわけにはいかない。

「……ん？」

　目を凝らすと色の薄い人影が空を飛んでいくのが見えた。

「あれで生きてるっていうんですから大したもんですねえ」

　半ば呆れて呟いた。






☆７７５３（残り時間三十三分）








　プキンの顔面が欠けている。欠けた部分からは灰色の煙が噴き上がっていた。魔法少女であっても生きているわけがない。７７５３はゴーグルを通してプキンを見た。ステータスがおかしい。まともな状態ではない。生命そのものに、プキンの詐術が使用されている。

　プキンの頬に赤い筋が一本通っている。自分の剣で自分を切って魔法をかけた。煙幕弾が爆発する直前に、だ。自分はなにもダメージを受けていないと思いこんでいる。

　脳を損傷しているはずだ。思いこみだけでどうにかなるわけがない。思いこみだけで……いや、思いこみだけではない。魔法による思いこみに加え、本人のパラメータが異常値を示している。、生命力関係のハートマーク量があまりにも多過ぎた。

「楽しくなってきたじゃあないか！　なあ！」

　プキンは細剣を振るい、点々と血が飛んだ。繰々姫は喉を押さえて倒れている。ファニートリックは胸だ。どちらも押さえた指の間から血が迸ほとばしっている。ゴーグルは彼女達二人が致命傷を受けていることを示していた。

　７７５３は使えないとわかっていながら炎の弾丸を飛ばす杖を構えて前に出た。恐怖心は薄かった。責任を取らなければという思いがあった。

　かなうわけがない。殺される。それでも最後まで戦おう。ここに来るまで、その場限りの嘘ばかりで固めてきた。最後くらいは立派な魔法少女でありたい。

　７７５３はもう一歩踏み出そうとし、後ろから殴り飛ばされ転がった。

「な……なにを!?」

「邪魔だ。さっさと逃げろ」

　マナが、杖の先で７７５３を殴り飛ばした。

「ここで戦って死ねば責任が取れるなんて思うなよ。今できる最高の仕事をしろ。それは一人で逃げるということだろう。私は戦う。あいつは羽菜の仇かたきだ」

　マナの首筋には三本の注射器が突き立っていた。中身は既にない。マナはさらに三本の注射器を首に突き立て、痙攣したようにぶるっと震えた。

「かかってこいよ！　クソ剣士！」

「無礼者」

　かかってこい、という言葉に従いプキンが踏み出そうとしたタイミングに合わせてマナの方からつっかけた。杖を槍のように使ってプキンに突きを浴びせ、不意を突かれたプキンは細剣で受け止めた。速度でも筋力でも負けていない。細剣とねじくれた杖が拮きっ抗こうし押し合っている。マナのドーピングがどれくらい持つか。ゴーグルが算出した数字は十五秒。それだけの時間があれば確かに逃げることはできるかもしれない。逡巡すらできないのはわかっている。７７５３は走り出した。

　死ねば責任を取れる。馬鹿な考えだ。マナに殴られるまでそれでいいと思っていた。マナのいう通りだ。死んだからといって許されるわけではない。

　７７５３はプキンの左腕に跳びかかり、押さえつけた。マナは全力を出していたが、プキンの右腕とマナの全身で拮抗していたに過ぎない。プキンが左手でマナの脇腹を突こうとしたのを７７５３は押し止め、結果的に腕が傷つき血がしぶいた。

「逃げろといっただろうが！　死ねば責任を取れるなんて甘えだ！　絶対許さん！」

「謝ります！　すいません！　確かに死ねば責任を取れるなんて甘えです！　二度とそんなこと考えません！　もう二度と絶対に！」

　腕の傷が広がり、出血が飛び散った。プキンの力に抗い切れない。

「だったら逃げろよ！　馬鹿！　阿呆！　間抜け！　なにをしてるんだ！　なにを！」

「責任は取ります！　倒せばいいんでしょう！」

　プキンがより強い力で押し返した。７７５３の腕のロックが外されようとしている。７７５３は天を仰ぎ見、唾を飛ばして叫んだ。

「お願いします！」

　７７５３の飛ばした唾が落ちてくるよりも速く、繰々姫のリボンが動いた。

　繰々姫の命の灯は消えかけていた。もう腕どころか指先さえ動かすこともできないだろう。だが、まだ意識を失ってはいなかった。プキンへと向ける視線にはぐつぐつと腹の内で煮え滾たぎる怒りと恨みがこもり、執念と怨念が彼女を死の淵ふちで踏み止まらせている。

　繰々姫のリボンはするすると動いて、最広の50センチ幅になり、押し合いをしていたプキンを包みこんだ。７７５３は後ろに倒れこんで離れ、同時にリボンがくたくたに崩れて地面に落ちた。ドン、とリボンの中から石が落下、転がり、太い木の根に当たって止まった。

　意識が残っていたのは繰々姫だけではない。リボンで包まれ、視界から消えたプキンに対し、血の跡を残して這いずり近寄っていたファニートリックが魔法を行使した。

　ドーピングの切れたマナが倒れ、７７５３は腕を押さえて蹲うずくまった。自分が生きているということが不思議でならない。ファニートリックと繰々姫は……ゴーグルの表示は既に事切れている。最後の一手、ほんのささやかな魔法でプキンを押し切った。避け切れない死を目前にしながら精神力で抗い、プキンほどの使い手がトドメを刺し損ねた。彼女達の生命の強さ、精神の強さ、それに親や友人を殺された恨みの強さを見誤った。

　７７５３は積み上げらえた材木に目をやった。材木の内側から血が零れ出ている。これが正真正銘最後の一手だった。

　材木が積まれた中には石が置いてあった。大きさは子供の頭程度、なんということはないただの石だ。魔法もかかってはいない。だからこそ結界に触れることができる。結界の内側と外側の境界地点にそれを設置しておいた。

　繰々姫がプキンを隠し、ファニートリックが石とプキンの位置を交換した。プキンは結界のある場所に転移し、その結果どうなったかは、積み上げられた材木の内から流れ出ている血の量を見ればわかる。

　プキンの動きを止めなければ使えない策だった。少しは役に立ったかな、とため息を吐き、腕の痛みに顔をしかめ、立ち上がろうとしたところで材木が崩れた。

　崩れた材木の内側から手が伸び、ずるり、となにかが這い出てきた。立ち上がろうとした７７５３はまた転び、尻餅をついた。

「いやはや……つまらぬ真似をするものだ」

　顔面が欠けている。全身は自らの血で赤く染まり、木き屑くずにまみれていた。ずる、ずる、ずる、と上半身のみで動き、下半身は結界の向こうだ。すっぱりと切断されている。身体の中身が引きずられることにも頓着せずにプキンは這い出た。右手の細剣はこんな身体になってまでしっかりと手放さず、７７５３に向けている。いったいなにが楽しいのだろう。プキンは笑っていた。

「お前で最後か。よかろう、今トドメを刺してやる」

　残った一つの瞳にねめつけられるともう動けない。覚悟も戦意も全てが吹き飛び、恐怖心のみが覆いつくそうとする中、７７５３は空を見た。

「あっ……」

　テプセケメイがこちらに向かっている。身体は薄く、それによって飛行速度は上昇し、文字通り風より速いが、それでも瀕死のプキンが振るう剣には間に合わない。

　プキンが剣を７７５３の顔面に突き刺そうとしたその瞬間、突如なにも無い空間に出現した何者かの左手がプキンの手首に上から拳を叩きつけ、骨の砕ける音が響いた、プキンは細剣を取り落し、すかさず逆手で拾い上げようとしたが、それよりも早く何者かの左手が細剣を拾い、消えた。プキンの左手は空を切り、テプセケメイは舞い降りた。テプセケメイは身動きの取れないプキンの顔面に開いた大穴からするすると体内に入っていく。プキンの表情が固まり、一秒もたたず全身が内側から弾け飛んだ。服は散り散りになり、飾り襟は藪の中へ飛んでいき、中身が半径十メートル以内を余さず汚した。

　血の雨が降る中、せめて礼をいわねばと７７５３がテプセケメイを見上げると、彼女は涙を流していた。唇を少しだけ突き出し、まるで泣いていることが気に入らないとでもいわんばかりの表情で涙を流している。

「あの……レイン・ポゥは？」

「死んだ。ウェディンも死んだ。みんな死んだ」

　全員、死んだ。レイン・ポゥも、ウェディンも、繰々姫も、ファニートリックも。プキンとレイン・ポゥが死んだことはゴーグルを通し、まだ会議中かもしれない上司に伝わっているはずだ。これで外交部門が大量破壊兵器を持ち出す理由は無くなった。

　これでよかったのだろうか。本当によかったのだろうか。

「メイは今笑ってる？」

「いえ……泣いています」

「泣くのは練習しなくてもできる。なんでだろう」

「なぜでしょうね……」
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　中庭に出るなり寒風が吹きつけた。見上げれば灰一色の空が延々と続いている。ストッキングどころかタイツ装備でもまだ寒い。メリークリスマスは間近く、もういくつ寝ればお正月という季節だ。こんな日に中庭でティータイムなど馬鹿じゃないかと思う。思うだけで口に出すことはできない。少なくともこの家の中では。

　魚とと山やま護まもりは入り組んだ中庭を迷わずするすると歩いていった。中庭が入り組んでいるというのもおかしな話だが、実際この館の中庭はひどく入り組んでいる。当主は中庭の監督権を放棄し、代わって受け取った娘は好きなように木を植え、気に入った形に刈りこませ、その結果中庭は混沌とした。大きなぬいぐるみのクマが直立して腕を広げ、巨大なチェスのポーンが道を塞ぎ、一冊の本が開いた状態ででんと構え、サモトラケのニケが失った顔で睥へい睨げいしている。「娘の趣味」以外に一切の統一性を持たない植木の迷路を抜けると、そこには一枚板の白い丸テーブルが設置してある。

　そこでは中庭の主……人ひと小こう路じ庚かの江えが魔法の端末に繋いだパネルを操作していた。

「遅かったね、護」

「これでもね。精一杯急いで来たんですよ」

　皿、紅茶、お茶菓子の順でパネルの横に置き、「どうぞ」と許可をもらってから対面の椅子に腰掛けた。護の小遣い数年分に相当する籐椅子は、寒空の下放置されていただけあって容よう赦しゃなく尻を冷やしてくれる。

　庚江はカップを手に取り一口啜すすり、なにもいわず茶封筒を丸テーブルの上に滑らせた。

「なんですか、これ」

「報酬だよ。随分前になるが仕事をこなしてくれただろう。関連プロジェクトが一段落したからね」

「なにかしましたっけ？」

　悪戯いたずらに付き合わされる、悪戯の対象になる、こき使われる、ほらを吹かれる、騙される、クソ寒い中庭にお嬢様の大好きな紅茶を運ばされる、こういった仕事は数日に一度から一日に数度のペースで発生するが、それに報酬が出たことはない。庚江は「護の好意に対して現金を出して感謝しようなどと無ぶ粋すい極まる」という。護は無粋でも全然構わないが、声高にそれを主張すると人小路家第一の両親からしこたま怒られる。

「お嬢は私の好意に現金出さないんじゃないですか？」

「なるほど、やはり普段のあれは護の好意だったわけだ」

「ええ、お嬢の中ではきっとそうなんでしょう」

　皮肉に気づいていないわけがないのに、気づいていないかのように庚江は微笑んだ。

「これは私からの報酬ではない。『魔法の国』からの正式な報酬だ」

「『魔法の国』がお金出してくれるんですか？」

「正確には私が受け取っているサラリーの中から護の働き分を私が出している」

　私という言葉を二度使ったあたり恩を着せたいのかもしれない。人小路の家で親子揃って住みこみ働きをしているだけでも抜け出せない恩を受けていることになっていたが、それでも必要以上に恩を受けるのはどうかと思う。世の中には貸しを作って取り返しのつかないことになってしまう相手がいる。庚江がどういう相手かは考えるまでもない。

　護は差し出された封筒を手に取り、封筒の口を少しだけ開いて薄目で中身を確認した。

「……四万？」

「いや四万五千円だ」

　これくらい別にいいかと思ってしまうのは感覚が麻痺してきているからかもしれない。

「ところで話の続きですが。私ってどんな仕事しましたっけ？　なにをしたかもわからずお金を貰うって怖いんですけど」

「ゴーグルをいじってもらっただろう」

「ああ……あれですか。相当前じゃないですか」

　通信機能はともかくとして、ログの抹消機能、魔法の端末用の妨害電波発信機能には犯罪の匂いを感じ、いったいなにをしようとしているんだと不安になったことを覚えている。

「護の魔法も成長している。おかげで色々捗はかどった」

「悪いことに使ったりしてないですよね？」

「護は私のことをなんだと思っているんだ」

「お嬢だから心配しているんですよ」

「正義の魔法少女たる私がどうして悪いことをしようなどと……うん、このマカロンは悪くないな。護も食べなさい」

　勧められたマカロンを一口で食べた。美味しいのが癪しゃくに障る。

「なに読んでるんですか、お嬢」

「部下からのレポートだよ」

「そういえばお嬢、先月また出世したんでしたっけ。新しい部下ですか」

「いや、これは以前からの部下のレポートさ。私直属でやってもらっている子だ」

「へえ」

「リストラをしなくちゃならなくなってね。その手伝いをしてもらったんだ」

「『魔法の国』でもそんなのがあるんですね。世知辛い」

「スタッフの首切りには違いないが経営的な組織縮小ではない。本来の意味での再構築だ。以前はずいぶんと人事部門の役に立ってくれたんだが、私が長になったからには、もう不必要な仕事になったものでね。妖精は虹を渡って退場する……詩的じゃないか」

「そうですか」

「やらねばならない事がいきなり増えて難儀しているよ」

「ちっとも大変そうに見えませんよ」

「大変だよ。今度の立場では、他部署とのパワーバランスにも気を配らなければならない」

「そうですか」

「たとえば外交部門だ。どうしてあそこはああも粗雑なんだろう。伝統だかなんだか知らないが、暴力の専門家を送り込んで他部署にプレッシャーをかけるなんて前時代的なやり方は早急にやめてもらわねば」

「そうですね」

「もっとも最近、監査部門の犯罪者捜査に無理やり割りこませる形で切り札エースを送り込んだところ、まんまと返り討ちにあったらしくてね。……外交組も他部署の急所を掴もうなんてことを考えるべきではなかったのだ。犯人を生け捕りにするため大掛かりな結界まで張ったりして、大損もいいところじゃあないか。どうやら密告されたガセ情報に踊らされたらしいが、愚かなことさ。まぁ、しばらくは静かにしているだろう」

「そうですか」

「そうだ、事件といえば、大掛かりな脱獄事件があってね。それをきっかけに、囚人を汚れ仕事に使うなどという非人道的な真似をしていた部署が摘発されたよ」

「へえ」

「そこも実は人ウ事チとは対立関係にあった部署でね。お陰でいくらかやりやすくなった」

「よかったじゃないですか。──脱獄した囚人はどうなったんですか？　凶悪犯だったでしょう？」

「脱獄した三人のうち二人は、監査部門の捜査班の活躍により、無事無力化された。息の根を止めた、ということだが。捕縛はできなかったが、歴史に名が残るほどの凶悪犯だったようだし、立派な仕事をしたといっていいだろう。近々班長が表彰されるらしい」

「もう一人は？」

「最後の一人は逃げおおせたようだ。まあ三人の中では一番の小物だったらしいからね」

「そうですか」

　わざと生返事を返していることに庚江は気づいているのだろうか。

「護、私の話全く聞いてないだろう」

　気づいていたようだ。

「お嬢の話、抽象的過ぎてなにいってるかわかんないんですよ。右から左に抜けていくって感じで頭の中になにも残らないんですもん」

「知っているよ。そんな護だからこそ話すのだ」

「なんでわざわざ」

「なにをいっているか理解したり覚えてくれたりする相手に話すわけにいかないだろう」

「理解したり覚えてくれたりする相手に話してあげてくださいよ」

「そういう相手に話せる日が来るといいね。『魔法の国』がもう少しまともになれば、私が改革できる立場になれば、魔法少女がただ使われるだけの存在でなくなれば」

　またそんなことをいって、と返そうとし、庚江の顔を見て口を噤つぐんだ。普段の庚江が見せることのない茶化してはいけない真面目な顔をしている。

「……どうかしたんですか？」

「いや、別に」

　首を横に振る姿はいつも通りの超然とした庚江だ。

「無論たなぼたを待ってぼうっとしていたわけじゃあない。これならいけると配置してからも程よく動かし、いじり、合わせ、発破をかけたり、あえてやめさせようとすることで行動を促したり、良い結果が出るように上手いこと調整をしてだね。目的を果たした後でも放り投げたりはせず後始末をきちんと……」

　ぽつり、と丸テーブルの上で水滴が跳ねた。鼻に、手に、雨粒が当たる。

「ああ、もう、さっさと中入りましょう。こんな気温で雨に濡れたら風邪ひきますよ」

「それじゃそうするにゃん」

「なんですかその語尾。気持ち悪い」

「気持ち悪いとはご挨拶だな。こっちは可愛かろうと思ってやっているのに」




◇




　床はコンクリート敷で、天井には雨漏りの染みがある。雨量次第では雨水が滴り落ち、そのせいもあって部屋の中は晴れている日でもじめついていた。傷しょう病びょう者しゃに相応ふさわしい環境とはいい難いが、追われる身では贅沢をいっていられない。

　部屋の中は殺風景で、数えるほどしか物を置いていない。ベッド、机、ブラインド、シンク、本棚、それに住人。部屋中央にある錆びたスチール机の大引き出しを開くと、小瓶がずらっと並んでいる。中にはカラフルな粉末が詰まっていた。

　小引き出し二段目から古い天秤を取り出し、机の上に置く。小さな分銅をピンセットでつまみ、片側に載せ、続いて小瓶の中から薬を落とし、吊り合うように調整、吊り合ったことを確認してから乳鉢に入れ、それを何度か繰り返す。

　小引き出し三段目からラベルの無いペットボトルを取り出し、中にあった半透明の液体を乳鉢に注ぐ。ゆっくりと鉢から零れないよう気をつけて、ざりざりとした粉の抵抗が無くなるまで擂すり続ける。

　およそ一時間ほどで、半粘液状でメタリックグリーンに輝く薬液が出来上がる。

「さあ、お薬の時間ですよ」

　ベッドで寝ている少女に優しく呼びかけた。少女はベッドに身を横たえたまま表情を動かすことなく首を横に振った。

「お薬は嫌いです」

「我わが儘ままをいっちゃあいけません。身体のためなんですから」

　フレデリカは目を細め、ベッドに腰掛けた。少女は全身を包帯で巻かれている。包帯をずらして傷口を確認し、昨日に比べ快方に向かっていると微笑んだ。不衛生でも、ろくな医療設備が無くても、魔法少女は強くしぶとい。そういう風に作られている。

　フレデリカ特製の飲み薬は、その性質上嚥えん下げしにくいという難点を持つ。フレデリカは乳鉢にスポイトを入れて薬液を吸い取り、少女の顎を上げてから覆い被さって口の中に差し入れた。喉に詰まらせないよう、少しずつ、少しずつ、スポイトで口の中に送りこむ。一口目が終われば二口目、三口目と乳鉢の中身が無くなるまで続けた。餌を待つ雛鳥のように口を開けて待つ少女がとても可愛らしい。
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「もう口を閉じてもいいですよ」

「はいマスター」

　フレデリカは少女の半身を起こし、その髪に指を絡ませ、梳すいた。長い黒髪は艶やかで滑らかだ。指の股を撫でる感触が気持ち良く、蛍光灯の光を照り返す様が美しい。

　右手は髪を梳き、左手で少女の左目を撫でた。

「くすぐったいです」

「そりゃそうでしょう。くすぐったいようにやっているんですから」

　少女の左目は深く大きな刀傷で塞がれている。それに左腕は肘から失われていた。こればかりはフレデリカ特製薬液でも治りそうになかった。

　──まあ、それも良いでしょう。

　二百五十六分音符柄のハンカチで、薬液のついた唇を拭ってあげた。

　少女……リップルは運が良かった。敵の魔法は本来殺傷を目的とするものではなく、急所を狙った攻撃ではなかった。気を失って落下した時も、人間の姿に戻ったおかげでコートの襟が穴の途中の突起に引っかかり、底まで落ちずに済んだ。さらに、とっとと逃げるつもりでいたフレデリカが、気が向いて最後まで戦いの様子を見届けていたため、素早く回収して応急処置をすることができた。

　こういうものを生命運というのだろう。一つでも欠けていれば死んでいた。

　フレデリカは、生死の境を彷徨さまよっていたリップルを一負傷者として市内の病院に預け、プキンの剣を手に入れてリップルに使用し「自分は強靭な生命力と回復力を持っている」と思いこませることで三途の川一歩前から呼び戻し、水晶玉を使って場所を移した。それ以来リップルはフレデリカの管理下にある。

　久しぶりに会ったリップルは以前に比べて遥かに成長していた。スノーホワイトより伸びしろは少ないというフレデリカの読みを外し、どこに出しても恥ずかしくない立派な魔法少女になっていた。それはきっとフレデリカの理想に近いものだ。

　プキンから奪い取った剣と、記憶を失ったリップル。この二つを組み合わせれば、理想とする魔法少女を生みだせる。

　フレデリカは少女に笑いかけた。

「傷口は大分埋まりました。これなら明日から起きてもいいですよ」

「本当ですか。嬉しいです」

　表情は変わらない。声も単調だ。他人のアイテムを使っているだけあって、上手く調節できていないのかもしれない。嬉しいのに嘘はないようだし、これはこれで可愛いが。

「魔法少女になるためのお勉強をしましょう」

「魔法少女とはなんでしょうか」

「そうですねえ。私みたいな感じの人ですかね」

「マスターみたいになれるのですか。嬉しいです」

「そういっていただけて私も嬉しいですよ。一緒に理想の魔法少女を目指しましょう」





あとがき










　一か月ぶりです。遠藤です。limited後編お届けに参りました。今まで登場した魔法少女の中で、魔法抜きの百メートル走が十番目に速い魔法少女はキャプテン・グレースです。

　今回の魔法少女育成計画はlimitedです。辞書で調べてみると「限られた」「限定された」といった言葉が出てきます。というわけで限定したお話になっています。時間が限定され、場所が限定され、戦力が限定され、リップルの服が限定され、作中での描写や行為が「これはさすがにちょっと……」「もう少し柔らかい表現でお願いします」「テレクラはないでしょう」と限定され、他にも様々な物が限定されました。

　以下、私と担当編集者であらせられるＳ村さんの会話を。




「書きあがったら送りますから」

「了解です。お待ちしています」

「いつまでにというのはない感じですかね。とにかく早ければ早いほどいいと」

「そうですね。なるはやで」

「残り時間も迫ってますからね」

「頑張りましょう」

「作者も含めてlimitedだったというわけですね」

「「はははははは」」




　乾いた笑いでした。冬はなにかと乾燥することが多くて大変だと思います。夏でもＳ村さんの笑いは乾いていたような気がしますが、よく覚えていません。

　魔法少女だけではなく魔法使いが参戦という限定解除的要素もありますね。「俺の所にはマスコットキャラクターが来ない……俺は魔法少女になんてなれないんだ！」とお嘆きの皆様、朗報です。魔法使いにさえなれば可憐な少女達の殺し合いに混ぜてもらえるかもしれません。魔法使いになる方法については各人検索でお願いします。

　あとはそうですね。おやつのモナカがlimitedだったと甥（三歳）の泣き喚く声がここにまで聞こえたりとか、友人Ｉ君がモンハンで身も心も時間も削って他に使える時間がlimitedになったとか、それくらいですかね。前編でリップルの左手がなぜかlimitedになっていなかった部分についてはお許しください。増刷時に修正される予定です……されるといいなぁ。とにかく色々なことがlimitedな『魔法少女育成計画limited』をよろしくお願いします。

　発行部数がlimitedというネタは自重しておきました。これが社会性というものなのでしょうか。反社会的なあとがきは禁止だとあらかじめ釘を刺されることに定評のあった私が成長したものだと自賛しております。




　ご指導いただきました編集部の方々、特に担当編集者のＳ村さん。ありがとうございます。Ｓ村さんの睡眠時間が一番のlimitedでした。

　マルイノ先生、ありがとうございます。制服モチーフでという発注に男子学生服で応えていただいた時は「ああ、この人にイラストを描いてもらえて本当に良かった」と喜びの涙を流しました。今回一番のお気に入りは楽しそうに追いかけるソニアです。

　読者の皆様。お買い上げいただきありがとうございました。次回、また新たな魔法少女育成計画でお会いしましょう。
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電子書籍版あとがき










　はい、『魔法少女育成計画limited』後編でございます。前後編あるのはこれが最後、つまりもうネタバレに配慮する必要はありません。ドシドシガンガンいかせていただきます。




　restartの時には初稿と完成原稿でプフレとラズリーヌの生死が入れ替わりましたが、limitedにも似たようなことがありました。リップルです。初稿段階では、リップルはポスタリィによって完膚なきまでに殺害されてしまいました。が、Ｓ村さんによってストップがかかりました。リップルを殺すならここじゃないだろう、もっとドラマチックに盛り上げるべきだろう、と。

　私としては無印の生き残りだろうとバリアを張るつもりはない、死ぬ時は誰であろうと死ぬ、という無常観に則って死ぬべきだろうと考えていましたが、いわれてみればもっともな話です。死ぬ時は死ぬを繰り返していけば物語になりません。というわけでＳ村さんの指摘を受けて修正、リップルは死なないＥＮＤになりました……が、本人にしてみればフレデリカに保護されるというのは死ぬより嫌なことだったかもしれません。リップルの不幸はまだ続くのでした。作者が思っていたよりもけっこう長く。




　担当と意見を戦わせた箇所は他にもありまして、それは最終決戦「プキン将軍ｖｓ７７５３と波山中学の仲間達」でした。父の無念を背負う娘、友の死を受け止めた少女、彼女達が文字通り自分の生命を賭し、最後の一片まで燃やし尽くしてもプキンを倒すことができませんでした、というのはいかがなものかという話です。

　私としてはそもそもの主体が違っていまして、父の無念を背負う娘、友の死を受け止めた少女、彼女達が文字通り自分の生命を賭し、最後の一片まで燃やし尽くし、しかしそれら全てを踏み潰して大暴れする怪物が書きたかったのです。

　といったことをlimited刊行の数年後に話して「ああ、そういうことだったんですか」と納得されました。当時話せという話なのですが、あの時は本当に余裕が無かったんです。なんで余裕が無いかっていったらさっさと書かない私のせいになるので文句はいえません。読者の皆様は文句をいってください。すいませんでした。本当に。

　そのくせあとがきで「発行部数がlimited」とかいってますね。ろくでもないですねこいつは。このネタは修正されるかされないかギリギリのラインだったそうです。以降、だいたいこれを基準にしてあとがきが書かれていますが、見切ることは中々に難しく、皆様の目に触れることなく闇に葬られるエピソードは少なくありません。




　生死が変わったといえば表紙を飾ったウェディンもそうです。彼女は奮闘虚むなしく命を落としましたが、もともとは奮闘もなにもなく、十六人の魔法少女で唯一前編で脱落するというねむりん的なポジションでした。これはちょっとどうなのかといわれて生き残り、なんだかんだで活躍し、「表紙誰にします？」「黒背景だから白っぽいコスチュームがいいですよね」「いっそウェディンにするとか」「ははは」という両者とも本気にしていないような雑談から表紙になってしまいました。

　脱落こそ変わらなかったとはいえ、ある意味最高に出世した魔法少女になりました。結婚は墓場なんてことはありませんね。おめでとうウェディン。




　前編では語られなかったキャラクターも後編に登場しています。そう、エピローグで茶飲み話を繰り広げていた二人の魔法少女です。プロットを作り始めた当初はやんわりrestartと繋げる感じが出ればいいな、と思っていましたが、プロットが終わった頃にはがっつりと関わることになっていたのでした。

　restartのあとがきで「プフレが生きていないと纏まとまらない」という話が出ましたが、逆にいうとプフレが出てしまえばある程度纏まってしまうのです。いや、意識していたわけでは全くなく、今思ってみれば……という話です。エピローグとかエンディングとかそういう話の締めに関わっている率が異常に高いです、このお嬢様は。

　少し話は飛びますが、以前視聴した「会計士が戦う映画」のエピローグで私は叫びました。「お前かよ！」と。こういうフィクサー気質というか、生まれついての黒幕みたいな人は、そういった叫びを喜びとし、今日も今日とて黒幕活動に精を出しているのでしょう。シャドウゲールには強く生きてもらいたい。




　さて、これにてlimited後編あとがきも終わり、次はＪＯＫＥＲＳになります。小文字シリーズは終わって次から大文字です。サブタイトルが決まった時は「『り』から始まらないけどいいんですか？」と驚いたものでした。なぜか魔法少女育成計画のサブタイトルは「り」から始まるものだと思っていました。不思議な思い込みです。

　それではお次もよろしくよろしくお願いします。






本書に対するご意見、ご感想をお待ちしております。





あて先



〒102-8388　東京都千代田区一番町25番地

株式会社 宝島社　第2書籍局
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このライトノベルがすごい！文庫Website
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　　　本書は、２０１３年12月に小社より文庫として刊行したものに電子版あとがきを加え、電子書籍化したものです。

　　　この物語はフィクションです。作中に同一の名称があった場合でも、実在する人物・団体等とは一切関係ありません。
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